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　緑が濃こく曇くもり空の多い六月も半ばだった。

　冬とう馬まはねえやに「今日は特別なお客様がいらっしゃいます、坊ぼつちゃまは洋館にいらしてくださいね」と伝えられうなずいた。さらりとした黒くろ髪かみが、幼い目元を隠かくす。

　昨年までの冬馬は家にこもりがちで、家人ともあまり口をきかなかった。

　それでも八歳を過ぎたこの頃ごろは、家庭教師に勉強を教わる他ほかに、外へ出かけることが増えてきていた。

　赤あか枝え家本邸の建物は、広い敷しき地ちの奥まった位置に洋館と和館のふたつの建物がある。

　冬馬は普ふ段だん暮らしている和館から、英国の建築家が建てた洋館へ向かった。

　冬馬の父は、屋や敷しきに招かれた三人の客人を前に、彼らが冬馬と異母兄弟になるのだと説明し、唐とう突とつに引き合わせたのだ。

　いきなり三人もの異母兄を前にした冬馬は、それぞれの名前と歳を順序づけて覚えるのがやっとだった。

「おはよう、ございます」

　冬馬がぽそりと挨あい拶さつをすると、長男を名乗っていた千ち春はるは眠ねむたげな顔で微笑ほほえみ返す。

　三男の艶えん秋しゆうはまぶたは開いていたものの、いま目が覚めたというように瞬またたいた。

　そしてなぜか、次男の夏なつ祈きには激しくにらまれる。

　──ど……どうしてあの人、僕をにらむんだろう。

　紹しよう介かいされた異母兄弟たちのなかで、冬馬にとって最も印象深く、かつ苦手かもしれないと感じたのは次男の夏祈だった。

　夏祈は十四歳になったばかりだと聞かされていたが、年ねん齢れいよりはるかに大人びた落ち着きが感じられる。

　明るい色の髪かみはやわらかそうで長いまつげにふちどられた瞳ひとみは、どことなく異国の人形に似て見えた。

　そんな一見柔にゆう和わな印象を裏切って、夏祈は冬馬に対してあからさまに表情が険しい。笑った顔などまるで想像もつかないほどだ。

　家族五人が食しよく卓たくで顔をそろえているというのに、部屋の空気はどこまでもぎこちない。

　これから毎日こんな生活がつづくのかと気が重くなったが、異母兄たちは朝食を終えると、そのまま屋敷を出て行くと告げられた。

　玄げん関かんに足を向けた夏祈を先頭に、歩き出した異母兄たちを追って冬馬も歩き出す。

「え……帰る……って、ここに住むんじゃないの？」

　だからこそ異母兄たちを紹介されたのだと思っていた冬馬に、長男の千春が気づいたように「あぁ」とうなずく。

「うーん、そうじゃないんだ。俺たちは、君のお父さん……あ、俺にもそうか。とにかく、まぁ戸こ籍せきのことだったり、いろいろと大人の話し合いがあって呼ばれたんだよね。用が済めばいつもの生活に戻もどるさ」

　冬馬には父の意図がさっぱりわからなかった。なにしろ父親の景けい護ごは、日ひ頃ごろからほとんど家にも戻らず、お互たがいの気心など知れたことはない。

　状じよう況きようはわからないが、冬馬の後ろには護衛を務める理り津つがついてきてくれた。

　兄たちが本邸の車留めを通り過ぎたところで、自分でも思わぬことに大声が出た。

「あの……！」

　すると、一番先頭を歩いていた次男の夏祈がぴたっと足を止めて振ふり向く。

　明らかに不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをつり上げ、「チッ」と小さく舌打ちをした。

「なにか用か？」

　つっけんどんに聞き返される声こわ音ねに、冬馬はびくっと肩かたを揺ゆらす。

「僕たち兄弟なんだよね、だったら同じ家に住んだって……」

「お断りだね。僕には僕の生活がある、お前みたいなのんきな坊ちゃんの暮らしにつきあわされる義理もない」

　怒いかりもあらわに言い返されて、冬馬は戸と惑まどう。

　理由はわからないが、自分の言葉が夏祈の気持ちを逆なでしたことだけはわかった。

「本家の本妻のお坊ちゃんは、いいなりにできる兄弟までご所しよ望もうってことか。お望み通り、兄貴らしく兄きよう弟だい喧げん嘩かのやり方を教えてやる」

　夏祈はいら立った表情のまま、自らのシャツの袖そでを乱暴にまくりあげる。

　そこには青黒い不思議な模様があった。雲を写しとったような曲線は蔓つる植物にも似ていて、絡からみあった線がうねり、精せい緻ちに組み合わされている。

　離はなれた位置に立つ夏祈は、無造作に右手をあげたかと思うと、勢いよく冬馬に向けて振り下ろした。

「冬馬！」

　背後から聞こえたのは、冬馬の警護を務めている理津の声だ。

　振り返るより早く肩を引かれた冬馬は、勢い余って転がり芝しば生ふに尻しり餅もちをついた。

「理津……」

　とっさのことだったのだろう。冬馬の前に立ちはだかった理津は、自らの体をかばうように胸の前で両りよう腕うでを交差させている。

　次の瞬しゆん間かん、理津のシャツの袖がぱらりと落ちた。

　そこにのぞいた白い肌はだに、鋭するどい刃は物もので切りつけたような赤い色が走って流れる。

　驚おどろいて傷を確かめようとする冬馬に夏祈が告げた。

「冬馬……お前はここで生きていけばいい。お前の命は特別なんだから」

　叩たたきつけられる言葉の意味がわからず、冬馬は夏祈の鋭い視線を受け止めた。

　夏祈の怒りは、これまで冬馬だけが本家で暮らしてきたことに対してぶつけられたのだろうか？　しかし、その言葉にはもっと違ちがう意味がありそうだった。

　昨日まで、異母兄たちの存在すら知らなかったおめでたい自分なのだ、夏祈が腹を立てるのも無理はない。

　だが理津を傷つけたことは許せなかった。

　冬馬が夏祈をぐっとにらみつけると、夏祈の腕うでを千春がつかむ。

「彼に腹を立てるのは筋が違う。わかってるだろう？」

　夏祈はすべてを拒きよ絶ぜつするような殺気だった気配をまとっていたが、千春の声に息を吐つくとシャツで腕を隠した。

　すっと侮ぶ蔑べつの視線を冬馬に投げつけ、そのままきびすを返してしまう。

　夏祈の視線を受けとめていた冬馬は、爪つめがくいこむほど己おのれの手を握にぎりしめる。感情にまかせれば、己にひそむ九きゆう尾びの憑つき物を出現させてしまいそうだったのだ。

　ぐっと力んで視線をそらすと、兄たちに背を向けて理津の手を引いた。

「理津、すぐに傷口を洗って手当てしてもらわないと……戻ろう」

　──知ってる。僕がなんなのかなんて……。

　誰だれもが自分を特別に扱あつかう。それは、自分が異質だからだ。

　大事なものだと口にして、畏おそれ、敬いながらも距きよ離りを置かれる。

　そして同じ人たちから、あからさまな敵意を向けられもするのだ。

　それを感じない日はなかったが、雪の日に出会った少女のことを思えば、少しだけ先までやり過ごせる気がしていた。

　──会いたいな……あの子に。
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　正午をまわったうららかな日差しの下、佳か乃の子こは女学校の友人である小さ夜よと並んで歩いていた。

　土曜日の浅草は、誰もが浮うき立って歩き、街はかなりのにぎわいだ。

　浅草といえば、仲なか見み世せや寺だけでなく遊園地に水族館、活動写真館や劇場など、あらゆる娯ご楽らくが集められた歓かん楽らく街がいといえる場所だ。

　仲見世通りを、冷やかしつつ歩いて行く人々。その間を、客を呼びこむ威い勢せいのいい声や、せんべいを焼く醬しよう油ゆの香かおりが流れてくる。

　佳乃子は忙せわしなく左右を見ながら、初めて目にする光景にめまぐるしさを覚えた。

「ねぇ、佳乃子さん。今日教えていただいたお店とても素す敵てきだったわ。すごく美味おいしかったし、混こみ合うのも納なつ得とくですわね」

　小夜の声に、佳乃子はついさきほど出てきたばかりの店を思いうっとりと目をふせる。

「洋食のお店って初めてだったけど、クリームを使ったコロッケもシチューもすごく気に入っちゃった。今日は帰ったら、千春さんにお礼をいわなきゃ」

　わずかに舌に残る昼食の味をまだ思い出せる気がして、佳乃子はつい口元がほころぶ。

「ぜひ私にも、佳乃子さんを紅茶の専門店に誘さそわせてくださいな」

　澄すんだ声でそう告げて、肩を寄せる小夜の横顔に佳乃子はどきりとする。女学校の級友である小夜は、とても自分と同じ歳だとは思えない華はなと艶つやがあった。

　すれ違う幾いく人にんもが、思わずといったようすでふり返り、小夜を視線で追っていく。

　それも当然のことだろう。生徒のほとんどがご令れい嬢じようである花はな崗おか女学園で委員長を務める小夜は、艶やかな長い髪かみをシルクのリボンで留め、大ぶりな椿つばきの柄がらの銘めい仙せんに、女学校の葡萄えび茶ちや色の袴はかまがじつに似合っている。

　白鳥を思わせる優ゆう雅がさは、桜の花が舞まう賑にぎわいのなかにあっても失われず、清せい廉れんさと気品を備えていた。

　──ふふ、そうよね。みんなが振り返るぐらい、小夜さんは素敵だもの、そんな人が友達だなんて……。

「友達」と胸の内でつぶやくだけで、佳乃子は気持ちが浮き立ち、そんな自分が恥はずかしくなってきょろきょろ周囲を見てしまう。

　これまで引っ越こしを繰くり返してきた生活で、友達らしい友達ももてずにきた。

　そんな自分の隣となりに小夜がいてくれることが、いまだにどこか信じられない。

「いまだに信じられませんわ」と、口にしたのは小夜のほうだった。

「まさか佳乃子さんが、赤枝冬馬さんと同じ家で暮らしてるだなんて」

「小夜さん！　……そのことは、学校では内ない緒しよにしてね。もし知られたら、質しつ問もん攻ぜめになっちゃうもの」

　佳乃子はお願いと手を合わせる。口止めをしておかねばならないほど、女学生の好こう奇き心しんと噂うわさというのはとかくつきないものなのだ。

　噂の元げん凶きようになりそうな人物は、佳乃子たちの前を歩く二人連れの青年だ。

　佳乃子と小夜の会話が聞こえたのか、学ラン姿の冬馬が振ふり返る。

　艶めいた黒髪がさらりと揺ゆれ、目元を覆おおってしまうのが気になった。

　小夜がすっと冬馬を凝ぎよう視しして小声でつぶやく。

「ねぇ、佳乃子さん。彼らと食事をご一いつ緒しよして気づいたのだけれど、赤枝冬馬さんて、役者さんみたいに綺き麗れいなお顔立ちよね」

「やっぱり、小夜さんもそう思う？」

「えぇ。でも……そうね、隣にいるのが風かざ戸とさんだもの。あの派手な方と並んであんなふうにお顔立ちを隠かくされてしまえば、目立たないはずですわ」

　まったくもったいないと言いたげな小夜の声に、佳乃子もつい勢いこむ。

「そうなの！　冬馬さんてなんていうか、目立たなさすぎるというか、本人も目立ちたくはないんだろうけど……もったいないと思うの」

　小夜が口にする派手な容姿であるところの風戸理津は、冬馬にとっての護衛役だ。

　れっきとした将校であるが、異国人の祖母の遺伝もあり、日本人離ばなれした髪や目の色と将校服があいまって、衆目を集めまくりの容よう姿し端たん麗れいぶりだ。

「あんなに派手な見た目で、護衛なんて務まるのかしら……むしろ無む駄だに目立ってるのじゃなくて？」

　初対面のときから理津とそりがあわないようすの小夜は、いささか手厳しい口調だ。

　──でも、私からしたら小夜さんも理津さんも、どっちも常識外れに美男美女なんだけれど。

　憧あこがれの帝てい都とのにぎやかな浅草のただなかで、佳乃子は己の平へい凡ぼんさを思うと「はぁ～」と、ついため息を漏もらす。

　視線をあげると、市電を降りたときからずっと目についていた、空へとそびえ建つ建物が気にかかった。

　赤あか[image: ]れん瓦がで造られた十階を超える八角形の建物は、天てつ辺ぺんあたりが工事中なのか幕に覆われており、ちゃっかり企き業ぎようの広告が入っている。そこから角のように細くつきだしているのは避ひ雷らい針しんなのだろう。

「ねぇ、小夜さん。あれって『凌りよう雲うん閣かく』よね？　なかには入れないの？」

「あぁ、十二階ですわね」

「十二階……？」

「この辺りでは大たい抵ていそう呼ばれてるんですわ。十二階建てだからって。佳乃子さんもせっかく帝都にきたのだから、展望台から街を眺ながめてみるのも良さそうね」

　小夜の言葉が聞こえていたのか、先を歩いていた冬馬が足を止めて振り返る。

「佳乃子さん、十二階に行きたい？」

　問いかけにうなずくと、冬馬はすいっと高こう塔とうに視線を向けてつぶやいた。

「いいんじゃないかな……あそこって、外国の絵ハガキとか便せんもたくさんある」

　そのつぶやきの意味がわからないのだろう。小夜と理津は首を傾かしげたが、冬馬が自分の文具好きを気にかけてくれたのだと気づいて佳乃子は嬉うれしくなった。

「浅せん草そう寺じとか、それに十二階の絵ハガキもあるかしら」

　いってみようと言いたげに、再び歩き始めた冬馬の隣で、理津が口をはさむ。

「じきに工事が終われば、十二階じゃなく十三階になる。そうなれば、絵ハガキもまた新しくなるだろう」

「工事、してるんですか？」

　中に入れるのだろうかと佳乃子が気にすると、冬馬がうなずいてくれた。

「最上階は駄だ目めみたいだけど。それに、十二階が十三階になったら……不ふ吉きつだなんて、みんな噂してる」

　薄うす暗ぐらい噂は冬馬が口にすることで、さらにもっともらしくなるようだ。

　護衛を務める理津は、この人混みに辟へき易えきしているようだが、冬馬が向かう以上はついてきてくれるようだ。

　入り口で入場料を支し払はらい、四人で連れだってなかへと入る。

　ホールのなかは二基ある昇しよう降こう機きの乗り場になっていた。さらに塔の壁かべに沿うように、螺ら旋せん状に上っていく階段がある。

　窓がいくつも設けられた建物内部は、思った以上に明るい。

　小夜は以前にも来たことがあるのだろう、慣れた足どりで進んでいく。

「七階まで売店がありますから、エレベーターはよしてご自身の足で上れますかしら？」

　最もか弱そうな小夜に言われてしまっては、誰だれも否いなとはいわず、螺旋階段を上っていくことにした。

　各階ごとに店を冷やかしつつ進んだおかげで、幸い耐たえられないことはない。

　佳乃子はこづかいで買える範はん疇ちゆうでと、帝都の街並みや、雷かみなり門もんを描えがいたハガキをずいぶん悩なやみぬいて三枚買った。

　ようやく売店を抜ぬけて、八階に到とう着ちやくするころにはさすがに足が重たくなっていた。

「ちょっと、お待ちくださいな」

　小夜が慣れたようすで、休きゆう憩けい室の片かた隅すみにある売店でみんなにサイダーを買ってきてくれる。

　冬馬や理津も、飲み物を渡わたされてあっけにとられていた。

「ほら、これを持って展望台にあがるのがオツなんですわ。残念ながら、最上階が公開されるのは来週末からですから、いまは簡易の展望台ですけれど」

　──小夜さんって、ほんと浅草に通いなれてるって感じがするなぁ。

　いかにもご令嬢といった風ふ情ぜいの小夜が、この雑多な街を楽しむ姿がとても粋いきに見えて佳乃子は憧れる。

　展望台への螺旋階段を上りきると、午後の日差しのまばゆさに全身を包まれて、佳乃子は「わぁっ……」と声を漏らした。

　黄こ金がね色に染まる高窓のある場所へと小走りで近づく。

　簡易展望台へ出てみると、眼下に広がるのは帝都の風景だ。

　目を凝こらせば、伊い豆ずのほうまで見えるのではないかと思える見晴らしに、佳乃子は身を乗り出す。

　遠くの地平から、塔の真下に視線を戻もどすと、豆まめ粒つぶのような大きさの人々がぎゅう詰づめになって行き来しているのが見えた。

「浅草って、蜘蛛くもの巣すみたいに道が入り組んでいるのね。あ、……あそこの黒い屋根が集まってるのはなにかしら……」

「あぁ、それは見み世せ物もの小屋が集まっている辺りね。十二階の周辺は、夜になれば私たちが歩ける場所じゃないの」

　小夜の言葉通りに目をこらすと、さらにこみ入った細い道々には、夜を彩いろどる女じよ郎ろうたちがくつろぐ姿が見える。

「本来なら、育ちのいいお嬢じようさんが立ち入る場所じゃあないな」

　かすかに皮肉のこもった声で告げる理津の声に、小夜はキッと眉まゆをつりあげる。

「あら、将校さんなら詳くわしいのじゃなくて？　この界かい隈わいじゃ将校姿は珍めずらしくないですもの」

「あいにく、俺は色町には出入りしない」

「そう。お上品で結構ですこと」

　言い合うふたりを佳乃子はハラハラ見守っていたが、露ろ台だいには出てきていない冬馬が、街の景色ではなく建物の中の片隅に目を凝らしているのに気づいた。

「冬馬さん、なに見てるの？　……なにか視みえてるなんていわないでよ」

　またこちらを向くなり「憑いてるよ」などと言われてはたまらない。

　すると近づいてきた理津が、意地悪く口をはさんだ。

「この十二階は明治に建てられたが、一時は寂さびれて人も減ったらしい。身投げする輩やからも結構いたっていう話だ。幽ゆう霊れいのひとりやふたりうろついてたって不思議はない」

　青ざめる佳乃子をかばうように、小夜がすっと隣となりに立つと肩かたを抱だき寄せてくれる。

「風戸さんったら悪あく趣しゆ味み。大だい丈じよう夫ぶですわ、佳乃子さんには私がいますもの」

　すると冬馬がようやく顔をこちらに戻して、真顔でぽつりとつぶやいた。

「いや、ここの最上階の落成式のお知らせがあったから……読んでただけで」

「…………思わせぶりすぎるわよ！」

　憤ふん慨がいする佳乃子は、ようやく落ち着いてサイダーを飲み干すと、すっかり気分が良くなった。

　ふたたび長い階段を下りようとして、人がいないはずの最上階から人が下りてくる足音が聞こえた。

　幾いく人かの恰かつ幅ぷくのいい男性たちが、がやがやと階段を下り、エレベーターへと向かう。

　どうやら上階の工事を視察していたらしい。「今度のパーティでは」などと楽しげに話しているところから、完成が近いのだとうかがえた。

　やや遅おくれて下りて来たのは、異国の風ふう貌ぼうを持つ男性だ。お付きの者が先に行くと、あとから階段を下りてくる紳しん士しを恭うやうやしく迎むかえ、ステッキを手て渡わたす。

　他ほかにもちらほらといた人のなかから声があがる。

「まぁ、あの方って……」

「確かほら……『紳士の靴くつ音おと』で拝見しましたわ」

　そうささやくのは、身なりのよい婦人たちだ。

　品のいいダークグレーの三みつ揃ぞろいを着た、完かん璧ぺきな英国紳士の顔は佳乃子も見覚えがあった。

　佳乃子が帝都にきたばかりの日に、百貨店で声をかけられ、その後女学校の同級生宅のパーティでも顔を合わせることになった人物だ。

　英国の商館で貿易商として仕事をしているという男は、ライズワルド侯こう爵しやくと名乗り、風ふう采さいも身元も立派なものだった。

　だが、どことなく得体のしれない雰ふん囲い気きを感じて、佳乃子は少し苦手に思った記き憶おくがよみがえる。

「ライズワルド侯爵……」

　小さなつぶやきだったが、紳士はぴたりと足を止め、佳乃子に視線をよこした。

「貴女あなたは……羽はね原はら、佳乃子さんでしたね」

　奇き遇ぐうな再会を喜ぶように大おお仰ぎように笑えみを浮うかべたライズワルドは、お付きの青年に待つように身み振ぶりで示すと、歩み寄り手を差し伸のべる。

「奇遇ですね。以前にパーティでお会いして以来、貴女のことをずっと思っておりましたよ。ここでお会いしたのもなにかのご縁えん──」

　親しげな言葉に佳乃子が躊ちゆう躇ちよするより早く、その前に冬馬がすいっと立ちはだかる。

「おや、本日は騎き士しがお付きというわけですか」

　ライズワルド侯爵は、紫むらさきの瞳ひとみにさぐるような色を浮かべて冬馬を見つめる。

「羽原さんが、この塔を気に入られたのなら、次週の日曜にこちらで落成記念パーティを行います。ぜひ招待しますから、お友達もご一いつ緒しよに最上階からの眺めを楽しみませんか？」

　そんなライズワルドの楽しげな口調にも、冬馬は警けい戒かいする気配を緩ゆるめない。

「彼女は、貴方あなたとは関かかわらない」
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　きっぱりと口にされた言葉は、普ふ段だんの冬馬からは想像できない厳しい響ひびきで佳乃子は驚おどろく。

　すぐに理津が前に出ると、明らかな威い圧あつ感かんを持ってライズワルドと対たい峙じした。

「聞こえたはずだ。この場はお引き取り願おう」

　やや無骨に聞こえる理津の言葉に、ライズワルドも事を荒あら立だてる気はないらしい。

　それでも未練たっぷりに佳乃子に視線を向けてささやく。

「じつに残念だ。貴女は魅み惑わくの花、本当に罪作りな女性だ」

「……？　なにをいってるの？」

　ライズワルドの言葉に佳乃子が顔をしかめると、背後にいたお付きの青年が侯爵になにやら耳打ちする。

　ライズワルドは待たせている男性たちをちらりと見ると、それでも佳乃子に手をあげて歩き出した。

「あいつ、佳乃子さんに近づこうとしてる」

　あからさまに警戒をこめた冬馬の声に、佳乃子も不安になった。

「こんなところでライズワルド侯爵に会うなんて……。冬馬さんは、顔を合わせたことは？」

「いや、会うのは初めてだけど。千春兄さんが扱あつかってた記事で見たことがある」

　冬馬の隣を歩く理津は、すっと指を伸ばして壁のプレートを示した。

「見ろ、ここに書いてある。この十二階の最上階を買い取って増築をさせているのは、ライズワルドが営む海運業の商館だ」

　佳乃子と小夜は、言われるままにプレートをのぞきこんで読む。

「ライズワルド侯爵ね。確かにご婦人がたと浮き名も流してらっしゃるそうだけど、ちょっと妙みような感じでしたわね。佳乃子さんたら可愛かわいくてらっしゃるんだから、気をつけなくてはいけないわ」

　社交界に詳しい小夜は、その名前を汚けがらわしそうに口にすると、侯爵の消えた方角をにらみつけた。

　四人で連れだって階段を下りていき、ようやく出口をくぐると、傾かたむいた午後の日差しのなか、通りはますます混雑していくようだ。

「なんだか、ほんとにすごい人出ですわね。ちょっと足も疲つかれたことですし、休きゆう憩けいしていくのはいかが？」

　小夜の提案に全員がうなずく。だが混雑を極きわめているこの時間帯は、お茶を飲もうにも四人分の席を確保するだけでも大変そうだ。

「私、素す敵てきな場所を知っていますの。ぜひ、皆みなさんをご案内したいのだけど」

「一体、どんな場所なの？」

「ふふ、楽しみにしていらして」

　小夜はそういうと、俄が然ぜんはりきった足どりで先頭を歩き出した。

　凌雲閣を背にして歩いていくと、六ろつ区くと呼ばれる演劇やオペラの劇場が並ぶ興行街へ向かっているようだ。

　大正十二年の災害では、浅草一帯の被ひ害がいも大きかったと、ここへくる途と中ちゆうに小夜から聞かされていた。

　それから十七年の月日が流れ、大正二十九年となったいま、そぞろ歩く街並みはいっそうの華はなやぎで、そうした過去を感じさせない。

　所ところ狭せましと並べられたのぼりや看板には、劇の案内や活動写真の宣伝がされている。

　ちょうど公演が終わったところなのだろう。興奮気味の人々がどっとこちらに向かってくる。

　人波をよけようと、佳乃子が道の端はしに寄ったときだった。

「…………あっ」

　思わず声をあげて足を止める。

　人ひと混ごみの向こうに、見慣れた外がい套とう姿を見つけた気がしたのだ。

　ぱさっとした髪かみをなでつけた人物が、人波に隠かくれると、その後ろを法師姿の男が錫しやくを持って歩いているのが見える。浅草もこのにぎわいだけにあらゆる人種がいるようだ。

「佳乃子さん？」

　冬馬が気づいて足を止めると、すぐに理津も立ち止まった。怪け訝げんそうに佳乃子を見下ろして目をすがめる。

「どうかした？」

「いえ、あの……気のせいかもしれないから。ちょっと、父さんと同じ色の外套の人を見つけて……」

「ひょっとして、惚そう司じさんの仕事の都合で人に会うとか？」

　冬馬の言葉に、佳乃子はつい反発する。

「わからないわ。父さんの置き手紙だけじゃ、仕事の関係で出かけるつもりだったのかどうかも……なにも詳くわしいことが書いてないんだもの」

　いつも仕事に没ぼつ頭とうすると生活をなおざりにする父親に、そんな暮らしを改めて欲しいと気持ちを告げたばかりなのだ。

　だがその翌日、置き手紙だけで出かけてしまった父親の行動につい腹も立てたくなる。

「美術品鑑かん定ていが仕事なら、この界かい隈わいの職人と話をすることだってあるかも。それに……依い頼らいするだけして、姿を消してるのは家の父だし」

　冬馬が申し訳なさそうに口にするのを、佳乃子も「冬馬さんが気に病やまないで」と苦く笑しようする。

「ただ、これまでなかったことだから、私が勝手に心配してるだけ」

　いまだ気き遣づかわしげな冬馬の表情に気づいて、佳乃子はきゅっと唇くちびるをつりあげてみせると、振ふり返らずに歩いた。

「いまのだって、きっと見み間ま違ちがえたのよ。私ったら気にしすぎね……せっかくみんなで遊びにきてるんだもの。父さんなら夜には帰ってくるわ」

　佳乃子はぱっと気分を切り替かえると、小走りで道を急ぎ小夜に追いついた。

　小夜が連れていってくれたのは、歌劇を興行している劇場だった。

「さぁ、こちらですわ」

「え……でも、ここって関係者のための通路なんじゃ──」

　佳乃子が戸と惑まどうのも無理はなかった。

　しかし小夜は躊躇せず、劇場の正面の観覧入り口を迂う回かいすると、裏通りにあるこぢんまりした扉とびらをくぐっていく。

　従業員通用口なのではないかと思えたが、小夜の目的はその先にあるのか、さらに奥へと歩いていってしまう。

　佳乃子は後ろをついてきた冬馬と理津と顔を見合わせたが、遠のいていく小夜の背中に黙だまってついていくしかなかった。

　どうやらここは、劇場の関係者や劇団の人間が出入りしている、控ひかえ室や衣装部屋が並んでいるようだ。

　いくつか扉を通りすぎ、とある一室の前で小夜は足を止める。

　入り口横に貼はってある用紙には、『流星の乙女おとめ歌劇団様控え室』と記されていた。

　小夜が扉をノックすると、中から「どなた？」と誰すい何かの声が返る。

「九く条じようですわ、今日はお友達も一いつ緒しよですの。よろしいかしら？」

　小夜の言葉が終わらぬうちに扉がぱっと内から開かれ、あらわれたのはずいぶんと風変わりな出いで立ちの女性だった。

　肩かたより短く切った髪を、奔ほん放ぽうにコテで巻き、くっきりとした目鼻立ちによく似合っている。

　胸むな元もとにフリルがたっぷりとあしらわれたブラウスを着ているが、長い手足に映はえる細身のパンツに乗馬ブーツを履はいていた。

　上背もあり、動きも颯さつ爽そうとしている姿はじつに様になっている。

「やぁ、小夜さんお久しぶり！」

　りんと張られた声は、やや低めの落ち着いたもので、青年を思わせる凜り々りしさにあふれていた。

　小夜の手をとったかと思うと、やや膝ひざをかがめて手の甲こうに口づける姿は、まるで異国の王子のようだ。

「おぉ、これは愛らしいお客様だね。はじめまして、私はこの劇団の座長を務めてる、白しら萩はぎ小こ万ま記きと申します」

　やや芝しば居いがかった口調で自己紹しよう介かいをする小万記は、整った顔立ちをしているが、女性的な華よりも中性的な魅み力りよくがある。

　小夜はほんのり頰ほおを染めて小万記を見あげると、こほんと喉のどを鳴らして佳乃子たちに向き直った。

「ご紹介いたしますわ。彼女はこの『流星の乙女歌劇団』の座長で、脚きやく本ほんから演出まで手がけて、ご自分も舞ぶ台たいに立たれるのよ。いまでは客足も増えて、女学生にもすっごく人気があるんですわ」

　まるで我がことのように誇ほこらしげに話す小夜に、小万記は嬉うれしそうに微笑ほほえみかける。

「小夜さんにはいつも心配りをいただいて、力をもらっている。彼女は私たちの舞台にとても関心を持ってくれて、細やかな心こころ遣づかいや、真心を届けてくれるよ」

　小万記の大おお仰ぎような口調とよく通る声は、さぞ舞台で映えるだろう。

　小夜はめったに見せないような恥はじらいを浮うかべて、「私が、勝手にお邪じや魔ましているのですわ」とつぶやいた。

　そして佳乃子の手を引くと、小万記に嬉しそうに微笑みかけた。

「小万記さん、こちらは女学校の親友なの。彼女は、まだ東京にきたばかりですのよ」

　紹介されたことに慌あわてて、佳乃子はぺこっとお辞じ儀ぎをする。

「羽原佳乃子です。小夜さんには女学校で、すごく助けてもらってます」

「赤枝冬馬です」

　自己紹介をする佳乃子の隣となりで、冬馬もぽそりと声をあげたが、理津はその後ろで軽く会え釈しやくをしただけだった。

　そんなふたりをよそに、小夜は楽しそうに話し始める。

「佳乃子さんもとても物語がお好きで、木き家や多た実み恵えや白しら河かわ美み砂さをよく読んでいるのよ」

「あっ、でもほんとに趣しゆ味みで手に入るものだけなのですけど……」

　小夜の言葉に佳乃子は思わず狼ろう狽ばいした。

　ここにきて、小夜があれほど乙女小説や古典をよく読んでいる理由がよくわかったのだ。

　そんな小夜に、自分の読書量など足あし下もとにも及およばないとわかるだけに、本が好きだと紹介されるのはおこがましい気がする。

　だが小万記は、じつに気さくに言葉をかけてくれた。

「そうだ、よければ稽けい古こをみていく？　今度は少し趣しゆ向こうを変えて、新しい構成を試ためそうとしているんだ」

　思わぬ提案に、佳乃子は嬉しくなり大きくうなずいてから、慌てて小夜や冬馬たちを振り返る。

　楽しげに小夜にうなずき返されると、小万記がすっと腕うでを取りエスコートしてくれた。

　夢のなかの王子様が現実にあらわれたようで、佳乃子はぼうっとなりつつ歩き出す。

　舞台と客席につづく入り口の分厚い扉が開かれると、暗いながら高い天てん井じようと独特の空気に身を包まれる。

　ぐるりと見み渡わたそうとして、暗がりに足をよろめかせると小万記が支えてくれた。

「羽原さんは、こうした舞台は初めて？」

「は、はい。劇場にくるのも初めてです！」

　佳乃子がうなずくと、小万記が微笑ましいというように笑えみを刻む。

　劇場はこぢんまりとしたものだが、一階は全すべて備え付けの座席があり、二階には箱のように隔へだてられた席がいくつかある。

「ここは本場オペラ座の造りを意識してるそうでね。小さいけれど、壁かべもこだわった造りで音おん響きようがとてもいいんだ」

　まるで我がことのように誇らしく口にする小万記は、この劇場が大好きなのだろう。

「この浅草六区は興行の中心でしょう？　最近じゃ新しい劇場も増えてきてね。この金糸雀カナリヤ館は、若い世代の劇団や楽団を中心に起用してくれてる。お客さんもあなたたちぐらいの学生さんが多いから、学割もある」

「学割まで？　帝てい都とはやっぱり違ちがうんですね、うらやましい……」

　客席の背もたれに触ふれて、佳乃子はうっとりと目を細める。

「それにまだ新しい劇場だから、こんなに椅い子すや壁なんかも綺き麗れいなんですね。しかも稽古まで見せていただけるなんて……」

　佳乃子は感動に頰を火ほ照てらせ、後ろを歩く冬馬をそっと振り返る。

「ねぇ、冬馬さんは劇場にきたことってあるの？」

　佳乃子の問いに、冬馬はぶるぶる首を振る。

「僕は、人ひと混ごみが得意じゃないから」

　だとすれば、今日浅草に誘さそってくれたのも、冬馬はずいぶん無理をしていたのだろうかと佳乃子が心配になると、冬馬は「あ」という顔をした。

「でも、今日は楽しかった……ほんとに」

「なら、良かった」

　微笑む佳乃子に小万記がすっと近づくと、舞台のほうを指さして教えてくれる。

「あそこにいるのが、うちの劇団員。来週日曜には、新しい演目のお披ひ露ろ目めなんだ」

　練習ということもあってか、いまは舞台の照明が絞しぼられそれほどまぶしくはない。

　確かに高い天井には、役者たちが発する声がよく響ひびく。

　ひときわ高く、やわらかな声が透すき通って耳に伝わる。




『エンジェルの声が聞こえる　包んで私を　姿をあらわし　連れていって』




『鏡に向かって瞳ひとみをこらせば　私がいるのだ　そのなかに』




　そう応じた歌声は、低く誘うような甘い響きだった。

　──素す敵てき。でも……どうしてかしら、演じている役者と歌っているのは別の人？　それにこのセリフってどこかで聞いたことが……。

　つづいて聞こえた『エンジェル・オブ・ミュージック』という旋せん律りつに、佳乃子ははっとして舞台に目を凝こらした。

「まさか、……この舞台は『オペラ座の怪かい人じん』？」

　佳乃子の記き憶おくによみがえったのは、まだ蓼たて科しなにいた頃ころのことだ。

　佳乃子が滞たい在ざいしていたお屋や敷しきの主が仏蘭西フランス文学が好きな人物で、佳乃子にも書しよ棚だなの本を貸してくれることがあった。

「羽原さんは、この作品をご存じなの？　すごいな、まだ日本ではあまり知られていないから、これを題材にするのは、私たちが最初じゃないかと思っていたのだけど」

　声を弾はずませる小万記に、佳乃子は嬉しくなってしまった。

　自分も夢中になって読んだ異国の物語が、舞台で演じられるというのだ。

「私は偶ぐう然ぜん本を読ませていただける機会があったんです。すごく好きな物語で、まさか舞台にされるなんて……驚おどろきました」

「このあとゴンドラで、怪人が住まう地下へと連れていかれるのだけど──」

　小万記の言葉に、佳乃子は舞台を見渡してうっとりと夢想する。

「じゃあ、舞台には霧きりがただよって、蠟ろう燭そくの明かりが燦さん然ぜんと揺ゆれるんですね……水際の音がひびくなか、怪人があらわれて、クリスティーヌに夜と闇やみの世界を歌いあげる。途と中ちゆうからはオルガンの音色も混じり合って……」

「なるほど、いいねぇ！　その演出は盛り上がりそうだ」

　なかば白昼夢のように、なにもない舞台に自分の妄もう想そうを繰くり広げていた佳乃子は、小万記の嬉しげな声にはっと我に返る。

「ご、ごめんなさい。なんだかもうすっかり浸ひたりきってしまって、つい」

　だがそんな佳乃子の肩かたを小万記はぽん、と小気味よく叩たたく。

「もっとだ。貴女あなたが読んだ『オペラ座の怪人』の世界を、もっともっと私に聞かせてくれないかな？　きっとまだまだ舞台は素す晴ばらしくできる」

　力強い小万記の声に、佳乃子は瞳を瞬またたかせる。「さぁ」と促うながされて、ためらいつつももう一度舞台に集中して想像を広げていった。

　そんなふたりを舞台そでで見守っていた小夜が、うっとりとつぶやく。

「…………素敵、まるで小万記さんと佳乃子さんのふたりが、怪人とクリスティーヌみたいですわ。怪人の導きによって、才能を開花させる天使のよう」

　さらにそのようすを見ていた理津は「女の妄想は果てしないな」とあきれ顔だ。

　冬馬は、稽古を見学するそれぞれから離はなれて、舞台の端はしのほうへと向かっていた足を止めると、視線を宙にさまよわせる。

　客席の上にゆっくりと首をめぐらせながら、さらに足を進めると、置かれていた木箱にけつまずき体が勢いよく傾かたむいた。

「うっ……わ、わわわ！」

「冬馬！」

　理津が駆かけ寄り手をのばすより先に、冬馬の腕を取り倒たおれるのを防いだ手がある。

　舞台そでに寄せられたオペラカーテンの陰かげからあらわれた男が、支えてくれたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　そこいらはまだ大道具が固定されてないから、気をつけな」

「す……すみません。ありがとう」

　もう一度客席に視線をやった冬馬に、男は「あぁ」といって笑った。

「なんでぇ、あんた視みえる口かい？」

　そういって笑うと、男は大きな口をにやっと笑みの形にして、冬馬の手を握あく手しゆのように軽く握にぎって離した。

　駆けつけた理津が、連れ戻もどそうとするのを遮さえぎって冬馬が尋たずねる。

「視えるって……あなたも？」

「珍めずらしくもないだろう。なにしろここは浅草だ。たくさんの店があって、いろんな奴やつらが出入りしてる」

　その言葉には、生者も死者も指しているような響きがあった。

「冬馬さん、どうかした？」

　近づいてきた小万記と佳乃子に気づくと、男は軽く会え釈しやくする。

「紹しよう介かいするよ。彼はイナサって呼ばれてる。この劇場に雇やとわれていて、舞台の設置や撤てつ去きよなんかに手を貸してくれるの」

　たしかに小万記が言うとおり、半はつ被ぴを身につけたイナサは足袋たびを履はき、職人らしい雰ふん囲い気きをまとっている。雑に伸のばした長ちよう髪はつを襟えり元もとでくくっていた。

「イナサはすごく器用なのよ。いつも無理をお願いして、大道具で助けてもらってる。そうだ、次の舞台の力作、羽原さんにも見せてあげてよ」

　小万記の言葉に、イナサは「お安いご用だ」と片目をつぶってみせると、役者たちがいた舞台のさらに奥へと案内してくれた。

「いいねぇ、女学生のお嬢じようさんか。なんとも品の良い、甘い香かおりに満たされる」

「え……？」

　匂におい袋ぶくろを持っていたり、練ねり香こうをつけたりはしていないはずだと佳乃子は戸と惑まどったが、十二階で出会ったご婦人たちの移うつり香がかもしれない。

「こっちだ、足あし下もとに気をつけて」

　佳乃子の前を歩くイナサは、かなり上背があり肩かた幅はばもがっしりとしている。

　軍人である理津と比べても遜そん色しよくない体つきは、劇場の大道具を作ったり運ぶのに申し分なさそうだ。連れていかれたのは作業場のようだった。

　いくつも置かれた大工道具や、ペンキ缶かんに刷は毛けが見える。

　そこには滑なめらかに床ゆかを滑すべらせられるよう車輪をつけた小舟ゴンドラや、背景が描えがかれた巨きよ大だいなセットが置かれていた。

　本物の[image: ]れん瓦がを積み上げたように見える石せき壁へきや、木目がしっくりした柱の絵は非常に精せい緻ちで、光の加減で舞台に奥行きを与あたえている。

「これは、全部イナサさんが描いてるんですか？」

「んーあぁ。そうだな、ここじゃペンキを使わせてもらえるし、もともと大工仕事は得意なんだ。劇場の仕事が手て透すきのときに手伝ってる」

　本来のイナサの仕事は、この金糸雀カナリヤ館の営えい繕ぜんであり、備品の管理なども任されているという。

「ま、俺はほとんどここで暮らしてるようなもんだから」

　イナサは佳乃子が歩きやすいようにと、大きな木材を持ち上げて場所を移動させてくれた。

　二の腕うでについたしなやかな筋肉と、皮ひ膚ふ全体に広がる黒い模様が目について、佳乃子は視線を留めた。

　──あれ、腕にあるのって……痣あざ？　それとも、入れ墨ずみ？

　あまりじろじろ見るのも失礼だと思いながらも、蔓つる草くさ模様のように青黒い模様はイナサの手の甲こうからひじ上にまであり、かなりの大きさだ。

　繊せん細さいな曲線はまるで装そう飾しよくのように美しく、だからこそ視線が向いてしまう。

「これ、気になる？」

　佳乃子の視線に気づいたイナサの口調は、先ほどと変わることなく穏おだやかなままだ。

　相手の戸惑いに先回りするように、イナサはさらりと口にする。

「俺はいろんな仕事をしてきてね、ここにくる前は、見み世せ物もの小屋にいたんだ」

　そう言ってちらりと佳乃子に視線を送ると、手にしたヒモで廃はい材ざいをまとめてしばりながらつづけた。聞く者が驚いて言葉を失うことがわかっているのか、イナサはことさら明るい口調で語りかける。

「なにしろ、浅草ここじゃなんだってアリだ。この国の天辺から底まで、異国人も芸人も女優も、そして女学生も楽しめる場所、だろう？」

　その言葉に、佳乃子は先ほど凌雲閣の展望台から目にした、連なる黒い屋根を思いだす。

　見世物小屋に佳乃子が入ったことはなかったが、どことなく奇き異いなものに向ける人の好こう奇き心しんが集まる、いかがわしい場所だというイメージがある。

「でもいまはこの通り、まともな仕事にありつけて、劇場のオーナーには感謝してるよ。小万記さんたちも気さくだから、おかげで楽しくやってる」

　満足そうに笑って、楽しげな口調のイナサに、佳乃子もようやくつられて微笑ほほえんだ。

「私も、小万記さんたちのお芝しば居い楽しみです。この小舟や舞台で、『オペラ座の怪かい人じん』が演じられるなんて……見てみたい」

「そいつぁ良かった。小万記さんたちは、本当に歌劇が好きでがんばってる。君たちぐらいのお客さんには励はげまされるはずだから、応おう援えんしてあげて」

「はい！」

　イナサと舞台の表へ戻ると、冬馬がすぐそばに立っていたことに気づく。

　どうやら作業場が見える位置で待っていてくれたらしい。

　控ひかえ室に戻った佳乃子と小夜は、小万記が用意してくれた紅茶とクッキーを振ふる舞まわれた。

　赤い色の紅茶に添そえられたのは、陶とう製せいの白いスプーンにのせられた、透き通ったピンク色のジャムだった。

「すっごく綺き麗れい。なんですか？」

「ふふ、それは桜のジャムだ。小夜さんが選んでくださったの。紅茶に落として召めしあがれ」

　スプーンでカップの中身をかき混ぜ、立ち上る香りにうっとりと目を閉じる。

　目の前には、ティーカップをのぞきこんで語り合う、王子のような小万記と、姫ひめ君ぎみのような小夜の姿があり、佳乃子はいっそう幸せになった。

　──うぅ、なにかしらこの気持ち。もうすでに舞台でもみてる気分？　なんとなく禁断の恋こいに引き裂さかれる、恋人たちのお話が浮うかんできそう！

　佳乃子は紅茶を口に運びつつ、現実とは思えない光景に酔よいしれる。

　ほぅ、と息をついて紅茶のカップを置いた佳乃子は、向かいに座る小万記の表情が曇くもっていることに気づく。

　つきあいが長い小夜は、さらにはっきりと感じているようだ。

「ね、小万記さん。すごく大事な楽しみにしていた舞台なんでしょう？　それなのに、なんだか浮かない顔ですわ」

　小夜に問いかけられた小万記は、迷うように視線をゆらがせると口をひらく。

「そう。大事な舞台なんだけど、じつはこの公演のあと、私たち『流星の乙女おとめ歌劇団』が、劇場から追い出されてしまうかもしれない」

　思わぬ発言に、小夜と佳乃子は顔を見合わせる。

「ほら、このところ浅草もにぎやかになって、いまじゃ帝てい都と一の歓かん楽らく街がいだといえる。それもあって、いろんな企き業ぎようや投資を目的に乗りこんでくる人が増えてね。この劇場にも強力な後こう援えん者がついた劇団や楽団が、多く送り込まれてくる」

　もちろん小万記が主しゆ宰さいしている劇団にも後援者はいたのだろう。だが、いまや状じよう況きようはさらに悪いらしい。

「うちの劇団の後援者は、個人的に歌劇や芸術を愛好してくださる人が多かったのだけれど、今度入ってくる『天の光少年歌劇団』っていうのが、大物資産家が後援者なんだ。おまけに、この劇場の支配人にも圧力をかけてるみたいで……」

　金糸雀カナリヤ館の広告や設備に至るまで、大きな支し援えんを約束する代わりに、自らの選んだ劇団や楽団を優先的に取り扱あつかうよう取りはからったというのだ。

「そんな……」

「いや、やめようこんな話は。とくに、小夜さんは気にしないでいて」

　苦く笑しようを交えてそう口にする小万記に、佳乃子は小夜の家のことを思いだす。

　小夜の家は子し爵しやくの家いえ柄がらであり、両親は小夜が浅草へ出入りしていることを快く思ってはいないというのだ。

　確かにこの界かい隈わいは、雑多なにぎわいがあり、少し足を伸ばせば、銘めい酒しゆ屋やと呼ばれる私し娼しよう窟くつや見世物小屋が多い歓楽街となる。

　昼間は若い女性の姿も多いが、良家の子女がそう足あし繁しげく通う場所ではないのだろう。

「ほんとは、両親には書をならいにいってるって伝えてあるの。ここへ来てるのがばれたら……」

　小夜は眉まゆ根ねを寄せつつも、歌劇団に通うのをやめるつもりがないことは思いつめた横顔からわかる。

「たしかに、そろそろお嬢さんを送り届けたほうがいい時間だろうな」

　それまで黙だまって壁かべ際ぎわにいた理津が、胸むな元もとから懐かい中ちゆう時計を取り出すと、当てこするように口にする。
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「わかってますわ」

　つんと鼻先をそむける小夜は、よほど出会いの印象が悪いのか、どうにも理津には冷ややかな態度を崩くずさない。

「でも日曜の公演初日にはなんとしても参りますわ！　いえ、その前にも差し入れに……」

　意気込む小夜に、小万記が送る視線はどこか愛いとしげに見守るような色があり、やはり見ている佳乃子がどぎまぎしてしまう。

　廊ろう下かに出た途と端たん、なにかに肩かたがぶつかる衝しよう撃げきに佳乃子はよろめいた。

　とっさに冬馬が支えてくれたが、目の前に立っていたのはまだ若い少年たちだ。

「あぁ、ごめん。あんまりにオーラがなくて、人がいるだなんて気づかなかった」

「悪いよ、アドニス。彼女たちだって舞ぶ台たいに立つんじゃないのかい？」

　嫌いやみな口調で流ちょうな日本語を話す少年たちは、まばゆく練り上げられたような金きん髪ぱつに碧へき眼がん、完かん璧ぺきに整えられた造ぞう形けいは、天使のような美び貌ぼうだ。

「やめたまえ。アドニスもヒアキュントスも……道の端はしに生える雑草にだって、目を留める人はいるかもしれない。そう、数百人にひとりはね……。おおかたは我らアンヂェラスの聖なる美貌に釘くぎ付づけだろうけど」

　流れるような金髪をさらりとかきあげた少年は、ひときわまつげが濃こく、誰だれよりも高貴で高こう慢まんで傲ごう慢まんに見えた。

「……な、なにこの人たち」

　とまどう佳乃子に、背後で冬馬がつぶやいた。

「存在感がない……か。よくいわれるな」

「冬馬さん、なにいってるの！」

　すると横から小万記がすっと前に出て、三人の美少年を睥へい睨げいした。

「どきなさい。あなたたち『アンヂェラス』なんて、観客はいずれ飽あきるだろう。まったく揃そろいも揃って見分けもつかない。舞台でびかびか光りゃいいってもんじゃない。じつに悪あく趣しゆ味みで成金趣しゆ味みだ」

　するとまばゆい金髪の巻き髪がみの少年が、頰ほおに手を添えて身をよじる。

「成金とかいわれた……!?」

「僕らは裕ゆう福ふくでゴージャスで華か麗れいだってだけなのにぃ。悪趣味とかありえなーい♪」

「貧びん乏ぼう劇団が吠ほえていられるのもいまのうちだね……あ、そこの将校服のおじさん、もう少し若かったら僕らの園そのにいれてあげても良かったよ？」

　それぞれにどこから取り出したのか、手に手に違ちがう花を持った少年たちは、佳乃子や小夜、そして小万記の着物や洋服に花を挟はさみ入れ、靴くつ音おとも高く去っていく。

　最後につま先から髪かみの先まで眺ながめ回されていた理津は、嫌けん悪お感かんをありありと浮かべて花を捨てる。

「ネジがとんでる生き物だ……」

「うっとうしいと思うなら、次に見かけたときはその腰こしの物で切り払はらってくれて結構なんだけどね」

　小万記は同じく不ふ愉ゆ快かいそうに彼らに触ふれられた衣服をはらうと、佳乃子の問いたげな視線に答えてくれた。

「彼らは『アンヂェラス』という少年合唱団だ。この金糸雀カナリヤ館にも異国の企業が後援についたことで、ああいう奴やつらが劇場に出入りしてる。合唱団のリーダー格の三人が、ナルシス、アドニス、ヒアキュントスだと名乗って……趣しゆ味み悪いったら」

　先ほどまで小万記が口にしてた、新たに入ってきた後援者による弊へい害がいともいうべき現実を目まの当たりにして、佳乃子と小夜は顔を見合わせた。

「絶対に、あんな妙みような子供に負けたりしないでください！」

「生意気な口は、閉とざしてさしあげるべきですわ」

　口々に小万記にそう告げるなか、理津は「馬ば鹿か馬鹿しい」とすでに相手にしていない。

　ひとりだけ、花を押しつけられなかった冬馬が「存在感が……ない」とつぶやいていた。

　劇場から表の通りに出た佳乃子は、小夜と並んで歩き出す。

「小夜さん、迎むかえの車まで送るわ。これだけの人だもの」

　暮れてきた浅草の町並みはさらに人が増していくようだ。

　夕暮れの空の下、軒を連ねた店には大きさもまちまちのランプや提灯ちようちんが下げられ、足あし下もとに暗さはまったくない。それどころか、通りには等とう間かん隔かくでガス灯が設けられ、点灯夫によって灯ともされた青白い光を放っている。

　雑ざつ踏とうのなか、佳乃子たちが歩きはじめた矢先、通りの先にある瓢ひよう簞たん池いけの方角から細く高い悲鳴が聞こえた。

「なに、いまの……」

　驚おどろいて顔を上げた佳乃子たちは、信じられないものを見た。

　混こみ合っている通りを一いつ斉せいに、人々が悲鳴をあげて押し寄せてくる。

　背後を気にして振ふり返りつつ走る人のなかには、まるで刃は物もので切りつけられたように衣装が裂さかれ、血を流している姿もあった。

　口々に「切り風が」「切り風がでた！」と幾いく人にんもの人が騒さわいでいる。

　どうやら先ほどまで佳乃子たちがいた、凌雲閣のあたりで騒ぎが起きているらしい。

「佳乃子さん、小夜さんこっちへ」

　冬馬に手を差し伸のべられ、その面おも差ざしの変化に佳乃子ははっとする。

　冬馬の右目は夕暮れの明かりのなかで、鋭するどい金の輝かがやきを放ってみえた。

　だがすぐに、それは夕日を浴びているせいだと気づく。

　──これって、九尾が出てきてるってこと？

「なにか、良くないことが起きてるみたいだ」

「騒そう々ぞうしいな。あのようすじゃ、通り魔かもしれん。冬馬、離はなれるなよ」

　冬馬と並んで、理津は小夜を背にかばう形で立つと、油断なく視線を周囲に向けている。

　色の明るい春の着物が鮮せん血けつに濡ぬれたさまが、奇き妙みように目に焼きついて、悪夢を見ているように現実味がない。

「駄だ目めだ。いま通りに出ると、人になぎ倒たおされる」

　落ち着いた冬馬の声に、佳乃子は現実に引き戻もどされた。

　ぐいっと手を引かれ、背でかばうように立たれどきりとする。

　──まだ、ちゃんと冬馬さんだわ。一いつ瞬しゆん、九尾が出てきたのかと思ったけど。

　日ひ頃ごろから冬馬が『九きゆう尾び』と呼ぶのは、彼に憑ついている大たい妖ようのことだ。

　だが幸い冬馬の意識が九尾に乗っ取られることはなさそうだ。

　冬馬は理津と連れだって、佳乃子と小夜に怪我けがをさせないよう用心しながら、店の軒のき先さきを少しずつ進む。

　そのとき、突とつ如じよ背を押されるほどの突とつ風ぷうが吹ふきつけ、誰もが体をよろめかせると、あちこちで小さな悲鳴が漏もれる。

「この先は、人が多くて逃にげ場がない」

　人波をやり過ごし、理津が苦々しげに辺りを見まわすと、逃げ惑まどう人々が消えた往来に風の柱が生まれはじめていた。

　巻き上げられる埃ほこりやビラの紙し片へん、大量の桜の花びらを巻きこんで巨きよ大だい化する風に、冬馬は低く身構える。

「冬馬、よせ。九尾を呼ぶな」

　小夜がいるせいか、理津が潜ひそめた声で制止する。

　しかし、すでに冬馬の右目だけでなく左目も明るく色を変えると、薄うすい体を包む空気ががらりと変わった。

《　真昼の往来で、これだけの人間を騒がすなど……正気とも思えぬ愚おろかさよの　》

　つぶやいた冬馬の声は、先ほどまでとは違っている。

　すっと肩を引き、つむじ風に向かうと、牙きばを剝むいて威い嚇かくするようにガチンと歯を鳴らしてみせた。

　九尾が宿った冬馬の背に、ゆらりと立ち上る金色の光が見える。

　その右手が自らの制服の懐ふところへ向けられる前に、生まれかけていたつむじ風は突如気配を変え、宙でほどけると力を失った。

　あとには、塵ちりやゴミがぱらぱらと地表に落ちてくる。

　状じよう況きようを見届けたのか《　茶番だな　》と、九尾の口調で冬馬がつぶやいた。

　そのまぶたが閉ざされ次に開かれたときには、冬馬の黒く濡れた瞳ひとみに戻っていた。

　冬馬は目を瞬またたかせてつぶやく。

「……いまの、なんだったんだ？」

「九尾の気配に気づいて消えたんだとしても、中ちゆう途と半はん端ぱな感じだな」

　緊きん張ちようをゆるめぬまま、理津は周囲に視線をめぐらせた。しかし往来には怪我人が大勢おり、周辺は相当な騒ぎだ。

　誰だれかが通報していたのだろう。

　駆かけつけてくる警官の姿が遠くに見え、佳乃子たちはその場を離れることにした。

　もし学校を確かめられ、家に連れん絡らくをされてしまえば、家の者に内ない緒しよで浅草にきている小夜の立場がまずくなる。

　仲なか見み世せを抜ぬけて無事大通りに出ると、小夜を迎えの車まで送り届けることができた。

　車に乗り込みながら、小夜は気づかうように振り返る。

「送ってくださって、ありがとう。何が起きてたのか、すごく気になるけど……佳乃子さんたちも気をつけてお帰りになってね」

　車窓から心配そうに顔をのぞかせる小夜を見送って、佳乃子は手をふる。

　土曜の午後に起きた突とつ然ぜんの騒そう動どうに、カメラを構えた人間の姿が多く見えた。

　天候の異常現象か、通り魔事件かはわからないが、騒ぎを聞きつけた記者たちが駆けつけてきたのだろう。

「ほんとに……いまのって、つむじ風みたいなもの？」

　怪我人が出ており、血が流れていたというのに、原因がなんだったのか見当もつかないのだ。

　影かげも形もない、荒あれ狂くるった風に襲おそわれたようにしか見えなかった。

　なにが起きているのかわからず戸と惑まどう人々と一いつ緒しよに、佳乃子は気味悪さを感じていた。

　──変よね、これだけ人がいて、怪我人もいるのに。誰も犯人を見ていないなんてことあるかしら……。一体、なにが起きてるっていうの？

　黙だまって歩いている冬馬や理津も、厳しい横顔から同じ事を考えているような気がした。
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　本ほん郷ごうにある赤枝家に戻った頃ころには、空の端はしがわずかに明るい藍あい色いろを見せており、すっかり日は暮れていた。

　門をくぐる手前で、理津が足を止めると直立不動で見送ってくれる。

　冬馬の登下校の際の警護として同行している理津にとっては、仕事の一いつ環かんなのだろうが、その視線は軍用犬のように油断がない。

「ほんと、理津さんて仕事熱心よね。ふたりは、いつから知り合いなの？」

「僕が、君と会った次の年。父親に紹しよう介かいされた」

　ぽつりと返された声には、当時を懐なつかしむような響ひびきがある。

　──そんなに小さい頃から……だから理津さんは、冬馬さんの憑つき物のことも知っていて心配してるんだ。単に護衛が役目だからってだけじゃなさそう。

　日頃から熱心に、冬馬の警護を務める理津の態度に納なつ得とくしながら、佳乃子はいったん離はなれの自室へ戻った。

　女学校の制服である袴はかまから、部屋着の銘めい仙せんに着き替がえてふと思う。

　理津にとって冬馬は警護の対象でもあるのだろうが、ふたりが積み重ねてきた月日があるからこそ通じ合う絆きずなを感じる。

　──なんだか、そういうのって憧あこがれるな。私も女学校にいる間、小夜さんを大事にしたい。彼女は全部が素す敵てきな人だけど、一番大切なのは、私に噓うそのない気持ちで接してくれること……。

　これまで佳乃子自身、人とのつきあいにどこか距きよ離りを置いていた。

　転居ばかりの生活に、いずれは離れてしまうからという気持ちもあった。

　面めん倒どうはやり過ごしてしまえばいいと、諦あきらめていた部分があったのかもしれない。

　──でも、それじゃ誰ともわかり合えない。すごく寂さびしいことなんだって、小夜さんと話していると気づかされる。

　帝てい都とに来てから知り合う人に、自分は教えられてばかりだ。

　でもそれはどこか心ここ地ち良よい、新しい自分を発見できる出来事でもあった。

　部屋着に着替えた佳乃子は母おも屋やに向かうと、台所からすでに良い匂においが漂ただよっていた。

　赤枝家に通いできてくれている女中のフミさんが、夕食の準備をしてくれていったのだ。

　食しよく卓たくを調ととのえるため、佳乃子は鍋なべを温め直し人数分の皿を棚たなから取り出すと、同じく自室から出てきた冬馬が運ぶのを手伝ってくれる。

「今日はまだ夏祈兄さんは帰ってないみたいだから、用意するのは……えっと」

　赤枝家の四兄弟の次男だけがいないとなれば、そこに佳乃子を加えて四人分なのだが、それを口にすることで、冬馬は「あ」と気づいたようだ。

「まだ……惚司さん帰ってきてなかった？」

「うん」

　佳乃子はうつむく。帰宅してすぐに、父親が過ごしている部屋はもちろん、離れから仕事場の土蔵まで見てまわったが、その姿を見つけられなかったことを告げる。

「帰宅は、今夜遅おそくかもしれないし……もう少し待ってみる」

　気持ちを切り替かえるように、「さ、これを運んで」と佳乃子が盆ぼんを渡わたすと、冬馬もこっくりうなずいた。

「あー、おかえりなさい」

　夕食の支し度たくにと、座ざ敷しきで座布団を置いている長男の千春が振ふり向く。その隣となりでは三男の艶秋が、生真面目きまじめな顔つきで食卓に箸はし置おきを等とう間かん隔かくに並べるのに集中していた。

「すみません、夕食お待たせしてしまいましたか？」

　佳乃子は運びこんだ煮に魚ざかなや副菜を並べ、それぞれにご飯をよそった椀わんを渡す。

　猫ねこ舌じたの千春には、早めによそっておいたご飯とすまし汁じるの椀を出すことを、もう自然と覚えている。

　千春は嬉うれしそうにそれを受け取りつつ、口をひらいた。

「待ってないさ。俺もいまさっき同どう僚りように送ってもらって戻もどったところなんだ。ただ、食事をしたらまたすぐに社に戻るけどね」

「えぇ!?　まだお仕事されるんですか」

　千春の言葉に、今日も彼は仕事だったのだと知る。

　新聞社に記者として勤めている千春は、曜日や休日も関係なく、事件があれば現場へ駆けつけるのだろう。

　夜になってまだ職場に戻らねばならないのかと佳乃子は気の毒になったが、冬馬や艶秋のようすをみると珍めずらしいことでもないらしい。

「ほら、今日は冬馬と佳乃子ちゃんも浅草にいたんだろ？　昼食の店を勧すすめちゃってたから巻きこまれてないか慌あわてたよ～」

　その言葉に、佳乃子はほわっと胸が温かくなった。

　──千春さん、お仕事もあるのに心配してくださったのね。いまだって、冬馬さんや私の無事を確かく認にんするために帰宅されたのかも。

「ありがとうございます。お勧めの『銅どう鍋なべ亭てい』すっごく美味おいしい料理でした！」

　佳乃子の言葉に、千春は嬉しそうな笑えみを浮うかべた。

「そう、なら良かった。俺も現場には向かったんだけど、病院に搬はん送そうされた怪我けが人に知り合いは含ふくまれてないみたいだったから、ほっとしたよ」

　綺き麗れいに煮魚をむしりながら答える千春に、佳乃子は尋たずねた。

「今日の騒さわぎって……一体なんなんですか？」

「うーん、あれはね、ここ最近ちょこちょこ起きてる現象で『切り風』事件なんて言われてるんだけど……」

「そういえば、あの場でも誰だれかが口にしてた」

　つぶやく冬馬の向かいで、千春は驚おどろいたようすで眉まゆをあげる。

「あの場って、じゃあ冬馬と佳乃子ちゃんは、『切り風』を直接見たってこと!?」

　話を聞きたそうな千春に佳乃子はうなずく。

「直接なにかを見たわけじゃないんです。ただ、昼食後に凌雲閣にのぼって、六区の劇場にいったんです。そのあと、夕方に建物を出たら、すごい騒ぎになってて……」

「今日の浅草は人も多かったからね、ふたりとも怪我は──」

「大だい丈じよう夫ぶです。冬馬さんと理津さんがいてくれたから、友人も無事に帰れました」

　一同の話を聞いていた艶秋が、長く白い髪かみを肩かたから垂らし首を傾かしげる。

「その『切り風』ってのは、いったいなにさね？」

　ひと目見ただけでは美女と見まがう美び貌ぼうの艶秋は、日本画家を生業なりわいにしている。

　美人画の画家としてその世界では知られた存在なのだが、絵のモデルは自分自身だというかわり者だ。

　幼い頃の病が原因だという、白銀にも見える長い髪をゆったりと結ゆわえ、陶とう磁じ器きのような肌はだに石榴ざくろ色の瞳ひとみの面おも立だちは、おとぎ話の住人のようだ。
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　こうして座敷で食卓を囲むと、出いで立ちからしてどこまでも違い和わ感かんがぬぐえない。

　そんな三男に、千春は座敷に持ってきていた新聞を渡した。

「これ、三日前の朝刊なんだけど。そこにあるだろう。『切り風、赤い旋せん風ぷうに巻き起こる悲鳴』って記事」

　千春の言葉に、佳乃子と冬馬も艶秋が手にした新聞をのぞきこんだ。

　新聞の一面を飾かざっている記事は、上うえ野の公園にある不忍しのばずの池いけで不ふ審しん火びがあったという見出しだ。

　記事の詳しよう細さいを追っていくと、当時はその不審火を煽あおるような突とつ風ぷうが吹ふき、逃にげ惑まどう人々を鋭するどい風が切りつけたというものだった。

　幸い消火が早く、火は早々に消し止められたようだが、公園の入り口から池に至るまでの道筋が、赤く血に染まったと新聞には書かれている。

「これって、結構大きな事件じゃないですか……」

　つい先日まで恐おそれられていた、『薔[image: ]ばら殺人』と呼ばれる猟りよう奇き事件のことが、佳乃子の脳のう裏りをよぎった。

「そうだよね。いままで帝都で起きた猟奇事件は、悪あく魔ま崇すう拝はい者が起こしたものが多い。俺もその線で調べてたんだけど……」

　千春が口にした『悪魔崇拝』という言葉は、いまだに佳乃子は耳慣れないのだが、帝都に暮らす人々に恐きよう怖ふを振りまくものになっている。

　英国や阿蘭陀オランダなど異国との貿易が盛んな日本には、多くの異国人や、品物、文化が流入するようになった。

　そうして新たに入ってくるものには、異国の神の教えや、それに伴ともない悪魔という概がい念ねんも存在したのだ。

　ここ半年ほどで、帝都で起きる異様な殺人事件や騒そう動どうには、異国の悪魔を崇拝する者たちが関係してきた。だからこそ、記者である千春は調べつづけているのだろう。

「じゃあ、『切り風』は、悪魔崇拝とは関係ないってこと？」

　冬馬の問いかけに、千春もしぶるように顔をしかめる。

「それが、どうにもわからないんだよね。大勢が怪我をしてる流血沙ざ汰たなんだけど、命を落とす人はほとんどいなかった」

　昼間の騒ぎを思い出した佳乃子には、それは意外な事実だった。

「俺が調べてきた、悪魔や悪魔崇拝者がからむ事件だと、悪魔への供く物もつとして命を奪うばわれる被ひ害がい者しやが多いのが特とく徴ちようなんだ。奴やつらの狙ねらいは、悪魔に対する信しん仰こうの証あかしとして、魂たましいを捧ささげることだからね」

　いままで積み上げてきた記録と現象が一いつ致ちしないこともあり、千春は気になっているようだ。

「……でも、悪魔崇拝者でもなくて、人じゃないんだとしたら、一体それって……？」

　尋たずねる佳乃子に、千春はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せる。

「そうなんだよね。もちろん日本にも、古来から狐こ狸り妖よう怪かいの類たぐいはいる。ただそうした物の怪けが起こした事件にしては、規模が大きくて繰くり返されているのに、目的がみえない」

「目的……ですか？」

　千春が口にするところの、日本の物の怪が起こす騒ぎに目的があるのかと、佳乃子はさらに首を傾かしげる。

「だいたいは、物の怪の本質として、人を脅おびやかしたり自分の存在を知らしめたりすることが多い。場所をあれだけ移して、たくさんの人を怪我させるだけっていうのは、ねぇ。個人的に怨うらみがあるなら、もうちょっと事件に関連性もありそうだし、誰も『切り風』の正体を目にしていないのも不思議だね」

　話しながらも、めまぐるしく思考を巡めぐらせているのだろう。

　昆こん布ぶの佃つくだ煮にをかじる千春に、艶秋がふふっと笑う。

「ほんと、千春のそれって……いつか好こう奇き心しんに殺されるね。夏祈もそういってた」

「なんだよ。そりゃ記者なんだから、真実究明が使命だろ」

　向き直った千春の癖くせ毛げをつまむと、艶秋はそれをふっと吹いてからかう。

「『記者』だからってより、『猫ねこ』だからじゃないの？　『好奇心は猫をも殺す』っていうからねぇ」

「うるっさいよ、お前は。もっとお兄ちゃんを敬いなさい」

　艶秋の言葉に、佳乃子は思わず冬馬と顔を見合わせてしまった。

　まぜっ返された空気をまとめるように、千春は眼鏡めがねをずりあげる。

「とにかく、この『切り風』事件。調べてみても、これまでの連続した猟奇事件とは少し毛色が違ちがうみたいだ。徐じよ々じよに怪我人も拡大の傾けい向こうにあるし、これまでひと気の少ない時間帯と場所を選んでいたのが、今日なんて大おお賑にぎわいの土曜の浅草だからね」

　千春の言うとおり、佳乃子もその場に居合わせたものの、突とつ如じよ生まれた自然の風が凶きよう暴ぼうに牙きばを剝むき、人々を傷つけたように思えた。

「でも、巷ちまたじゃ噂うわさもいろいろあってさ。これまでの騒動の場所がらか、浮かばれない女じよ郎ろうの怨おん念ねんが想い人の足を止めようと、荒あれ狂くるってるって説まである」

　いつのまにか食事を終えていたらしい千春は、片付ける皿を重ねて立ち上がる。

「じゃ、俺はもう一度いってくるね～」

　佳乃子はすぐに立ちあがると、千春から皿を受け取る。

「片付けは私がします。まだ夜は冷えますし、羽織をお持ちくださいね」

　そういって玄げん関かんまで見送ろうとすると、千春がじつに嬉うれしそうに冬馬と艶秋を振ふり返る。

「ちょっと聞いた？　いまのって、佳乃子ちゃんが新にい妻づまみたいじゃなかったー？」

　思わぬ発言に驚かされたが、こちらを見る冬馬の視線がじとっと重たくなると、ぶんぶんと首が横に振られる。

　艶秋も眉まゆ毛げをしならせて、「色ぼけ猫なんてごめんだよ」とあきれてみせた。

「ほんと可愛かわいくない弟だよねぇ。佳乃子ちゃんもしっかり休んでね、おやすみ」

　千春は子供のように手を振って、廊ろう下かを歩いていく。

　同じ食しよく卓たくを囲んで、互たがいを気づかって、仕事に出ていくのを見送る。

　──こういうのって、なんだか家族みたいで嬉しいな。私は兄弟も姉妹もいないけど、ちょっと冬馬さんたちがうらやましい。
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　すっかり夜も更ふけた時刻に、赤枝家の次男である夏祈は急ぎ足で歩いていた。

　凌雲閣がそびえる高こう塔とうの下には、銘めい酒しゆ屋やと呼ばれる私し娼しよう窟くつが軒のきをつらねている。

　公こう娼しようの妓ぎ楼ろうとは違う小さな店々は、過去の災害で一度は川を渡わたった向むこう島じまへと移っていったが、このところの六区のにぎわいぶりに、再び戻もどって店を構えたのか客足が戻りつつあった。

　それだけに、日が落ちてからこの界かい隈わいを歩く人々はがらりと風ふ情ぜいを変え、夏祈も白いシャツの上に黒い外がい套とうをはおり、深めに帽ぼう子しをかぶって歩く。

　急ぎ足で向かったのは、新設されて間もない劇場だ。

　建物の裏手に回ると、作業着の男が「あぁ、夏祈さん。久しぶりですねぇ。あいつなら奥でさぁ」と声をかけてくる。

　会え釈しやくして先に進むと、トタン屋根の簡素な倉庫が並ぶ光景がある。

　劇場で使う道具を収納しておくための建物が狭せま苦くるしく並び、そのなかのひとつに尋たずね人びとは暮らしていた。

「イナサ、入るぞ」

　夏祈は声をかけると同時に、薄うすい木戸を引く。

「おぅ、久しぶりだな。どうした……あぁ、支し払はらいの帰りか」

　ちょうど銭湯から戻ったところなのだろう。

　床ゆかに座っていたイナサは、濡ぬれ髪がみを乱暴にぬぐうと、窓まど際ぎわに手ぬぐいをひっかけ夏祈のもとに薄い座ざ布ぶ団とんを滑すべらせてよこす。

「座れよ。いま茶ぐらいだすから」

　イナサは数少ない家財道具から、急きゆう須すと湯飲みを手に戻ってくる。

　何度か夏祈が訪おとずれている殺風景な部屋は、最低限の家具と食器、そして興行予定がびっしり書きこまれた表が壁かべに貼はられているだけだ。

　あまり欲よくのないイナサの人ひと柄がらそのものの部屋は、夏祈にとって居い心ごこ地ちがいい。

　だがその壁に見慣れぬ立派な額を見つけて、夏祈はいぶかしむ。

「なんだ、絵……か織物か？　それに、前より少し物が増えたな」

　視線をやった戸と棚だなの上には、茶ちや筒づつや果物が入った籠かごがあるのがわかる。

「それがまぁ、景気のいい話でさ。このところ浅草もすごいにぎわいだろ？　劇場にも大物の後こう援えん者がついたらしくて、オーナーがここんとこ機き嫌げんよくってなぁ。差し入れだのなんだのって、お裾すそ分わけが増えてるってわけだ。食べ物はありがたいが……正直絵だとか器だのはあんまり役に立たないけどな」

　言葉の通り、部屋の隅すみに積み上げられているのは、高価な異国の食器や洋服だ。

　イナサにとっては興味のないものなのだろう。ぞんざいに放ほうり出されている。

「そういや今日の昼間なんて、劇場の裏方にまで若い女学生が見学にきて楽しかったぞ。ほんと最近は、ここらも健全なもんだな」

　昔を思い出したのか、イナサの少し細められた視線に夏祈はぎゅっと口を結ぶ。

「僕は、いまだってお前がこんな暮らしをしてるのに納なつ得とくしてないぞ。一いつ緒しよに店をやろうと何度も誘さそってるのに……」

　不ふ機き嫌げんになっていくのを自覚しつつも、夏祈はそれを止められない。

　だがイナサはいつもとかわらず、のんきな返事を返すだけだ。

「お前の気づかいはありがたいさ。でも、いくらお前と同郷だからって、これ以上頼たよったりできねぇさ。俺はいまの生活で十分だ。仕事があって、人の役に立てる、それに……夏祈、お前が自由にしてくれたんじゃねぇか」

　そういってイナサは、お茶の入った湯飲みの横に封ふう筒とうをすっと滑らせた。

「いらない」

　答えて、夏祈はかっとなって顔をあげた。

「金をもらおうと思って、お前を見み世せ物もの小屋から連れだしたわけじゃない！」

　本当は知っている。目の前にいるのは強い男だ。

　だからこそ、自分の身み柄がらを金で買われることに抵てい抗こうがないはずはない。なによりそれは、夏祈自身の金というより、出所が赤枝財ざい閥ばつのものなのだ。

「……そうじゃ、ねぇだろ」

　疲つかれとあきれが入り混じったため息をついて、イナサは封筒をもう一度押しやる。

「とにかく、それを受け取ってもらわなきゃ、ここから帰さねーからな」

　イナサはそう言うと、種類もまちまちの饅頭まんじゆうだの茶ちや菓が子しまで、次々と机の上に転がしはじめる。

「俺は、夏祈の店で働けるような柄がらじゃねぇよ。それにここに寄るってこたぁ、真ま知ち花かの身み請うけ代を支払ってきたんだろうが、さっさと店に帰れ」

「真知花のことだって、イナサが意地ばかりはるから雇やとうことになったんだ」

　茶ちや化かすように口にされたのは、夏祈の経営するカフェーで働く少女のことだ。

「なんだよ、真知花と楽しく働いてるんだろ。それとも相変わらず、人間不信の無口ちゃんのままか？　また今度つれてこいよ」

　これまでにも返済について繰くり返しイナサと話し合ってきたが、最後は相手の軽口にのせられて言いくるめられてしまう。

「初心うぶな真知花が、お前にたらしこまれちゃ困る」

「そんな人聞きの悪い。俺ほど誠実な男もいないぞ？」

　心外だと言いたげにイナサが目をむく。

　だが夏祈がこの界隈にくると、二度に一度は美女がイナサにしなだれかかっている光景にお目にかかるのだから、信用できたものではない。

「とにかく今日ここに寄ったのは、このところの妙みような事件があったからだ。とうとう浅草でも『切り風』の事件がおきたって」

　ちらりとうかがうようにイナサを見ると、憂ゆう鬱うつそうにうなずかれる。

「そうだな、この界隈はもともと物ぶつ騒そうな話にゃことかかないが……『切り風』だなんて聞いちゃ、俺も気になってる。最近じゃ、凌雲閣の改修もあってにぎやかなぶん、妙なことがあるみたいだな。見世物小屋にまで、商売人が出入りしはじめたって噂も聞く」

　切れ長の瞳ひとみを鋭するどくしたイナサは、男らしい眉まゆをぐっとしかめて、窓の外に広がる夜空をにらむ。この部屋からでも、夜空をぼんやりと明るく照らす光が見えた。

　いまや浅草を象しよう徴ちようする凌雲閣の高塔は、照明が取りつけられ、夜間でも煌こう々こうとその姿を浮うきあがらせていた。

「もし、おかしな気配があったり、なにか気づいたらお前にも報告するよ」

「あぁ。頼たのむ」

　そう告げて、夏祈はイナサの部屋をあとにした。

　いつもと同じく、イナサから金を受け取ることになり夏祈は浅いため息をついた。

　吹ふきつける夜風は妙にぬるんでいる。劇場裏手から大通りに出る通りは細く、街灯の明かりも届かない。

　闇やみ夜よでも目が利きく夏祈にとっては苦もない道だが、背後に迫せまる奇き妙みような気配に気づいた。

　足を速め、小こ径みちに入ると、体を緊きん張ちようさせ全身の感覚を尖とがらせる。

　無意識のうちに、夏祈はシャツの袖そでをまくりあげていた。

　肌はだにぴりぴりと走る刺し激げきの不快さに顔をしかめ、それでも油断するまいと夏祈は姿勢を低くする。

　ゴウッと薙なぐような風が頭上を吹き抜ぬけ、姿勢を崩くずしかけて思わず地面に手をつく。

　ぱっと身を浮かせ、体の向きを変えて夏祈は構える。

　凌雲閣から放たれる光の中、空気がうねるのが目に入った。路地に積み上げられた木箱やゴミ箱が激しく音を立て倒たおれていく。

　空高く激しく立ちのぼった凶きよう風ふうは、突とつ然ぜん意志を持って地表へ滑るように降りてくる。

　勢いを増すと、夏祈のいる場所をめがけてまっすぐに吹きつけた。

「くっ……!!」

　両りよう腕うでに焼けつくような熱さを覚えながら、二の腕で己おのれの体をかばうように交差させ、ぎゅっと前方をにらみつけると、思い切り手を左右にはらう。

　周囲の空気が密度を持ち、見えない刃やいばとなって宙を走った。

　向かってくる力と、夏祈が放った空気の刃が通りの中心でぶつかり合う。

　周囲の空気が押しからまると、四方へ激しく散じる。

　とっさに地面に伏ふせたが、道沿いの木戸塀べいが幾いく枚かはがれ、夜空へ舞まいあげられた。

　凶風の鋭さは、あきらかに自然現象の域を超こえている。

　夜よ更ふけの騒さわぎに、人の気配が近づいてくるのに気づき、夏祈は自らの両腕を押さえこむとその場を離はなれることにした。

　そっと振ふり返ってみたが、びりびりと風が鳴るような気配は、すでに通りから消えていた。
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　佳乃子は食事を済ませたあと、帰宅時間がわからない夏祈と父親の分の食事を、念のため取り置くことにした。台所の片付けをしていると、ひょこりと冬馬が顔をのぞかせる。

「冬馬さん、どうかした？」

「……あの、佳乃子さんひとりで部屋にいるんだよね？」

「そ、そうだけど。なに、また庭になにかいるとかそんなことは……」

　恐こわい話をされたらどうしようかと身構える佳乃子に、冬馬は慌あわてて手を横にふる。

「ち、違ちがう。そうじゃなくて！」

　否定したあと、懸けん命めいに言葉を探すように口をひらく。

「つまり……心細かったり、心配なことがあったらいつでも呼んで欲しいって」

　ここへきてその言葉を告げるのに、冬馬がすごく迷っただろうことがわかる。

「ありがとう」

　佳乃子が笑いかけると、冬馬は慌てたように「おやすみ」といって廊ろう下かを戻もどっていった。

　──父さんがいないから、心配してくれてるのかな。でも、ほんと冬馬さんて九尾が出てくるときとは正反対なのね。最初は恐いことばっかりいうなんて思ってたけど、いまは一緒にいてくれるとほっとする。

　佳乃子が風ふ呂ろを終えて、離れに戻る頃ころになっても、父親は戻ってこなかった。

　自室にある文ふ机づくえの上のランプをつけ、大切にしまってある日記帳を取り出した。

　これまでひとりで過ごす時間が長かった佳乃子にとって、印象的な出来事や思い出をつづるのは大切な儀ぎ式しきのひとつでもある。

　忘れたくない出来事や、そのときの気持ちを文字に書き留めることで、大切な思いや印象を心に刻めるような気持ちになるのだ。

　お気に入りのつけペンを手に取って、紺こん青じようのインク瓶びんに浸ひたす。

「今日は、書くことがたくさんありすぎるかも……」

　土曜日の女学校の午前の授業が終わり、友人である小夜と、冬馬や理津を伴ともなって洋食を食べたり、浅草の街を歩いた楽しい出来事は決して書き漏もらしてはならない。

　──あのにぎわいも、華はなやかさも、凌雲閣からの眺ながめもまるで夢みたいだったもの。それに、劇団にいらした白萩小万記さん……『オペラ座の怪かい人じん』をこんな形で目にできるなんて……舞ぶ台たいが楽しみで仕方がないわ。

　すべてが春の午後に降り注ぐ、やわらかな輝かがやきのなかにあって記念に買えた絵はがきのように素す晴ばらしかった。

　──でも、イナサさんのことは少し気になったなぁ。それに冬馬さん人混みが苦手だったのに、浅草に誘さそってくれたんだ。劇場にいったことがないなら、初めて一いつ緒しよにいったことになるのかしら……？

　とりとめなく考えて文字を綴つづっていると、いつのまにか冬馬のことばかり書いていると気づく。

「……？」

　気になって前のページを繰くっても、さらに遡さかのぼっても冬馬の名前が記されていた。

　〈　冬馬さんが──　冬馬さんと──　冬馬さんに──　〉

　佳乃子は慌あわてて日記を閉じる。絶対人には見せられないとひとり赤面した。

　時計に目をやると、思っていたより遅おそい時間になってしまった。

　大事な日記帳を閉じた佳乃子は、父の惚司が置いていった手紙を机の上に広げてみたが、出るのはため息ばかりだ。

　子供の頃から父に対して、引け目のような感情を抱かかえていた佳乃子は、ふたりだけの家族であっても思ったことをうまく伝えられない関係が辛つらかった。

　そうした自分を縛しばっていた気持ちを、誰だれでもない冬馬が変えてくれたのだ。

　──父さんったら、食事も一いつ緒しよにするって約束してくれたはずなのに……その矢先にこれだもの。あんまりだわ。それに……女学校で聞かれたときにも思ったけど、私ってほんとに父さんのことちゃんと知らないのよね。母さんも……どういう人だったのか。

　父親からは、佳乃子が一歳になる前に母親は病死したのだと教えられていた。

　それ以来、父ひとり子ひとりで転々と暮らしていくなかで、佳乃子のなかに家族への憧あこがれのようなものが募つのっていた。

　──当たり前のことだけど、これまでいたどんな場所でも、私はお客さんでしかなくていずれいなくなるよその人だった。

　──なのに、赤枝家ここにいると不思議とそんな気持ちにならない。

　夕食時のにぎやかなひとときも、思い出すだけで胸が温かくなる。

　布団ふとんに入る前にもう一度だけと、佳乃子は折りたたんだ手紙をひらく。

　父の行き先の手がかりがないと思いながら、父が記していった文字をそっと指でなぞった。




〈　古い知り合いから急の連れん絡らくをもらった。少し遠出するので、お前は深み左さ緒おさんのいうことをよく聞いて勉強に励はげむように　〉




　──もう、心配してるのに。知り合いだなんて……誰からの連絡なのかしら。

　もちろん父親にも帝てい都とに知り合いのひとりやふたりいるだろう。いまの仕事の依い頼らい主である赤枝景護も帝都住まいだったのだ。

「ふぅ。考えたって仕方がないけど……明日は学校が休みだと思うとつい遅くなっちゃう」

　夜更かしをしていると自覚しつつ、居間の雪見障子の向こうにわずかな気配を感じて、佳乃子は顔をあげた。

「ひょっとして、父さんが帰ってきた？」

　佳乃子はメリンスの羽織を手に取ると、離れの玄げん関かんから庭へと出た。

　冬馬たち四兄弟が暮らす母おも屋やと、佳乃子が寝ね起おきする離れは渡り廊下でつながっている。

　その離れがあるさらに奥に、佳乃子の父が請うけ負った、鑑かん定ていの仕事をしている蔵くらがふたつあるのだ。

　──もしかして、戻ってきたけど先に土蔵に寄ってるのかしら。

　草ぞう履りを履はいた佳乃子が、手て提さげランプを手にして暗い庭をそろりと歩くと、蔵へ向かうよりも手前で水音がした。

　ギッ、ギッと井い戸どの手押しポンプを動かす音だ。

「父さん……そこにいるの？」

　さらに暗がりに踏ふみ出して、手に持ったランプをかざす。

「近づくな！」

　突とつ然ぜん鋭するどい声があがり、驚おどろいたはずみで佳乃子はランプを取り落としそうになった。

「…………な、夏祈さん!?」

　暗がりにいた夏祈は、井戸にもたれかかるようにして水みず桶おけの水に腕を浸している。

　肘ひじまでめくりあげられたシャツの袖そでから伸のびた二の腕うでは、血に染まり、水が朱しゆ色いろに変わっていた。

　どうやら傷口を洗っていたようだが、出血がひどく立っていられなくなったのかもしれない。

　佳乃子ははっと気づいて、すぐに夏祈に駆かけ寄った。

「夏祈さん、腕をあげて。心臓より上にしていてください」

　だが夏祈は、キッと顔をあげると、瞳ひとみを鋭くして自分の腕を持ち上げる佳乃子をにらみつける。

「触さわるな……君が……君の香かおりは……いらつく」

　痛みをこらえているのか、苦しそうに顔をしかめる夏祈の言葉に、佳乃子はつい腕を放してしまいそうになった。

　以前、冬馬に教えられたことだが、どうやら佳乃子自身が幼少期から物の怪けや幽ゆう霊れいを引き付けやすいのは体質に似たものだというのだ。

　それは物の怪や、赤枝家の兄弟たちのように憑つき物を持つ人間には、香りとして伝わるらしい。自分で香りはわからないうえ、夏祈のようにあからさまに刺とげ々とげしい態度を取られるとさすがに傷つく。

「ご、ごめんなさ……」

　──って、違うわ！　でも……どうしたら……。

「腕はあげておくから、放してくれ」

　ぱっと佳乃子の手をはらうと、毛を逆立てた獣けもののごとく威い嚇かくされる。

「どうして僕たちに関かかわろうとする？　薄うす気き味み悪わるいし面めん倒どうなだけだろう。君は家族でもない部外者なんだから、父親の仕事が終わるまで我が慢まんすれば、すぐに出て行ける」

「そんな、私は……」

　赤枝家の彼らのことを知りたいと思った気持ちを正面から否定され、佳乃子は胸が痛かった。

　さらに夏祈の言葉は、これまでの佳乃子の気持ちを言い当てている部分もある。

　自分の半はん端ぱな態度や逃にげを見み透すかされたようで、佳乃子は言い返せなくなった。

　困こん惑わくする佳乃子の背後から足音が近づいてきた。

「夏祈兄さん！」

　振ふり返ると、母屋から駆けてくる冬馬の姿があった。すでに部屋着の着物に着き替がえていたのだろう。

　ひっかけた下げ駄たが石を踏んで音を立てる。

「冬馬さん……夏祈さんが怪我けがをしていて」

「両りよう腕うでとも血まみれじゃないか。母屋に戻もどって手当てをしないと──」

　だが伸ばされた冬馬の手は、パシンと高い音を立ててはらいのけられた。

　冬馬は手についた血を見て、もう一度夏祈に近づこうとする。

「僕に構うな。その女にも……お前にも関係のないことだ」

　いら立っている夏祈の叩たたきつけるような声こわ音ねに、佳乃子はびくりと肩かたを揺ゆらす。

「夏祈兄さん……佳乃子さんにまでその態度はないだろう──」

　顔をしかめて咎とがめる冬馬の声に、夏祈は水桶をつかんで投げた。

　冬馬は佳乃子の肩を引き、すっと身を避よけると、水桶は庭を転がっていく。

「相手が誰かなんて関係ない！　僕にかまうなといってるだけだ！」

　珍めずらしく語気を荒あらげる冬馬と、嚙かみつくような夏祈の応おう酬しゆうに、佳乃子はあっけにとられてしまった。夏祈はともかく、冬馬がこうした態度を見せるのは初めてなのだ。

　そのとき、母屋のほうから草履が土を踏む音が近づいてきた。暗がりのなか明かりも持たずにあらわれた人ひと影かげに佳乃子は気づく。

　夜のなかにいても、まるで自身が淡あわく光をまとうように、白銀めいた髪かみを持つ艶秋だ。

　艶秋はすいっと手を伸ばして、佳乃子の着物の袖を引くと、もう片方の手に持っていたものを「えい」と無造作にふった。

　バシャッ　ビシャッ！

　大きく聞こえた水音に、佳乃子がランプをかざすと、どうやら艶秋が下げていたのは手桶のようだ。

　目の前では、頭からずぶ濡ぬれになった夏祈と冬馬が、啞あ然ぜんとしてこちらを見ていた。
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「艶秋……てめぇ……」

　牙きばを剝むく夏祈の怒いかりを、艶秋はなにくわぬ顔で受け流すと、白い顔で大きくあくびをひとつする。

「こんな夜よ更ふけに、女性を庭に立たせてる場合？　せいぜい頭冷やすことだね。足りないってんなら、私が直接冷やしてやってもいいけど……手加減はできないよ？」

　ゆったりと口にして、艶秋は楽器の弦げんをかき鳴らすように指を動かしてみせる。

　艶秋の動きや声音は優ゆう雅がなものではあるが、周囲をぴたりと静止させてしまうほどの気き迫はくがこもっていた。

　黙だまりこむ兄と弟を目にして、あきれ顔で眉まゆをしならせた艶秋は、佳乃子の手を引いて建物へ戻ろうとする。

「あの、艶秋さん。夏祈さんは怪我をしていて」

「あいつはああ見えて頑がん丈じようだからね。気にするこたぁない。私たち兄弟は治ち癒ゆ力だって、並なみ大たい抵ていの人よりたくましいものさ。さ、お眠ねむり。寝ね不ぶ足そくは美容に悪いのだから」

　ずば抜ぬけて美び麗れいな艶秋に、もっともらしく口にされると妙みように説得力がある言葉だ。艶秋は素す晴ばらしい名案を思いついたというように、佳乃子の手をぎゅっと握にぎった。

「そうだな、眠れないというのなら、隣となりで子こ守もり歌うたをささやいてやるのもやぶさかでは……」

　ひんやりと冷たい艶秋の指先に、佳乃子は思わず息を詰つめる。

「こ、困ります！　ひとりで眠れますし、子守歌もいらな……って、艶秋さん冷たい。手がすっごく冷えてますよ!?　ひゃわぁっ」

　手の指の間に絡からませるように手をつながれ、恥はずかしいのとあまりの冷たさに佳乃子は悲鳴をあげる。

　頰ほおが赤らむのに震ふるえ上がるという奇き妙みような体験に、つい艶秋をにらみつけた。

「わかりました！　艶秋さんが寒いんですね！」

　憑き物の影えい響きようがあるのか、艶秋はひどく寒がりで、やたらと人ひと肌はだを好む傾けい向こうがあるのだ。

　佳乃子が冷たいと驚いたからか、艶秋は直接手に触ふれず着物の袖をつまんでいる。

「すぐに湯たんぽを作ってあげますから。少しお部屋で待っていてください」

　佳乃子は離はなれではなく母おも屋やに戻ると、台所で湯をわかし、冬馬にタオルを届けた。

　夏祈のところへ薬箱とタオルを届けようかと思い、またきつい言葉をぶつけられたらと思うと気持ちがしぼむ。

　──やっぱり、いまは夏祈さんに近づくのはやめとこう。

　タオルを手て渡わたされた冬馬は濡れ髪がみをぬぐいながら、小さくくしゃみをした。

「ごめん。ほんとこんな夜中に……無む茶ちや苦く茶ちやだ」

「冬馬さんが謝ることないわ。ただ庭で気配がしたから、父さんが戻ったのかと思って……」

　佳乃子の父がいまだ戻らないことに、冬馬もふと考えるような表情を浮うかべた。

「惚司さんは懐なつかしい人に会って、帰りそびれたのかもしれない。明日になったら深左緒さんに相談してみよう」

「ごめんね。父さんたら、冬馬さんにまで心配かけるなんて……あ、冬馬さんちゃんと着替えてから眠ってね。まだ夜は冷えるから、風邪かぜを引くかも」

「わかった。でもこの湯たんぽは僕が艶秋兄さんのところへ届けておく」

「でも……」

「佳乃子さんが届けたら、艶秋兄さんの部屋から出してもらえないと思うけど」

「お、お願いします」

　佳乃子は台所で用事をすませると、母屋の明かりを振り返りながら離れへと戻る。

　──夏祈さんなにがあったんだろう。……やっぱり私嫌きらわれてるのかな。そばにいるとイライラされてるのがわかる。

　これまで自分に向けられたことのある悪意や疎そ外がい感とも違ちがう。

　夏祈の刺々しさは、当人が望んでとっている態度とも思えない。

　──でも、部外者っていわれたら……私が口を挟はさむのも……。

　ひとしきり悩なやんでみたが、答えが見つかるわけもなく、佳乃子は肩を落とした。
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　部屋に戻った夏祈は、びしょ濡れになったシャツを脱ぬいで小さく舌打ちした。

　両腕に走った傷がひきつって痛んだが、部屋の明かりをつけるともうほとんど出血は止まっている。

　両腕に走る蔓つる草くさ模様のような痣あざ。

「お前の腕、綺き麗れいにしるしが入ってるなぁ」

　それは幼い頃ころ、イナサと初めて会った日にかけられた言葉だ。

　十年前のことを思い出して、夏祈は苦く唇くちびるを歪ゆがめた。

　自分より三つ年上のイナサとは、郷里では面めん倒どう見みのいい兄貴分として共に過ごしていた。

　彼の腕うでにあるものと、自分の腕にあるこの大きな痣が同じものであることが、当時の夏祈には誇ほこらしかった。

　だがある日突とつ然ぜん、イナサは郷里を出されてしまった。

　奉ほう公こうにいくため東京へ行ったのだと聞かされ、にぎやかな浅草の街で働くのだと聞いた夏祈は憧あこがれもした。

　だがそこは見み世せ物もの小屋であり、イナサは実の親に売り飛ばされたのだと知ったのは、彼が郷里を出てから二年もあとのことだ。

　夏祈が暮らす里で、鎌かま鼬いたち憑つきだとわかった子供たちは、十二や十三歳にもなれば里から出ていくのが普ふ通つうとされる。

　夏祈は自分になかなか順番がこないことを不思議に思いながら、十四歳を迎えた。

　そして自分の父親が帝てい都との大だい企き業ぎようの人間なのだと祖父母に聞かされて、初めて腑ふに落ちた。

　病がちだった母はすでになく、腫はれ物に触さわるように自分と距きよ離りを置いてきた祖父母は、父からの使いがくると、さらに夏祈の機き嫌げんを取るようになったのだ。

　自分の養育費として彼らに大金が渡わたされていたことを夏祈は知らされ、その年に自ら帝都に出て行くことを決めた。

　実父だという人物、赤枝景護に手紙を書き、本家で面会が認められるとすぐに郷里を後にした。もう二度とこの地に戻ることはないと思いながら。

　父親との対面は、夏祈にとっては重要な取引と駆かけ引きの場だった。

　見世物小屋に売られたイナサを助けだすために、金が必要だったのだ。

　事実を知った日から、そればかりを考えていた夏祈にとって、まだ見ぬ父親は金持ちの物好きであり、巨きよ大だいな金庫のようにしか思えなかった。

　初めて顔を合わせた異母兄弟たちのことは、あまり興味もなかった。ずっと本家にいたとされる末まつ弟ていをのぞいては。

　父親であるという赤枝景護は、三人の男子を自らの息子むすこであると認めたうえで、じつに割り切った話を切り出した。

　各自の希望を叶かなえる代わりに、夏祈たちは都内に住まい、招しよう集しゆうをかけることがあれば応じて欲しいという至し極ごく勝手なものだ。

　まだ顔も知らない末弟の存在について聞かされたとき、夏祈はようやくわかった気がした。目の前の男は決して酔すい狂きようなどではなく、目的をもって自分たちを儲もうけたのだと。

　すべては、『特別な末息子』である冬馬のために。

　利用するための存在だからこそ、赤枝景護は息子たちに金を払はらうのだ。

　祖父母に養育費を渡し、身み柄がらを呼び寄せるには理由があるのだとわかり、夏祈は怒りを抑おさえこみほくそ笑えんだ。

　まだ十四歳でしかなかった夏祈は、あまりにも不ふ釣つり合いな金額を手にしたいと赤枝景護に要求した。

　それを聞いた景護は、じつに面おも白しろそうな顔をしたものだ。

「ずいぶんな大金だな。何に使う？」

「僕が、帝都で生きていくために必要なものを買い取ります。それから、この街で商売をしたいと考えています」

　答えた夏祈に、隣にいた長男の千春や、三男の艶秋があっけにとられたようにこちらを見ているのがわかった。

「……面白い奴やつだな。だが、その年では世間でまともに相手にしてもらえんだろう。まずは他ほかのふたりのように学業にいそしむのも道だと思うが」

　景護の言うことはもっともだが、夏祈は初めは都内にある商業施し設せつで働くつもりなのだと説明する。

　その際の身元証明を赤枝家にしてもらいたいことや、自分が経営を実地で学び、店を出す段階になったときには、出資してもらいたい旨むねを告げた。

　郷里にいる間、何度も何度も重ねて考えてきた計画だった。

　夏祈が決して思いつきで口にしているわけではないとわかったのか、景護は「わかった」と答えるとそれぞれに必要な手続きをしてくれた。

　通常なら決して手にできるはずもない金額の小切手を握ると、夏祈はまっすぐに浅草へと向かった。

　そして見世物小屋に押しかけると、小屋の主あるじに小切手を叩たたきつけ大おお喧げん嘩かをした末に、イナサを自由の身にできたのだ。

　帝都でしばらく働いてから、店を持つつもりだという夏祈に、イナサは嬉うれしそうにうなずいた。

「すげぇよ。なりは小さくたって、お前の負けん気は里一番だったよな。でもよ──」

　一いつ緒しよに店に立つことをイナサは選ばなかった。

　その立派な体格や器用な手先を買われて、劇場の裏方で働けるようになると、会うたび定期的に金を納めていく。

　金の入った封ふう筒とうを渡されるたび、返済が終われば関かかわるつもりはないと言われているようで、夏祈は暗い気持ちになるのだ。

　夏祈自身、里から帝都へと逃のがれたつもりでいたが、身の内にひそむ憑つき物と自分は切り離せない。

　その孤こ独どくを互たがいに知るからこそ、イナサを側そばに置きたいと思うのだろうか。

「でも、イナサあいつは強い……なれ合いはごめんだってことか」

　つぶやいて、着き替がえを済ませる頃には、腕の傷はほとんど手当てもいらないほど回復をみせていた。

「まったく、たいした化け物だ……」

　自じ嘲ちようして、傷の手当てをしようと必死に腕を取った佳乃子の顔を思い出す。

　胸に重たく広がるものが後こう悔かいだなどと思いたくはなく、夏祈はふてくされるように就しゆう寝しんした。
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　翌朝。

　朝食の支し度たくをする佳乃子は、台所ののれんが揺ゆれる気配に声をかけた。

「おはよう、冬馬さん。悪いけど、そこのおひつを座ざ敷しきに運んでもらえる？」

「わかった」

　返された声は冬馬のものではなく、佳乃子はぎょっとして振ふり返る。

「夏祈さん……おはようございます」

　朝の台所に夏祈がくるのは初めてではないが、昨夜のことがあったばかりで、佳乃子も緊きん張ちようしてしまう。

　だが、決まりが悪いのは夏祈のほうも同じらしい。

　視線を合わせぬまま、やや色素の明るい髪かみに手をやりくしゃっとつかむ。

「昨晩のことは……悪かった。あれは……八つ当たりだった」

　そういって調理台に置かれたおひつを手に取り、夏祈はふと顔をあげた。

「冬馬から、お父上が戻もどってきていないと聞いたけど、まだ？」

　気まずそうな表情で、夏祈は佳乃子に尋たずねる。

「えぇ、置き手紙にもいつ戻るとは書いてなくて……」

「惚司さんは、この家の蔵の中身を調べてたんだろう？　なにか関係してるのかもしれない」

　言われてみると、佳乃子もその可能性が高いと気づく。

　おひつを手に座敷へと戻っていく夏祈に、佳乃子は慌あわてて声をかけた。

「あの、ありがとうございます。今日は蔵くらを見てみます」

　置き手紙には「古い知り合い」と書かれていたが、そこに仕事が絡からんでいるとなれば状じよう況きようは変わってくる。

　言われてみれば、父は仕事のことになると尋じん常じようでない執しゆう着ちやくと集中力をみせる。

　詳くわしい説明もなしに外がい泊はくをするとなれば、その知り合いが仕事に関係していると考えるのが自然だ。

　ひとまず食事が先だと、佳乃子は朝食の席を調ととのえた。

　食事が始まってしばらくすると、帰宅した千春が姿をみせた。

　ほとんど眠ねむっていないのだろう。黒々とした瞳ひとみの下には、やや影かげがさして見える。

「お帰りなさい、おつかれさまです」

　ご飯をよそった茶ちや碗わんを渡わたすと、千春は眼鏡めがねを曇くもらせながらうっとりと目を細める。

「……うは～。味み噌そ汁しるの香かおりが染しみるねぇ。ほんと食べずに起きてたから、もう腹が鳴ってばかりでさぁ」

「土曜日だったのに、他の皆みなさんもお仕事だったんですか？」

「全員ってわけじゃないけどね。所帯持ちはなかなか都合もつきにくいし、身軽な俺たちこそ昼夜を問わずにネタを追いかけられるってもんだから」

　千春はそう言うと、皿に載のせられていためざしに、ばりっとかじりつく。

　文章を読んだり書いたりすることが好きな佳乃子にとって、記者をしている千春の職場はとても面白そうに思えた。

「そうだ、いつか佳乃子ちゃんも遊びにおいでよ。ものすごく混こみ合ってるときじゃなければ、案内してあげるからさ」

「いいんですか？」

　もちろんだとうなずく千春に、佳乃子は漬つけ物の器うつわを差し出した。キュウリのぬか漬づけを口にして、千春ははっと顔をあげる。

「そうだ、惚司さん……お父さんは戻ってきた？」

　その言葉に、冬馬と夏祈、艶秋までもがやや当とう惑わくしたように互いに視線をやった。

「それが、まだなんです。これまで勝手に外泊するなんてことなかったんですけど……」

　不安そうな佳乃子の言葉に、千春は廊ろう下かの雪見障子から庭へと視線を向け、離はなれがある方角を見た。

「もともと外泊予定だったかどうかもわからないんだね。仕事上ここに詰つめていないといけないなんてことはないだろうけど……」

　冬馬が佳乃子の隣となりで口をひらく。

「今日、深左緒さんに連れん絡らくをいれておこうと思う」

「うん、そうだね。なにかあっちゃいけないからね」

　帝てい都との物ぶつ騒そうさを誰だれより知っているだろう千春の言葉に、佳乃子はやはり心の底がざわつく。

　強く、祈いのるような気持ちで「お願いします」と頭をさげた。




　食事を済ませると、店に向かう夏祈をのぞいて艶秋と千春は部屋に戻っていく。

「あの……冬馬さん。お願いがあるの。今日はこのあと予定がある？」

　佳乃子が問いかけると、冬馬は一いつ瞬しゆんぽかんとした表情を浮うかべ、慌てて首を横にふる。

「うん、えぇと。ない、予定なんてまったくない」

「じゃあ、庭の土蔵のなかを見るのに一緒にきてもらえるかしら。夏祈さんにさっきいわれたの。蔵のなかにあるものを見れば父さんの行き先がわかるかもって……ただ、あそこって少し暗いから……」

　恐こわいのだというのは幼よう稚ちな気がして、佳乃子が言いよどむと、冬馬はすっくと立ち上がった。

「もちろん、あそこは暗いし見た目より広いんだ。僕も一緒にいくよ」




　佳乃子は冬馬と共に、庭に二棟むねある蔵に向かった。

　扉とびらには大きな閂かんぬきがかけられていたが、幸い鍵かぎはかかっていないようだ。

「……っ、しょっと！」

　冬馬が閂を引くと、分厚い扉がひらかれる。

　漆しつ喰くいの壁かべの奥から、ひんやりとした空気と共にわずかなカビと埃ほこりの匂においが流れてきた。

　佳乃子は用意してきたランプを灯ともすと、掲かかげて内部に入る。

「冬馬さんは、ここになにがあるか知ってるの？」

「いや……全然わからない」

　佳乃子は意外に思ったが、冬馬が物もの珍めずらしそうに視線をさまよわせるところを見ると、蔵のなかを見るのは初めてなのだろう。

「この家は、父が管理していたし、一年前までは赤枝の本ほん邸ていにいたから。たぶん中身も父の個人的な持ち物なんだと思う」

　ランプを持ってなかへ踏ふみこむと、吊つるされた電灯に気づいて佳乃子はスイッチを入れる。

　土蔵の壁に沿って置かれた簞たん笥すや行こう李りが、いくつも目につく。

　掛かけ軸じくが入っているらしい木箱や、巨きよ大だいな巻物とおもわしき筒つつも多くあった。

　大きさのある木箱の上に、筆記用具がいくつか置かれ、書きこみがされている帳面がある。

　佳乃子の父が作業に使っているのだろう。

　帳面と一いつ緒しよに置かれたいくつかの巻物や、古びた綴とじ本を手にとってみる。

　難読すぎる筆ふで遣づかいの文字が、呪まじないや飾かざりのようにびっしりと書きこまれていた。

　ときおり入っている絵図も、筆や薄うす墨ずみで描えがかれた動物であったり、お札のような文様ばかりだ。

　冬馬も佳乃子から受け取ったランプを持って、壁かべ際ぎわの棚たなに収められた本を眺めている。

「ここにある物と書き出されてる項こう目もくからすると、蔵の中の書物と巻物の分類をしてるのよね」

　仕事の作業状況は想像がつくところもあるが、父が誰かに会いに行くのに具体的な手がかりは見つけられそうにない。

　壁際でしゃがみこんでいる冬馬は、どの棚から取り出したのか、大判の本を手にして床ゆかにしゃがみこんでいる。

「冬馬さん、なにかみつけた？」

　佳乃子が近づいて手元をのぞきこむと、すいっと冬馬の手が伸のびて髪をとられた。

　強い力ではないが、指に髪を絡めるようにされ佳乃子はぎょっとする。

　身動きがとれなくなってしまい、冬馬の隣にしゃがむしかなくなってしまった。

「あの……冬馬さん？　なにが──!?」

　問いかけようとした佳乃子は、冬馬の印象ががらりと変わっていることに気づいた。

　白い滑らかな肌に、すっと綺き麗れいな曲線を描く鼻。

　やや薄うすい上うわ唇くちびるの線がきゅっと動くと、口角がつりあげられた。

《　のぅ、娘むすめ。こうして共に肩かたを並べ遠き時代に想おもいを馳はせるのも、そう悪くはないな？　》

「きゅ、九尾!?」

　間近にある冬馬の声が変化していることに、佳乃子は尻しり餅もちをつきそうになる。

　いまや冬馬の右目だけではなく、左目までもが色を変え金色の光を宿していた。

　──どっ、どうして九尾が出てきちゃってるの？　冬馬さんは!?

　目の前で、佳乃子が動どう揺ようするのを楽しんでいるらしい。九尾はするりと手を伸ばすと、逃にげられないように佳乃子の手首をつかむ。

　そのまま、佳乃子の背を書しよ棚だなに押しつけると、首筋に顔を寄せた。

《　ふん、なるほど。花の香かおりもほころびつつあるというところか。このままでは、奴やつらも黙だまって見過ごしてはくれぬ　》

「ちょっ、離れて！　なにをいってるのか……」

　佳乃子は冬馬の体から必死に距きよ離りを取ろうともがき、当然のような顔で自分の手首をつかんでいる相手をじっと見つめ返す。

　いまだに九尾が信しん頼らいできる存在なのか佳乃子にはわからなかったが、尋たずねてみたいことがあった。

「ねぇ、貴方あなたはすごく長く生きてきたのよね？　憑つき物って……どういうものなの？　あなたは冬馬さんにとり憑いて、なにをするつもりなの？」

　佳乃子の問いかけに、一瞬冬馬の表情がきょとんとし、わずかに意地の悪い笑えみに変わる。

《　はは、いまさらそれを問われるとはの……。なんじゃこの辛しん気きくさい男が気になるか？　それとも、冬馬になら同じことをされても良いのか？》

　直接的な言葉に、佳乃子は思い切り赤面してしまい、九尾をにらみつける。

《　つまらぬ、もっと我を楽しませることを口にしろ　》

　相変わらず傲ごう岸がん不ふ遜そんな九尾の物言いに、まともな会話を諦あきらめて佳乃子は違ちがうことを尋ねる。

「じゃあ、人じゃないあなただったらわかるかしら。私の父さんはこの蔵くらで、赤枝景護さんの収集したものを調べていたの。この場所で、なにを調べていたかわからない？」

　挑ちよう戦せんを受けたと言わんばかりに、冬馬の鼻と視線をぐるりとめぐらせると、九尾は口の端はしをにやりと歪ゆがめた。

《　ほほう、ずいぶんとあちこちから集めてきたものだな。赤枝景護もお前の父とやらも、面めん倒どうごとに首をつっこみたがるものだ……　》

「どういう、こと？」

《　ここにあるものは、赤枝景護が我ら物の怪け、異形、死人について集めさせたものであろうな。まったく野心家で物好きな……質たちの悪い男だ　》

　あきれた声でそう告げると、片手に握にぎった巻物を目の高さに掲げ、金色の双そう眸ぼうを鋭するどくする。

　ふっと唇くちびるを尖とがらせると、吹ふきつけられた息に触ふれた紙が端から炎ほのおをあげた。

「ちょっ！　なにするの！　駄だ目めよ、勝手にそんなことして──」

　驚おどろいた佳乃子は、向かい合っている冬馬の肩をぐいぐいと必死に押し返すと、手にしていた巻物を取り上げる。

「勝手に壊こわしたり燃やしたりしないで。ここは父さんが仕事場として預かってるの、荒あらされたりしたら本当に困るから」

　声を低めて怒いかりを示す佳乃子に、九尾は面おも白しろそうにくるりと黒目をまわしてみせた。

《　まぁ、よいわ　》

　次の瞬しゆん間かん、頰ほおに温かいものが触れて、佳乃子は思わず息を詰める。

「……っ！」

　両の頰に九尾の手がふわりと触れる。

　相手の顔が瞳ひとみの奥をのぞきこむほど近づき、唇が頰をかすめた。耳元でささやかれた言葉には、思わぬ深い響ひびきがあった。

《　忘れられぬ、白はく木もく蓮れんの香かおりだ。遅おそい春で……雪が、降っていた　》

　──なに？……ひょっとして、私が冬馬さんと初めて会った日のこと？

　佳乃子が考えるより先に、触れていた腕がずるっと滑すべり落ちたかと思うと、冬馬が力なくくずおれる。

「冬馬さん……！」

　佳乃子はその場に座り込んで、冬馬に膝ひざを貸した。
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　──冬馬さん、大だい丈じよう夫ぶかしら。いつの間に九尾と意識が変わっていたかわからなかった。入れ替かわったのが唐とう突とつだったから心配だわ……。

　白いまぶたが閉とざされ、陶とう磁じ器きの人形のように冷たく整った顔立ちをじっと見つめる。

　長いまつげに見とれていると、冬馬の呼吸がふっと変化した。

　まぶたが震ふるえ、しっとりと黒い瞳があらわれると、命を吹きこまれた人形は突とつ然ぜん人へと生まれ変わる。

　そして見開かれた両目に、眉まゆが驚きよう愕がくに弓なりになった。

「っう、うわあぁぁ……っ」

　突然、膝まくらされている状況に、冬馬は声をあげて後ずさる。そんな姿にかえって佳乃子は落ち着いてしまった。

「冬馬さん、ついさっきまで九尾があらわれてたのよ。なんだかよくわからないことをいわれて……巻物を焦こがして……えぇと……」

「九尾が……!?　いつから？　さっき棚を見ていて、なんだったかな……系図か、なにか手にとったあと……真っ暗になって」

　冬馬は自分の額に手をあてて、記き憶おくが定さだかでないと結論づけたのか、あきらめまじりのため息をついた。

「佳乃子さん。巻物を燃やす以外にも、アイツなにかやらかした？」

「えー……と、あの、やらかしたっていうか、いろいろ……」

　匂いをかがれて、頰に唇が触れたとはとても言えない。

　頰に触れた唇の温かさを思い出してしまい、頰が赤らんだ佳乃子に冬馬がはっと息をのむ。

「いろいろ……したんだ。ごめん」

　激しく肩を落とすようすが気の毒だったが、佳乃子は熱くなった頰をそっと押さえて立ち上がった。

「冬馬さんのせいじゃないもの、気にしないで。それに、やっぱり私たちじゃ、ここで父さんの行き先の手がかりを見つけるのは難しそう……さっき九尾がいってた。ここにあるのは日本の物の怪とかについて調べた文ぶん献けんだって」

「そっか。僕も蔵のなかは初めて見るし、佳乃子さんのお父さんに依い頼らいするぐらいだから、兄さんたちもここにあるもののことはわからないだろうな」

　冬馬はやや思案すると、「ここを出よう」と声をあげた。

「午後には、千春兄さんも起きてくるはずだから、とにかく深左緒さんに連れん絡らくをいれるよ」

「深左緒さんには、これ以上お時間をとらせたり、ご迷めい惑わくはかけたくはなかったけど……黙っているのも良くないわよね」

　赤枝深左緒は、冬馬の父である赤枝景護の歳の離はなれた弟であり、赤枝家の兄弟にとって叔父おじにあたる。

　年若くして赤枝財ざい閥ばつの当主の座に就つき、日々多た忙ぼうを極きわめた生活を送っている人物だ。

　優ゆう雅がな物もの腰ごしと、威い厳げんすら漂ただよわせるその姿は、育ちの違いを十分に感じさせるが、決して偉えらぶった人物ではない。

　佳乃子や父の惚司との顔合わせの日も夕食に同席してくれ、佳乃子が面倒に巻きこまれたときには駆かけつけてくれた。

　そんな深佐緖をわずらわせてしまうことに、佳乃子が気がねしていると、冬馬が声をかけてくれる。

「心配いらない。とにかくいまは、惚司さんの状じよう況きようを確かく認にんするのが先決だから」

「ありがとう」

　もしいま佳乃子ひとりきりであったなら、たまらなく心細い思いをしていただろう。

　こうして冬馬が隣となりにいてくれて、千春や深左緒に相談できることの心強さに大きく支えられていた。

　昼食の時間になると、通いできてくれている女中のフミが用意してくれた握り飯めしとおかずを食べる。

　休日であっても、兄弟それぞれの生活時間にばらつきがあるため、弁当として食べられる食事を作っておいてくれていた。

「──というわけなんだけど、千春兄さん」

　遅めの昼だとはいえ、朝に帰宅してようやく眠ねむったばかりの千春を、冬馬は強ごう引いんに食しよく卓たくに引きずり出してきた。

　座ざ敷しきに座らされた千春は、食卓に上体を倒たおし、ぺったりと頰をつけたまま両のまぶたはしっかりとくっつきあって離れない。

──千春さんの寝ね起おきの悪さって、憑き物の影えい響きようもあったりするのかしら？　夜目が利きいたり身軽だったりしたのも人間離ばなれしてたけど、猫ねこ舌じたなのと寝い汚ぎたないのはもともとの性格なのか習性なのか……。

「千春兄さん……寝ねてるの起きてるの？　生きてる？」

「……ふぅ。お……起きてる、と思う」

「朝話してた、佳乃子さんのお父さんの件。これから深左緒さんに連絡する」

「うー……わかった」

　そんなやりとりを見ていた佳乃子は、はっと気づいて冬馬を見た。

「深左緒さんはお忙いそがしいから、場所と時間を決めていただいたら、私がそこにお伺うかがいするわ」

「じゃあ、僕も一いつ緒しよに。場所は……どうしようか」

　少し迷うような冬馬に、千春が右目のまぶたを必死にあける。

「あそこはどう？　……夏祈の店……人目もあんまりないし、赤枝の本社にも近い」

　その言葉に、一いつ瞬しゆん冬馬の表情が曇くもるのに佳乃子は気づいた。

　──昨晩は、夏祈さんすごく機き嫌げん悪かったから、顔を合わせづらいのかしら。それにしても、冬馬さんが夏祈さんと言い合いになったのは意外だったかも。単なる兄きよう弟だい喧げん嘩かっていうにはなにかあるような……。

　引き替え自分も以前、夏祈を苦手だと思っていたはずだと気づいた佳乃子は、無意識のうちに口にしていた。

「夏祈さんのカフェーに、私も行ってみたいです」

「佳乃子さん、本気？」

　冬馬にとって、佳乃子の言葉は意外だったようだ。

「もちろん本気よ」

　──きついことをいわれるのは苦手だけど、夏祈さんて基本的に誰だれにでもそっけないというか……つまり性格なのよね。今朝、謝りにきてくれたってことは、ものすごく嫌きらわれてるわけじゃないみたいだし、昨夜の怪我けがのことも原因がなんだったのか気になるもの。

　自分が夏祈を苦手だと思うところがあるように、佳乃子自身も夏祈にとって苦手に思わせるところがあるのかもしれない。

　千春の食事の邪じや魔まにならないようにと、佳乃子は冬馬と座敷を出た。

　すると冬馬が少しだけ強こわばった表情をしているのに気づく。

「冬馬さん？」

「……佳乃子さんは、夏祈兄さんのこと苦手だったりしない？」

　そう口にする冬馬の言葉は歯切れが悪く、どことなく気になる響きがあった。

　どうやら夏祈と冬馬の関係の複雑さは、昨夜のことだけではないようだ。

　佳乃子は苦く笑しようすると、「座りましょうか」と冬馬に声をかけて、庭に面した縁えん側がわに腰こしを下ろした。

「私が初めてこの家で会ったときには、夏祈さんは算盤そろばんを持って仁に王おう立だちだった」

「そ……そうだったの？」

　啞あ然ぜんとする冬馬に、やはり家族であっても驚おどろくものなのかと佳乃子は苦笑する。

「そういえば、帳ちよう簿ぼをつけてるときの夏祈兄さんは、銭の羅ら刹せつだと思えって、千春兄さんがいってた」

　そう口にして、冬馬はふっと眉を不安げにしならせる。

「昔から……僕は夏祈兄さんをいらつかせるみたいだ」

　肩かたを落とす冬馬に、佳乃子はなぐさめるように口にする。

「少し前、理津さんから聞いたわ。冬馬さんたちは、同居をはじめてまだ半年ぐらいだって。ずっと一緒に暮らしてたんじゃないのなら、すんなりうまくはいかないんじゃない？」

「そうかな……夏祈兄さんとは子供の頃ころに一度会っていて、そのときも……すごく怒おこってるみたいだった」

　冬馬の言葉にうなずきつつ、佳乃子は考えをめぐらせる。

　──やっぱり、赤枝家の複雑な事情のせいなの？　全員お母様が違ちがうなんて……それって父親である赤枝景護さんがどういう人なのか……謎なぞだらけだわ。

「うーん、考えすぎないほうがいいかも！」

　佳乃子が明るい声を出すと、冬馬は不思議そうにじっとこちらを見つめている。

「私だって自分のことをそう思えたのは、冬馬さんに教えてもらったからよ」

「僕に？」

　佳乃子はうなずいて、まっすぐに冬馬を見つめ返す。

「私も長い間、父さんとちゃんと向き合えてなかった。でも、冬馬さんに背中を押してもらったから、自分の気持ちを伝えなくちゃって思えたの」

　ずっと行き止まりだと思っていた目の前の壁かべに、突とつ然ぜん窓が開いたように、佳乃子の世界はぱっと広く明るく変化したのだ。

　全すべてが変わるわけではなくとも、そこが行き止まりではないのだと気づかせてもらった。

「夏祈さんて、見た目がやわらかいのに人を寄せ付けないところがあるけど。でも、悪い人じゃないと思う」

　人との距きよ離りの取り方が、不器用なだけなのかもしれない。

　──雰ふん囲い気きはずいぶん違うけど、それって冬馬さんとも似てるかも……。

「そうだね……決めつけちゃ駄だ目めだね」

　少し力を取り戻もどしたようすの冬馬を励はげまそうと、佳乃子は告げる。

「赤枝家のみんなにはちょっと変わった事情があるでしょう？　兄弟それぞれに憑つき物があるなんて、聞いたことないもの。だから、私はみんなのことが知りたいの。ただそれは夏祈さんには迷惑なのかな……」

　冬馬は切れ長の目を見開くと、ふっとやわらげた。

「そんなはずないよ。僕はすごく嬉うれしい」

「冬馬さん……」

　幸せそうな笑えみは、見ているこちらが照れてしまうような輝かがやきで、佳乃子はそわそわとした気持ちにさせられた。

「そ、そうかしら。だといいんだけど。帝てい都とにきたら、カフェーにもいってみたかったの。夏祈さんのお店だったらぜひ見てみたくて」

「素す敵てきな店だよ。真知花ちゃんていう女の子がいてね──」

　冬馬の声は先ほどよりずっと落ち着いた響ひびきで、佳乃子はほっとした。
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　部屋に戻った冬馬は、軽くこめかみを押さえた。

　──どうして土蔵で九尾に意識を乗っ取られたんだ？　あの場所に悪あく魔まがいたわけじゃない。僕と契けい約やくできるような出来事だって、なかったはずなのに。

　蔵くらのなかのものをいくつか見た気はするのだが、そのときの記き憶おくがおぼろげなのは九尾のせいだろう。

　気がかりではあるが、いまはずいぶん心が軽い。

　それは佳乃子と交かわした言葉のおかげだとわかっていた。

「佳乃子さんは、すごいな」

　昨夜の件を振ふり返り、冬馬はため息をつく。

　同じ家で暮らすようになったとはいえ、佳乃子に対する夏祈の態度は決してやわらいだわけではなかった。

　それでも佳乃子は夏祈のことを、悪い人ではないと受けとめているのだ。

　佳乃子は一見おとなしやかに見えるが、芯しんの所では物もの怖おじしない強さを感じる。それが冬馬にはうらやましかった。

「そういえば、夏祈兄さんは理津とも折り合いが悪かったっけ……」

　つぶやいて、それは双そう方ほうの気質の相あい性しようがあり、真っ向から向き合いすぎてしまうせいだと冬馬は苦笑する。

　思い返せば幼い頃に理津と引き合わされた日と、異母兄弟である兄たちと顔合わせをしたのは同じ日だった。

　幼い息子むすこの都合などまったく頓とん着ちやくしていないところが、父の景護らしいといえばそうなのだろう。




　幼い頃の冬馬は日ひ頃ごろあまり外に出ることもなく、その日は執しつ事じに案内され来客用の広間へと連れていかれた。

　室内の円えん卓たくには大きく花が生けられ、高い窓から入る日差しで明るい。

　そこにはすらりとした背せ丈たけのヒゲを蓄たくわえた将校と、父親である赤枝景護が待っていた。

「あぁ、きたか。今日はお前に紹しよう介かいしたい人がいてな」

「はじめまして、私は風戸光みつ隆たかと申します」

　そう挨あい拶さつをした将校服の姿の男性の隣となりから、そっと歩み出したひとりの少年に冬馬は目を向けた。

「息子の理津と申します。冬馬様より三つ年上で、今年十一になります」

　少年の背丈は冬馬より頭半分以上高く、くっきり通った鼻び梁りようと薄うすい唇くちびるは大人びて見える。

　品の良い白いシャツに臙えん脂じのタイ。磨みがき上げられた革かわ靴ぐつにまで隙すきはなく、ひとめで異国人だとわかるような、明るい金がかった髪かみと緑が混じった瞳ひとみをしていた。

「はじめまして、冬馬様」

　まっすぐに冬馬を見つめる瞳にはゆらぐところがなく、すっと差し出された手を、冬馬はおずおずと握にぎった。

　──すごく落ち着いてる。僕と三つ違いなんて噓うそみたいだ……。

　ふたりのやりとりを見ていた赤枝景護は、ふっと小さく息をつく。

「ご覧の通り、冬馬は引っこみ思案なところがある。理津君の堂々とした振る舞まいが、冬馬に良い影えい響きようを与あたえてくれるだろう」

　父の言葉に冬馬はわずかに目を伏ふせる。

　すると、握あく手しゆをしていた理津が、ぐいっと力強く冬馬の手を引いた。

「景護様。お許しいただけるなら、冬馬様に庭をご案内いただいてもよろしいでしょうか？」

「あぁ、かまわない。理津君、今後も末永く家うちの冬馬をよろしく頼たのむよ」

　景護はそういってふたりを送り出すと、隣に立つ将校と話し始めた。

　そんな父親を冬馬はちらりと振り返る。

　話題の端はし々ばしから、どうやら今日は他ほかにもこの屋や敷しきに客人を迎むかえるようだ。

　いつでも多た忙ぼうな景護にとって珍めずらしいことではない。むしろ自分が呼ばれたことが珍ちん事じだとも言えた。

「あぁ、そうだ。屋敷は好きに歩き回って構わないが、離はなれの茶室には客人がきている。近づかぬようにな」

　そう声をかけられ、理津はこくりとうなずくと冬馬を連れて部屋を出た。

　廊ろう下かを歩き始めてすぐ、理津は真顔で問いかけてくる。

「さて、どうしましょうか。とりあえず、茶室に向かいますか？」

「え……だって、茶室には……」

　戸と惑まどう冬馬に、理津はなにを聞くのだと言いたげに答える。

「向かうなといわれれば、のぞきたくなるものでしょう？　それに、景護様はそこまで考えておっしゃったのでは？」

　当然のように理津に言われ、冬馬は啞然としてしまった。

　なんとも斜ななめな受け取り方だが、理津の緑がかった瞳は楽しそうに煌きらめいている。

　第一印象では、品良く行ぎよう儀ぎの良さそうだった理津が見せた悪わる巧だくみに、冬馬もわくわくして小さく笑った。

「あの、お願いがあるんだ。そのていねいな話し方やめてもらってもいいかな？」

「……いいのか？　父には貴方あなたに敬いを持って接するようにといいつかっているが……じゃあ、ふたりのときであれば、友人として振る舞っても？」

　理津のくだけた問いかけに冬馬は興奮して何度もうなずく。『友人』だなどと言葉を向けられたのは生まれて初めてだ。

「友達として、君と親しくなりたいから」

　冬馬の言葉に理津は緑の瞳を見開いて、一いつ瞬しゆんあとに破顔した。

「いいとも。じゃあ、俺のことは理津って呼べよ。たくさん遊び方を教えてやる、友達だからな」

　冬馬は理津に屋敷のなかを案内したあと、敷しき地ちの隅すみにある離れの茶室に近づいてみることにした。

　父に駄目だと言われたことを、理津とふたりでするという提案はじつに魅み力りよく的だった。

　広大な庭の東側にある数す寄き屋や造りの茶室は、隅すみ々ずみまで手入れが行き届き、垣かき根ねで囲われた庭には独特の形の庭石とししおどしが見える。

　近づくと、茶室の中は複数の人がいる気配がある。

　小さな入り口や小窓からは中をのぞくことはできず、ふたりは少し離れた生け垣がきに身をひそめる。

　茶室からは人の声と衣きぬ擦ずれの音がするだけで、なにを話しているのかさっぱりわからない。

　ややあって茶室の戸が引き開けられると、冬馬の父と、理津の父、そして執事が出てくるのが見え、大人たちは本ほん邸ていに戻もどっていくようだ。

　立ち上がろうとした冬馬は、理津に「待て！」と手を引かれた。

　茶室からつづいて出てきたのは、ちぐはぐな印象の三人の男性だった。

　書生姿の癖くせ毛げの青年は、眼鏡めがねをずりあげながら本邸を見つめて目をすがめる。

「ふぃ～、なんていうか、あれが父親だと思うとうんざりだけど、なにこの非常識にでっかい屋敷……」

　つづいて出てきた面おも立だちの柔にゆう和わな少年は、つんと顎あごをあげて口角をひんまげる。

「ふん、鼻持ちならない男だったな。とにかく、金払ばらいがよけりゃ僕はそれで結構だけどね」

　最後に出てきた少年は、冬馬と歳も近そうだったが、思わずぎょっとするような白い髪に赤茶けた瞳をしていた。

　冬馬は隣にいる理津と顔を見合わせる。

　そのとき、先頭にいた書生姿の青年が、ふと足を止めてこちらを見つめる。

「なーんか、そこの茂しげみにネズミが二匹ひき。ちまっこいのがいる」

　あっという間に見つかってしまった冬馬をかばうように、理津が前に立ちはだかる。

「あ、ひょっとして。どっちかが冬馬かな？」

　それに答えるより早く、理津は冬馬の手を引くと、脱だつ兎とのごとく本邸に向かって走り出した。

　見知らぬ客人たちから全力で逃にげ出した冬馬は、彼らがなぜ自分の名前を知っていたのかが気になった。

　しかしその夜、冬馬は再び彼ら三人と引き合わされることになり、父の景護は驚おどろくべき事実をさらりと口にしたのだ。

「冬馬、彼らはお前の異母兄だ。左ひだり端はしに座っているのから、千春、夏祈、艶秋だ。そして君たちにとって、向かいにいるのが末まつ弟ていの冬馬だ」

「兄さん……三人とも……？」

　そのあとは互たがいの視線を意識しながらの、じつに居い心ごこ地ちの悪い晩ばん餐さんとなった。

　ある日、突とつ然ぜんに兄が三人もいたのだと知らされた冬馬にとっては、好こう悪おの感情を覚えるより先に困こん惑わくするばかりだ。

　父親の勝手気ままさは知っていたが、目の前の現実は想像を超こえている。

　食事を終えると、長男だと紹介された千春がにこにこ笑えんで近づいてきた。

「どうも、はじめまして。長男の千春だよ」

　眼鏡の青年はそういって、冬馬の頭をなでくりまわした。

　次に近づいてきた愛らしい顔立ちの少年は、ひどく険のある目つきで唇を尖とがらせる。

「次男の夏祈だ。いいか……昼間立ち聞いたことを誰だれかに話したら、ただじゃおかないからな」

　握手を求めるふりで冬馬の腕うでの内側をぎゅっとつねると、笑顔で離れていく。

　風ふう貌ぼうが最も独特である三男は、終始無言でじっと冬馬を見ていた。

　その夜は、洋館に客間を与えられた兄たちと同じく、冬馬も客室で眠ねむりについた。

　ひどい雨音に眠りが浅く、夜よ更ふけに寝ね返がえりを打とうとした体がなにかにぶつかる。

　思わぬ感かん触しよくにぎくりとした冬馬は、はっとして布団ふとんの端はしをめくりあげた。

　布団のなかの暗くら闇やみに、青白い顔がぼんやりと浮うかび、赤い瞳がじっとこちらを見つめている。

「え……あ……っ、う、うわああぁぁぁあ！」

　日ひ頃ごろ、声を荒あらげることなどほとんどない冬馬の悲鳴に、隣りん室しつにいた理津が駆かけつけ、並びの部屋の兄弟たちまで次々と部屋にあらわれた。

　最後にのろのろとあらわれた千春が寝ぼけ顔に眼鏡をかけると、涙なみだ目めの冬馬にしなだれかかっている人物を見てため息をつく。

「艶秋……お前、弟の部屋でなにやってんの？」

　ひんやりと冷たい指先を、冬馬の着物の袖そでに突つっこみながら、艶秋はぴったりと身を寄せてくる。

「雨が降ってきて肌はだ寒ざむいし、弟って生まれて初めてだから、もっと近くで見てみようかと思って……」

「つ、冷たい～。くっつかないで……ってば」

　平へい淡たんな声と落ち着いた態度の艶秋とはうらはらに、冬馬は跳はね上がった心臓の動どう悸きがなかなかおさまらない。

　自分より四つ年上だという三男は、見た目だけでなく、まとう空気が常人離ばなれしており、異様に冷たい肌はだをしていた。

「一晩なんだから、我が慢まんしろ！」

　夜中の騒そう動どうに腹を立てたのか、次男の夏祈が怒ど鳴なりつける。

　するときょとんとした表情で、艶秋が聞き返した。

「…………我慢って、私が？　それとも冬馬が？」

「お・ま・え・が・だ！」

　夏祈は艶秋の着物の首元をぐいっと引くと、そのまま隣室の扉とびらのなかへと放ほうりこみ、自室へと帰っていく。

　なんとも騒そう々ぞうしい一夜の出来事だった。冬馬に誰も近づかせまいと立ちはだかっていた理津が、ひどくうんざりした口調で告げる。

「異母兄だというが、誰も冬馬に似てないな」

「うん、僕もそう思った」

　その翌日に兄たちは赤枝の屋や敷しきを去ってしまい、再会するには長い年月が過ぎるのだが、冬馬にとって当時の記き憶おくは嵐あらしのように騒々しい思い出となっていた。
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　月曜日を迎むかえ、女学校での授業が終わると、佳乃子は冬馬や理津と一いつ緒しよに夏祈の経営するカフェー『三み日か月づき洋燈ランプ』に向かうことになった。

　冬馬と理津と待ち合わせをした佳乃子は、小こ石いし川かわから市電に乗って日に本ほん橋ばしまで出かけた。

　深左緒が当主を務める赤枝財ざい閥ばつの本社ビルが丸まるの内うちにあり、夏祈が経営するカフェーは比ひ較かく的てき近くにあるらしい。

　市電を降りると、そこは数々の企き業ぎようや金きん融ゆう関係の建物が建ち並ぶ光景で、建物の高さに圧あつ倒とうされながら佳乃子は冬馬と理津について歩く。

　大通りから二筋ほど入った細い通りに面する位置に、夏祈のカフェーはあった。

　赤あか[image: ]れん瓦がの大きなビルの一階を間借りしているのだという。

　入り口に掲かかげられた看板を佳乃子は見上げた。

　三日月形に作られた鋳い物ものには繊せん細さいな凹おう凸とつの加工がされ、月の表面を思わせる。

「お店の名前にぴったりね。すごく、素す敵てき……」

　多角形に張り出して作られた窓には装そう飾しよく的な蔓つる草くさ模様の格こう子しがあり、洋風のシンプルなカーテンがかけられている。街の風景にとけこみながらも、一種独特な雰ふん囲い気きを持った店だ。

　分厚い木製の扉を理津が引き開けると、ふんわりと香こうばしい豆の香かおりに包まれる。

　だが扉の手前で足を止めてしまった理津は、なかへと入ってこない。

「あれ、理津さんも一緒じゃないの？」

「俺は冬馬の護衛だからな。用件が済むまでここで待っている」

　ぴしっと背筋を伸のばすと、将校姿もあいまってまさに軍人といった覇は気きが感じられる。

　冬馬もそれには慣れているのか、「悪いな」と断って、店に入っていった。

　理津だけを外で待たせることが気になったが、中へと踏ふみこんだ佳乃子は店内の眺めに心こころ奪うばわれてしまった。

「うわ、素敵。なんだかもう……憧あこがれてたままの帝てい都とのカフェーだわ」

　落ち着いた壁かべの色や内装を、店のそこかしこに置かれた洋燈たちがほんのりと照らす。

「いらっしゃいませ」

「……は、っはい」

　洋燈たちに囲まれるように、そこに立っていたのはほっそりと小こ柄がらなひとりの少女だ。

　肩かた口ぐちで切りそろえたまっすぐな黒くろ髪かみ。あまり感情の見えない顔立ちに、ぱっちりとした瞳ひとみが西洋人形のようだ。ややくすんだ桃もも色いろの着物はモダンな幾き何か学がく模様で、その上につけた真っ白なフリルのエプロンとヘッドドレスが愛らしい。

「彼女は真知花さん。そしてこっちは佳乃子さん」

　冬馬が紹しよう介かいをすると、真知花は丁てい寧ねいにお辞儀をする。

「佳乃子です、よろしく」

　──ものすごい美少女が……ここにもいた！　女学校で小夜さんに出会ったときも驚いたけど、真知花さんってたぶん私より年下よね？　洋装はしないのかしら、ドレスがすごく似合いそうなのに。

　案内のため先に立った真知花の後ろ姿をじっと見つめつつ、佳乃子はつい夢想してしまう。

　客席のそこかしこでコーヒーが匂におい立つように香るなか、佳乃子は奥の席に深左緒の姿を見つけて頭を下げた。

「お忙いそがしいのに、お時間いただいて感謝します」

　上品に髪かみをなでつけ、いかにも紳しん士しの気風を漂ただよわせたスーツを身に着けた深左緒は、二十九歳という年ねん齢れいよりも若く見えるが、それ以上の落ち着きを感じさせる。

　くっきりとした目鼻立ちに笑みを浮かべると、華はなやかな印象を与あたえた。

「なに、すぐ近くだからね。ちょっとお茶を飲みに夏祈の店に顔を出すことも多い。ついでだと思って気にしないでくれ。相談というのは、惚司さんのことだろう？」

　手招きされ、佳乃子は深左緒と向き合って腰こしを下ろすと、隣となりに冬馬が座る。

　真知花は水を置いて注文を聞くと、そのまま奥のカウンターへと戻もどっていった。

　すると深左緒が苦く笑しようを浮かべて口をひらいた。

「まだ帰宅されていないと聞いて、さぞかし佳乃子さんが心配してるだろうと思ったんだが、今日ここにくるまさに一時間ほど前に、社に電報が届けられてね」

「電報……父からですか？」

　思わぬ話に佳乃子はつい声を大きくする。はっとして水の入ったグラスを手にすると、「すみません」と小さくつぶやいた。

「気持ちはわかるよ。惚司さんも、赤枝の家に知らせを出せばよかったんだろうが、雇こ用よう主ということで、私のもとへ連れん絡らくをくれたんだろうね。どうやら外出先での調べ物が長引いているらしい。もう少しかかりそうだから、今週いっぱいは時間が欲しいそうだ」

　父当人から連絡があったということに、佳乃子は心底ほっとした。

「ありがとうございます。申し訳ありません、お仕事の依い頼らいをいただいているのに、勝手ばかりして私の相談にまでお時間をいただいて……それで、いま父はどこに？」

　恐きよう縮しゆくする佳乃子に、深左緒は「ほんと佳乃子さんはしっかり者だ」と感心したようにつぶやく。

「君が謝ることはない。無事だとわかれば問題はないことだ。ただ、居場所については、明確にどこにいるとは記されていなかった」

　深左緒の言葉に、佳乃子は思わず顔をしかめた。

　置き手紙のそっけなさもさることながら、電報を打ってきてまで詳しよう細さいを知らせないとはどういうことなのか。

「なに、こちらも放ほう蕩とう者の兄のために、常に捜そう索さくに動かしている人間がいるからね。帝都にいる以上、必要となれば居場所をつきとめるのは造作もないよ」

「本当に、ありがとうございます」

　──そうよ、赤枝家では景護さんも行方ゆくえ不明だっていうのに、こんなふうに心配をかけるなんて。いまの帝都には悪あく魔ま崇すう拝はい者が起こす事件も多いし、『切り風』なんてものまである。物ぶつ騒そうなんだから、心配になるのは当たり前じゃない。

「本当に、父さんたら。そんなに長くなるのに、置き手紙ひとつでふらっと出て行くなんて。それに着き替がえやなんかだって足りてるのか──」

　心の内が口からこぼれてしまい、目の前にいる深左緒と、隣に座っている冬馬が小さく笑う気配に気づいてはっとする。

「そうしてると、ほんと佳乃子さんが奥さんみたいだね。惚司さんがずいぶん助けられてきたんだろうってわかる」

　微笑ほほえましいというようすの深左緒に、佳乃子は恥はずかしくなってもう一度頭をさげた。

　そのとき、佳乃子の隣で冬馬がきょろっと周囲を見回す。

　視線の先では、コーヒーカップを並べた盆ぼんを手に真知花がしずしずと歩いてくる。

　佳乃子と冬馬の前にそっとコーヒーカップを並べながら、なぜか砂糖の入った壺つぼを冬馬のすぐ脇わきに引き寄せる。そんな真知花を冬馬が見上げた。

「あの、夏祈兄さんは？」

「夏祈さんは、今日は午後から出かけられました。私もいまは、コーヒーを淹いれる許可をいただいているので留守を任されています」

　澄すんだ声で淡たん々たんと告げている真知花の頰ほおに、わずかに誇ほこらしげな色がある。

　──すごいな、真知花さんてもう働いていて、あの夏祈さんに認められてるんだ。それって、……なかなかできないことなんじゃ。

　真知花の言葉に深左緒が満足げにうなずいた。

「まぁ、あいつもここを経営してるんだ、仕入れから諸もろ々もろ多た忙ぼうだろう。聞いた話だと、この店には仕事帰りの紳士だけでなく、文ぶん豪ごうや芸術家がわざわざ足を伸ばしてくるそうじゃないか。雰囲気やコーヒーの豆にこだわる愛好家ってところだろうね」

　確かに店内の席はそれぞれが適度に距きよ離りを持って配置され、ひとりできても居い心ごこ地ちよく過ごせそうだ。

　慌あわただしく入ってきた商社マンが、商談をするための場所には思えない。

　夏祈本人が店にいないのは残念だったが、こうして実際に店を目にしてみると、夏祈がいかに『三日月洋燈ランプ』を大切にしているのかが伝わってくる。

　使われている茶器やカトラリー、すべて違ちがう形をした洋燈のひとつひとつに、夏祈のこだわりと愛情が感じられた。

　──気むずかしいところもあるけど、やっぱり嫌きらいにはなれないな。

　昨日の朝、自分に声をかけにきてくれた夏祈のようすを思い出す。

　あのとき夏祈から感じたのは思いやりだった。

　そして深左緒はやはり多忙なのだろう。コーヒーを楽しむとすぐに社へ戻ることになり、佳乃子たちも理津を待たせているだけに早々に店を出ることになった。

　大通りへ向かおうと歩きながら、佳乃子はふと気になっていたことを口にした。

「ねぇ、冬馬さんって甘党なの？　さっきコーヒーにすごく砂糖をいれてたけど」

　赤枝の家ではほとんど日本茶ばかりを淹れていたので気づかなかったが、佳乃子の記き憶おくにあるだけでも五回は匙さじを手にとっていた。

　冬馬の隣を歩く理津が、ふっと顔をそむける。

「理津、笑うな。それは……九尾の奴やつの癖くせみたいなものだから。家では日本茶にしておいて。アイツが調子にのるから」

　心なし顔を赤らめる冬馬に、佳乃子は笑ってうなずいた。
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　佳乃子の父は戻らぬまま、女学校へ通学する毎日がはじまると、赤枝家の離はなれでひとりで寝ね起おきすることになった。

　だが想像したほど孤こ独どくを感じることもない。

　なにしろ朝は慌ただしく朝食の支し度たくをして、女学校へ出なければならないのだ。

　帰宅しても同じく食しよく卓たくを調ととのえて、帰宅時間のばらつきがある赤枝家兄弟にあわせて、片付けやお茶を淹れていると、母おも屋やに長くいることになる。

　結局、佳乃子が離れに戻るのは、眠ねむる少し前になっていた。

　学校への登下校には冬馬や理津がいてくれて、帰宅しても家には誰だれかしら人の気配がある。

　──誰かが側そばにいるって、こんなに安心できることだったのね。

　そんな実感を覚えつつも、これまで世話になってきた家にも家人がいたはずだと思うと不思議な気持ちになる。

　赤枝家の兄弟がそれぞれ年齢も近く、兄のように接してくれるからかもしれない。

　自室で習慣となっている日記帳を広げた佳乃子は、ペンを走らせていた。

　赤枝家にきたばかりの頃ころは、部屋に自分以外のなにかがいる気配があったり、留守の間に大切な便せんのコレクションが床ゆかに散らかされたりした。

　明らかに人ではないものの仕し業わざだとわかり恐おそろしかったが、冬馬に助けてもらってからは、ひとりで過ごしていても心細くはなかった。

　窓にふと目をやれば、渡わたり廊ろう下かの先に母屋の明かりが見える。

　かつて冬馬は、廊下からこちらの部屋の明かりをみつけて、佳乃子が眠れなくなっていた状じよう況きように気づいてくれた。




〈　窓の明かりはあたたかい、そこには人がいるから　〉




　　ふっとそんな文字をつづって、佳乃子はそっと微笑んだ。




　そして水曜日の朝。女学校の教室に入った佳乃子は、小夜に裏庭へつれていかれた。

　どうやら佳乃子がくるのを待ちわびていたらしい。

「ど、どうしたの!?」

　小夜は周囲の耳じ目もくを気にすると、深刻な表情を浮うかべて告げた。

「昨日のことなのだけど……私また小万記さんのところへお邪魔して参りましたの。日曜の公演も間近ですし、差し入れをしているものだから」

　小夜が声をひそめるのも無理はない。ご令れい嬢じようたちが多く通う花崗女学園においては、生徒が浅草の劇場に出入りするのは褒ほめられたことではないのだ。

「昨日、また浅草で『切り風』があらわれたそうですわ」

「切り風……って、こないだの!?」

　知らせに驚おどろきつつ、今朝は朝食の席に千春がいなかったことを佳乃子は思い出す。

「それでね、劇団員がふたり『切り風』の被ひ害がいにあったらしいの。小万記さんすごく落ちこんでいらして」

「その人たちの、怪我けがの具合は？」

　土曜の夕暮れどきに遭そう遇ぐうした、尋じん常じようならざるつむじ風を思い出す。

　通りには怪我人があふれ、あたりには飛び散った血と悲鳴があがり、ひどい騒さわぎだったのだ。

　小夜は青ざめて息をつく。

「幸いというか、劇団員のおふたりは命に別状ないようですわ。ただ、ふたりとも足に怪我をされたらしくて、この日曜の舞ぶ台たいに立つのはさすがに難しいだろうって」

「そんな……もうすぐなのに」

　舞台で稽けい古こを重ねていた団員たちの熱心さや、イナサが手がけた立派な大道具を思うと、佳乃子は胸がしめつけられた。

　ともかく授業が終わり次し第だい、もう一度見み舞まいをかねて『流星の乙女おとめ歌劇団』を訪ねるという小夜に、佳乃子も同行を申し出た。




　夕方に授業を終え、待ち合わせていた冬馬に事情を話すと、見舞いに賛同してくれた。

「それに、切り風がまた浅草にあらわれたっていうなら、佳乃子さんだけいかせるわけにはいかないよ」

「冬馬こいつが行くというのなら、従うしかないでしょう」

　不承不承同行を許可してくれた理津だったが、小夜の身の安全のことを考えると、ふたりが一いつ緒しよにいてくれるのはとても心強い。

　小夜を迎むかえにきている車で、四人は浅草に向かった。

　夕暮れを迎えようとしている浅草はすでに街灯がともされ、平日ではあったが、周囲には浮かれた空気が漂ただよっている。

　それぞれが勤めから解放され、楽しむためにこの場所に足を運んでいるのだろう。

　小万記のいる劇場、金糸雀カナリヤ館も夜の演目目当ての客たちが押し寄せはじめていた。

『流星の乙女歌劇団』に与あたえられた控ひかえ室をノックすると、やや憔しよう悴すいした表情の小万記が迎えてくれる。

「やぁ、小夜さん。それに羽原さんとお友達も……」

　椅い子すを勧すすめられ腰こしを下ろすと、劇団員のひとりなのだろう、背の高い女性がお茶を運んできてくれた。

　小万記はシガレットを取り出し火をつけると、頭痛をこらえるような面おも持もちで細く煙けむりを吐はきだした。

「……もう、ほんとに参った。今回怪我をしたふたりっていうのが、舞台のメインの役者でね。舞台につったっているだけならまだしも、とてもやりとおせるものじゃないな」

　物語の筋を知っている佳乃子は、気の毒に思いうなずいた。

　オペラ座の怪かい人じん役は舞台上でもかなり動きが多い。場面も幾いく度どか転てん換かんさせつつ、最後はヒロインを争って闘たたかうシーンもあるはずだ。

「この題材は、他ほかの劇団が手をつけていないものだっていうところが目玉だったのだけど、そのせいもあって、代役に立てる役者が簡単にはみつからなくてね」

　昨夜団員が襲おそわれたとわかってから、小万記はほとんど眠っていないようだ。

「とにかく、初日の日曜日は、六区の一帯で大きなイベントがあるのよ。そんな日に舞台に穴をあけたりしたら……ヘタすると金糸雀館ここだけじゃなくて、浅草一帯の舞台から閉め出されてしまうかも」

　経験豊富な小万記がそう思い詰つめるほど、いまの浅草のにぎわいと舞台の過熱はすごいのだ。

「これ以上、アイツらに大きな顔はさせたくないのに」

　小万記が口にするのは、先日廊下で嫌いやみの応おう酬しゆうをした、少年合唱団『アンヂェラス』のことだろう。

　佳乃子としても、あの高こう慢まんな三人の少年がさらに陰いん険けんにあざ笑うさまが浮かんでしまい、つい顔が険しくなる。

「役者さんの怪我は……治るまでかなり時間がかかるんですか？」

「そうだな、週明けには西のほうにいる役者の予定が空くから、呼ぶことができそうなんだけど、問題は初日で…………」

　ふいに「そうだ！」と口にする小万記の瞳ひとみに力が宿る。

　がばっと顔をあげると、その表情は歓かん喜きでみなぎっていた。

「羽原さん！　あなたは『オペラ座の怪人』を読破してるのよね？　それに舞台演出にアドバイスをくれたときも冴さえてた。つまりあなたは、この物語をちゃんと理解してる！」

「はっ……!?　え、それは……あの」

　大きな瞳をぎらりときらめかせて、小万記は佳乃子の手を握にぎりしめる。

「うん、羽原さんなら背せ丈たけも申し分ない。単なるお世辞じゃなくて……きっと舞台映ばえするはずだ。そう、脚きやく本ほんをがっちり読んで、舞台での立ち位置覚えて、出と入りを把は握あくしてくれたら──」

　まくし立てる小万記の意図に気づいて、佳乃子は思い切り青ざめた。

「ちょ、ちょっと!?　あの、待って下さい小万記さん。なにいってるんですか」

　だが小万記はどこまでも真顔で、冗じよう談だんをいっているつもりはないらしい。

「無理です……本当になんの経験もないど素人しろうとなんですよ！　人前で、しかも劇場でなにかするなんて、無む茶ちや苦く茶ちやすぎますって」

　助けを求めて小夜をみると、小万記をいさめるどころか思案深げにうつむいている。

「……なるほど、その手がありますわね。もちろん厳しいところはありますけど、配役を一部変へん更こう、演出を変えていただいて、初日だけの特別公演と銘めい打うってしまえば……」

「小夜さん!?」

　助け船を出すどころか、小万記に同調していく小夜に佳乃子は青ざめた。

　しかし小夜はふわりと佳乃子の脇わきに寄りそうと、手をぎゅっと握り、潤うるんだ瞳で切なそうにみあげてくる。

「ほんとなら、私が小万記さんのお役に立ちたいですわ。でも、佳乃子さんならきっとできるって、小万記さんから見込まれたんですもの」

　そう告げて、さらにまつげを悲しげに伏ふせた小夜は口にする。

「私も、佳乃子さんなら信じられますもの。友人として、全力で佳乃子さんを支えて応おう援えんする……だから、どうか助けていただけないかしら？」

「さ……小夜さん」

　花びらのような唇くちびるから紡つむがれる言葉に、佳乃子はくらりとめまいを覚える。

　状況自体はとんでもないが、美しい小夜にすがられ、友人だからと寄せられた信しん頼らいを裏切れるはずもない。

　まるで操あやつられるように、佳乃子がうなずいてしまうと、小夜の瞳がきらりと力を湛たたえる。

　佳乃子の手を握ったまま、今度は冬馬や理津がいる方に視線を向けた。

「今回の舞台は特別な趣しゆ向こうをこらしているとお聞きしていますわ」

　小夜の言葉に、小万記が「そうそう、さすが小夜さん。理解が早くて助かるわ」と微笑ほほえむ。

「そうですわね……もともと台詞せりふは舞台そでから吹ふき替かえをする役者がいるし、ここはぜひ彼らにも協力してもらうってのはいかがかしら、明らかに……風戸さんは無理ね。いくらなんでも体格がよすぎるわ」

　小夜の言葉に、冬馬がはじかれたように顔をあげる。

　すると小万記はまたしても瞳をかっと見開くと、いま存在に気がついたといわんばかりに冬馬に詰め寄った。

「あ、あの……白萩さん近いです……」

　たじたじとなる冬馬に、小万記は容よう赦しやなく近づいて眺ながめまわす。

　すっと手を出すと、冬馬の額の髪かみをかきあげてしまい、検分するように顔の造作を確かく認にんしていく。

「いいわ……とってもいい。これまで目立たなかったけど、こうしてみるとすっごく品のある顔立ちね。メイクをすれば舞台映えする」

　その言葉に不ふ吉きつな予感がするのか、冬馬の顔もみるみる引きつる。

「まて、なんだその趣向というのは」

　聞き捨てならないというように、理津が小万記と冬馬の間に割って入る。

　すると小万記はきょとんとしたように、冬馬と理津を見比べた。

「あら、こないだ練習を見てもらったとき説明してなかった？　私たち『流星の乙女おとめ歌劇団』は、演目によって男女逆転で配役をすることがあるの。今回の『オペラ座の怪人』もそうで、そこが呼び文句でもあるのよ。だから台詞も吹き替えってわけ」

　当然のように説明をする小万記に、練習を見学したときからその試みに気づいていた佳乃子はますます青ざめる。

　──歌劇じゃよくある手法だけど……だとしたら、冬馬さんが舞ぶ台たいで女性役ってこと!?　それに今日から練習をしたとしても、日曜日の舞台に間に合わせるなんて、いくらなんでも無茶よ！

　混乱する佳乃子をよそに、小万記はシガレットの煙を吐き出しきると、めまぐるしく考えをめぐらせているようすで、「ん！　わかった」と声をあげた。

「配役については調整するわ。ただし、怪我けがをしたふたりのうちひとりが、ヒロインの役だったの。うちの劇団には男性団員が少ないから、女性役を演じられる人材には限りがあって──」

　そう口にする小万記の瞳には、冬馬を逃のがしてなるものかという気き迫はくがにじんで見える。

「幸いメインとなる怪人の役は、私が代役に立てる。冬馬君にお願いしたいヒロインのクリスティーヌは演出をかえて、台詞や動きを少なくしよう。そして羽原さんには、クリスティーヌの恋こい人びと役ラウルをお願いしたい」

　もはや決定事じ項こうのように言い渡わたされる配役に、冬馬はすでに理解が追いついていないようすだ。佳乃子自身も愕がく然ぜんとしてしまう。

「あ……あの、でも……そんな大役……とてもとても」

　しかし困こん惑わくする佳乃子に構わず、小万記は声を高こう揚ようさせた。

「なに、すごく素す敵てきな舞台になる。初はつ恋こいの人との再会に初うい々ういしいクリスティーヌと、熱く胸をふるわせるラウル！　羽原さんと冬馬君なら、きっとやれる」

　そう語るうちにも小万記の瞳は輝かがやき、脳内でイメージをふくらませているようすだ。

「さぁ、クリスティーヌ頼たのむよ。すぐに衣装のサイズを確認させるわ！」

　そういって冬馬の肩かたをぽん！　と力強く叩たたくと、小万記は控ひかえ室を駆かけだしていった。

「ちょっ、待って!!　小万記さん待ってぇ……！」

　佳乃子は半泣きの悲鳴をあげたが、小夜にそっと腕をとられる。

「小万記さん、ああなったら止まらないのよ。でも、心配いりませんわ。私がついていますもの……」

　励はげましてくれる小夜の声は、舞台に向けての準備をどこか楽しむような口調が感じられた。それが少しだけ、佳乃子の気持ちを明るくしてくれる。

　小夜の言葉を受けて、佳乃子は自分の気持ちが少しずつ舞台に立つつもりに変化していくのを感じていた。

「……恐おそろしい令れい嬢じようの説得術だな……。しかしちょっと待て、冬馬は……」

　つぶやく理津の声に、佳乃子もはっとして冬馬を見る。

　衝しよう撃げき的な役を言い渡された冬馬はと見ると、いまだに硬こう直ちよくした表情で青ざめていた。

　その隣となりでは、明らかに怒いかりをみなぎらせた理津が、周囲の空気をどす黒く変えている。

　だが混乱する一同の前で、小夜が落ち着いた声をあげた。

「もちろん、おふたりには学業がありますもの、それほど時間を割さくことができないのは小万記さんもわかっていらっしゃいますわ。週明けには代役も間に合いそうですし、日曜日の舞台だけでも助けてあげられませんか？」

　そして冬馬に歩み寄った小夜が、確かめるように問いかける。

「ねぇ、冬馬さんだって、佳乃子さんの夢に力ちから添ぞえをしてあげたいと思わなくて？　佳乃子さんが、とっても素敵な文章を書かれることはご存じかしら？」

「や、やめて小夜さん。恥はずかしいから──」

　ぱっと頰ほおが赤らめて、佳乃子は小夜の肩にすがったが、冬馬は瞳をぱちりと瞬またたいて、「知ってる」と口にした。

「昔、佳乃子さんがくれたハガキを持ってるよ。読んだ本のことも書いてあった」

　冬馬の言葉に、佳乃子はおずおずと口をひらいた。

「あの……ヒロイン役だなんて大変だと思うけど、この日曜日だけ助けてあげられないかしら。もちろん私も一いつ緒しよにがんばるわ、私が冬馬さんが演じるクリスティーヌの恋人のラウルって役だから、家に帰っても練習もしやすいと思うの……」

　そう口にすると、冬馬の瞳ひとみがしっかりと焦しよう点てんを結ぶ。

「恋人……」

「えっと、台詞は吹き替えだけど、台本の動きなら家でも少し練習できると思うわ。でも、冬馬さん学校が大変？」

　問いかけに冬馬は大きく首を横に振ふると、理津を振り返った。

　そこでは、理津が苦り切った表情を浮うかべている。

「……止めても無む駄だだっていうんだろ。俺は絶対に反対だがな。だいたいお前……本当にこの芝しば居いの趣向をわかってるのか？　それに、練習で帰宅が遅おそくなるとなったら、千春さんはじめ、深左緒さんにも知られることになるぞ」

　護衛役としてそこは隠かくし通せないと口にする理津に、冬馬は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、男に二言はないとばかりに胸を張る。

「わかってる。日曜の舞台だけだから」

　その返事を聞いて、もう佳乃子もあとには引けないのだと肝きもを据すえた。

　──まったく自信はないけど、小夜さんにあれだけ頼たよりにされたら、がんばれなくっちゃ友達じゃないわ！　それに冬馬さんだってもっと大変な役だもの。

　結局、小夜や小万記とよく話しあった結果、ふたりの協力は、家人の許可を得られてからということになった。冬馬も佳乃子もまだ学生であり、学費を深左緒に負担してもらっている以上勝手なことはできない。

　帰宅する道の途と中ちゆうで、冬馬が悲ひ壮そう感漂ただよう表情でぽそっと告げる。

「深左緒さんへはもちろんだけど、千春兄さんにも話しておかないといけないよね」

「え……千春さんにも!?」

「うん、長男だし。一緒に住んでるいまの家じゃ家長みたいなもんだから」

　言われてみれば当たり前のことで、帰宅したふたりは、劇団でのいきさつを千春に説明することになった。

　しばらく黙だまってうなずいていた千春は、黒々とした瞳を見開いて聞き入ってくれた。

「へぇ、なるほどねぇ。いまの浅草歌劇って、そんなに劇場が増えて激戦区になってるんだ。まぁ、復興してからますますにぎやかになってるし、異国の人にも情じよう緒ちよがあるって人気だもんね……ふぅん、一度調べて記事にしたいな」

　記者としての好こう奇き心しんをのぞかせていた千春が、不思議そうに問いかける。

「でも、よくその話引きうけたねぇ。佳乃子ちゃんもだけど、冬馬が了りよう承しようするなんて」

　うまく説明できるだろうかと思いながら、佳乃子は口をひらく。

「もちろん……大変だろうなって思います。ただ、以前劇団にお邪じや魔まして舞台の見学をさせてもらったときに、舞台の熱気がすごく楽しかったんです」

　その帰りに遭そう遇ぐうした、凶きよう悪あくな『切り風』を思い出して、佳乃子はぎゅっと拳こぶしを握る。

「なのに、劇団の人が『切り風』に襲おそわれて、このままじゃ小万記さんの舞台に穴が空いてしまうんです。しかも今回の舞台をしくじると、今後の活動も危うくなる状じよう況きようだって」

「なんだか劇場の裏側も複雑そうだもんね。でもここ最近、『切り風』事件はずいぶんと頻ひん発ぱつするようになってきてるな」

　ふいに視線に鋭するどいものを滲にじませてつぶやく千春は、記者の顔つきになっている。

「せめて、私が役に立てるならって、そう思って引きうけたんですけど……」

「あれ、自信がないの？」

　からかうように問いかけられ、佳乃子ははっと我に返った。

「最初から弱気は駄だ目めですよね……もちろん、やれるようになります！　ただ……冬馬さんを巻きこんでしまったみたいで、ごめんなさい」

　気の毒に思って隣にいる冬馬をちらりと見ると、千春は「ははは」と笑った。

「いいんじゃないかな？　冬馬はもうちょっといろんな場所をのぞく必要があるかもだから、舞台に立つなんて面おも白しろい経験だよ」

　長男にもどーんと突つき放され、冬馬はややこわばった表情でうなずく。

「じゃあ約束して欲しいのは、あくまで学校が終わってからの練習にすること。それと送り迎むかえの間は、理津君と離はなれないことを厳守してもらうよ。ここで暮らす未成年である以上、監かん督とく責任はある程度俺にもあるからね」

「もちろんです」

　即そく答とうする佳乃子に、千春は「じゃあ、心配ない」とにっこり請うけ合った。

「でもさぁ、浅草で観劇するより先にその舞ぶ台たいにあがっちゃうなんて、そうそうない経験だよねぇ！　深左緒叔父おじ貴きには伝えておくけど……というより、冬馬が舞台にあがるだなんて聞いたら、なにがあっても駆けつけてくると思うよ」

　そう言いつつ、千春は自分の手帳とにらみあうと、日曜日の予定を確かく認にんしているようだ。

　──うぅぅ、千春さんはともかく、深左緒さんまで!?

　ちらりと冬馬を見ると、小さく首を横に振る。

　どうやら舞台の特とく殊しゆな趣しゆ向こうについては、黙っておいて欲しいようだ。

　──そうよね。本番一度きりなんだし、当日に驚おどろいてもらったほうがいいかも。

「とにかく、『切り風』事件は原因がわからないままだし、ふたりとも気をつけて」

　千春の言葉に、佳乃子と冬馬は神しん妙みようにうなずいた。




　報告も無事終わり、冬馬が部屋へ戻もどろうとすると、帰宅したばかりの夏祈の姿が廊ろう下かの先にみえた。

　首筋がドクンと強く脈うち、互たがいの間に張り詰つめた空気が満ちていく気持ちになる。

　胸が重苦しくなりかけたが、脳のう裏りに佳乃子の声と言葉がよみがえると、すうっと気持ちが晴れていった。

　──そうだ、考えすぎないほうがいいって。思ったことを……気持ちをちゃんと伝えたほうがいいんだって佳乃子さんがいってた。

　いつものようにうつむいて夏祈の脇わきを通り過ぎようとした冬馬は、ぐっと踏ふみとどまった。

「この日曜に、浅草の舞台にでるんだ」

　自分でも驚くほどはっきりとした声で、夏祈に向かって告げる。

　突とつ然ぜん声をかけられ足を止めた夏祈は、いぶかしむようにこちらを振り返った。

　だからなんだといいたげに、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるがゆがめられたが、冬馬はぐっと顔をあげた。

「僕が、ずっと夏祈兄さんをいらつかせてたのはわかってる。それに兄さんたちが、好きでここに暮らしてるわけじゃないってことも」

　夏祈が沈ちん黙もくを重ねるのに、冬馬はようやく気持ちを口にする。

「でも、僕は夏祈兄さんが嫌きらいじゃない。だから、いらつかせないように、変われるように努力するよ」

　夏祈はややあきれたように「なにを突然……」とつぶやくと、冬馬を一いち瞥べつして再び廊下を歩き出す。

　その背中を見送って、冬馬はひどく肩かたに力がこもっていたことに気づいた。

「……あっ、でも舞台って……僕がヒロインだった」

　いつもそっけない夏祈の注意を引こうと、とっさに日曜日の舞台のことを口にしてしまったが、もはや後の祭りだ。

　後こう悔かいにうなだれつつ、冬馬は自室へと向かった。
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　木曜日からは女学校が終わってすぐ、佳乃子は小夜の家の車で、冬馬や理津と一緒に浅草に向かうことになった。

　本番が日曜日となると、本当に稽けい古この時間はないのだ。

　劇団の全員が一丸となり、寸すん暇かを惜おしんで練習することになっていた。

　幸い歌やセリフの部分は袖そでに役者が立って、吹ふき替かえをしてもらうことになる。

　佳乃子と冬馬はひたすら舞台上での動きと、全体の流れを把は握あくするのが先決だった。

　もともと原作を読んでいた佳乃子は流れがある程度わかっていたが、誰だれより冬馬が大変だった。

　なにしろ半ば主役といってもいい、ヒロイン役なのである。

「ほら、クリスティーヌ！　違ちがうわ、そこでは怪かい人じんの私の仮面に手を触ふれる。そこで突き飛ばされるから──」

　小万記のきびきびとした指示に、必死についていくだけでせいいっぱいだ。

「さぁ、ここで舞台セットが入れ替わるから、ラウルは舞台に出て支配人と話をするのよ」

「は、はい！」

　佳乃子はひたすら段取りを頭に思い描えがきながら、舞台の上へと出て行った。

　英国紳しん士しらしいツイードのスーツを身につけ、髪かみを襟えり元もとでひとつにしばって上着のなかに落としこんでいる。当日は髪の毛も、メイクの手によって紳士らしく整えるからと告げられていた。

「さ、少し休きゆう憩けいにしようか。あまり一度に詰めこむより、パートごとに区切って覚えたほうが早いわ」

　小万記が休憩を告げると、役者たちも舞台裏の人間たちもわらわらと散っていく。

　配られる飲み物を受け取って、佳乃子は冬馬の姿を捜さがした。

「冬馬さん？　これ差し入れのお茶ですって」

　そういって佳乃子が近づくと、振ふり返ったのは目にしたこともないような美女だ。

　長い巻き毛のかつらをつけ、曇くもりない白く滑なめらかな頰ほお、どことなく憂うれえるような瞳ひとみが麗うるわしさを増して見せる。

　佳乃子も今日は役に合わせて男装をしているが、冬馬は衣装だけでなく靴くつも合わせているだけに、慣れない履はき心地ごこちに苦労しているだろう。

「改めていうのもなんだけど、本当に似合ってるわ」

『オペラ座の怪人』に出てくるクリスティーヌは西洋人だ。

　冬馬は面おも立だちには柔にゆう和わさもあるのだが、顎あごが小さく、切れ長の瞳やこづくりな顔立ちは決して派手なものではない。

　そうした日本人の顔立ちが、これほどドレスとしっくりくるとは思ってもみなかった。

「全然……嬉うれしくない。それより、重たくて苦しい」

　やや落ち込み気味の冬馬のつぶやきに、佳乃子は慌あわてて顔色を見る。

「どこか、具合悪いの？」

　すると冬馬の指がうっとうしげにまぶたに触れ、衣装の腰こし回まわりの生き地じを軽く引っ張る。

　──あぁ、つけまつげとか、衣装のコルセットが原因ね。

　役者でもないうえ、男性としては違い和わ感かんがあって当たり前だ。

　冬馬のこれだけの化けっぷりを、学生服の状態で見み抜ぬいた小万記はさすが慧けい眼がんの持ち主なのだと感心していると、冬馬が目を伏ふせてうなだれる。

「……やっぱり変だよね。笑ってくれていいよ」

「な、なにいってるの！　変だなんてとんでもないわ。すごく似合ってる。こんなに美女に化けるなんて、思ってもみなかったもの」

　だが佳乃子が心からの賛辞を送るほどに、冬馬の表情は意い気き消しよう沈ちんしていく。

「恋こい人びと役だって聞いてたけど……噓うそじゃないんだけど……」

　励はげまそうと思ったのだが、さらに冬馬に悲しげな表情をされ、自分が間ま違ちがえたことを佳乃子は知る。

「心配いらないわ、本当に冬馬さんを知ってる人でもわからないぐらいに別人よ。それに冬馬さんが一いつ緒しよにいてくれるだけで、私はすごく心強いの」

　劇団にたったふたりの初心者なのだ。

　もちろん危あやぶまれている部分や、技術の未熟さもわかっている。

　だが冬馬がこれほどがんばっているなか、自分が弱音を吐はけるわけもないと佳乃子は奮起できた。

「台詞せりふは吹き替えだから、深左緒さんたちだって気づかない……かな」

　冬馬のつぶやきに不安を察して、佳乃子は励ました。

「そ、そうね。普ふ通つうは気づかない。うん、きっとそうよ」

　答えつつも、佳乃子はわかっていた。

　深左緒ほどの叔お父じ馬ば鹿かであれば、たとえ冬馬が着ぐるみを着ていて顔が見えなかったとしても、きっと感づいてしまうに違いない。

　ドレスの長い裾すそを引きずった冬馬は、やや背を丸めまだつぶやいている。

「僕にはわからないな……わざわざチケットを買って、女装の男を見に来る人のことなんて……」

　お互いにちぐはぐな格好で向かいあっていることや、特訓の疲つかれもあいまって「ふふ」と笑いが漏もれる。

「衣装なんて、表面だけのことだわ。これは小万記さんを助けるための、そうつまり人助けよ」

　そう佳乃子がぽろりと口にした言葉は本心だった。

「それに、私この物語が大好きなの……」

　佳乃子の言葉につられたように、冬馬が机に置かれた脚きやく本ほんに視線を落とした。

「僕は……初めてこの話を知ったけど、謎なぞが多くて引きこまれた。それに──」

　言葉を途と切ぎれさせた冬馬が、ひらいていた脚本のページを佳乃子も目で追う。

　それはつい先ほど、ヒロインクリスティーヌである冬馬と、恋人役であるラウルを演じる佳乃子が練習したばかりのところだ。

「そのシーンは、とても大切なシーンよ」

　佳乃子が台詞を指差してみせると、冬馬の声がそれをなぞる。

「『どんな時でもきみが要いると　約束してそれだけを　お願いだから』……」

　舞ぶ台たいでは台詞は他ほかの役者によって吹き替えられる。

　佳乃子や冬馬が、台詞を覚えてそれを口にすることはない。

　それでも佳乃子は心をこめて、冬馬の肩に手を置くと、自分が演じるラウルの台詞を口にする。

「『君を抱だきしめ　君を守ろう　さぁ　いま光が君を解き放つ』」

「『私の望みはただ自由に　いつどんな時でもふたりは共に……』」

　冬馬の瞳がわずかに見開かれ、佳乃子の手に触れた。舞台の上で演じるのと同じく、わずかにうつむいてつづきを演じる。

「『助けだそう　全すべてをつくして　君をその孤こ独どくから　いってほしい僕が要ると──』」

　そこまで口にした佳乃子は、手をぎゅっと冬馬に握にぎられて我に返った。

　互たがいの視線がまともにぶつかり、演じていた恋人たちのシーンを意識してしまう。

「あの……すごいわ、もう物語の流れはつかめてるのね」

　恥ずかしさに佳乃子が火ほ照てった頰をそらして告げると、冬馬は本来ならば佳乃子に割わり振られた台詞をつづけた。

「『共にどこまでもふたりで　クリスティーヌ　君がすべて』……だね」

　握った手の指を愛いとおしむように頰に当てる冬馬の切ないような眼まな差ざしに、佳乃子の胸が苦しくなった。

　このままでは自分の動どう悸きまで伝わってしまうのではないかと、佳乃子が口をひらこうとすると、冬馬の瞳が揺ゆれ、なにかを思い出しているようだと感じる。

　その横顔は急に寂さみしげな色をやどし、さらに台本のページを繰くると指差した。

「最後のシーンにある『仮面に隠かくれて生きてきたこの人生』って台詞……」

　佳乃子はじっと台本を目で追った。

　冬馬が示しているのは、怪人が最後に己おのれの本心をさらけだす場面だ。

　──怪人は告白する……「血に呪のろわれた運命　醜みにくく歪ゆがんだこの顔が私をこうした　母にも嫌きらい抜ぬかれ　マスクで醜さ隠され」って。

　そして憐あわれみはいらぬと、運命に従うのだと告げて怪人はすべてに背を向けるのだ。

「僕は、この話が好きだな。今度は本で読んでみたい」

　ぽつりとつぶやいた冬馬の声こわ音ねに、ようやく気持ちが落ち着いてきた佳乃子は、以前から気になっていたことを尋たずねてみた。
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「……あの、冬馬さんと九尾はずっと、生まれたときから一緒なの？」

　佳乃子の問いに、冬馬はすっと表情をなくした。

　左右の瞳の色が、不安定に明るさを変える。

　なにかひどく迷いがあるか動どう揺ようしているのだと感じたが、冬馬はわずかに目を伏せて小さく笑った。

「……そうだね、小さい頃ころからだ。でも、詳くわしい話はそのうち……ちゃんと佳乃子さんに話すよ」

　あきらかに逸そらされた答えに、佳乃子はこれ以上冬馬の心に踏ふみこめない。

　──でも、赤枝家の兄弟のなかで、冬馬さんだけが少し違ちがって感じられる。千春さんや艶秋さんが自分の憑つき物について話すときと、冬馬さんの九尾に対する感情はなんだか違うものみたいに思えるのはなぜなのかしら。

「わかった。冬馬さんが話してもいいって思えるまで、待ってる」

　答えは返らなくても焦あせる気持ちはなかった。冬馬はほんのり嬉しそうに微笑ほほえむと、いまやまさに美少女のようだ。

「さ、一緒に休きゆう憩けい所にいきましょう」

　佳乃子と共に歩き出した冬馬は、舞台道具のパイプオルガンの上に置かれたものに視線を留めたようだ。

　歩み寄ると、置かれたままになっている白い仮面を手に取る。

　劇中で怪かい人じんが使う小道具であり、焼けただれた自らの顔の傷を隠すための仮面だ。

　つるりとした仮面をそっと顔にかざしてこちらを向いた冬馬に、佳乃子はぎくりとした。

「冬馬さん、その仮面がどうかした？」

　──まさか、右目の色が変わってる？　ひょっとして九尾がでてきてるの？

《　なるほどな。娘むすめ、──我に興味があるのか？　》

「…………やっぱり！」

《　なにがやっぱり、だ。それに先ほどから聞いておったが、なんだこの物語は──異国の異形の物語か？　》

　不ふ愉ゆ快かいそうに口にした九尾は、冬馬がかぶせられている、かつらの巻き毛を邪じや魔まそうに背後にはらいのける。

《　なんだ、このぞろぞろした衣装だの髪かみだの。うっとうしいことこの上ない　》

　どうやら冬馬の目や耳を通して、九尾も舞台の内容を気にしていたらしい。

　佳乃子は台本を手にすると、ドレス姿の冬馬の隣となりでひらいてみせた。

「これはね、フランスの作家が書いた小説なの。パリのオペラ座に住み着いた怪人が、若手女優のクリスティーヌに歌の指導をするのよ」

　そんな説明を黙だまって聞いている九尾を意外に思いつつ、佳乃子はつづける。

「徐じよ々じよに頭角をあらわした彼女は、怪人の力ちから添ぞえもあって舞台で主役を演じるの。でもクリスティーヌの恋人ラウルは、怪人と彼女の結びつきに不安と嫉しつ妬とを覚えて……」

　すると仮面をつけたままの九尾が、台本をかざして眺めると楽しげに喉のどを鳴らす。

《　『やめろこの悪あく魔ま、消えてしまえ！』と、ラウルになじられるのだな　》

　九尾はするりと手を伸のばし、佳乃子の腕うでをつかんで引き寄せる。

《　そう、佳乃子ラウル……お前に？　》

　その声に、どことなく当てこすりのような響ひびきを感じて、佳乃子はむっと眉まゆを寄せる。

「あくまで役の上でしょう。私はラウルじゃないわ」

《　我と冬馬のなにが知りたい？　我がこの男を苦しめる悪魔だとでもいうか？　》

　自らの顔に仮面をかかげたまま、まるで口づけるように頰ほおを寄せられ、佳乃子は相手をにらみ返す。

「私は冬馬さんのことが知りたいの。冬馬さんを返して」

　仮面をすっと外して、美女が微笑む。

《　つれない恋こい人びとだ。そんなことじゃ、クリスティーヌは怪人の手をとってしまうだろうさ　》

　そう告げると冬馬の瞳ひとみの色がふっと変化する。

　金色の瞳に細くなっていた瞳どう孔こうがくるりと大きくなり、冬馬の意識が戻もどったのだとわかった。

「さ、いきましょう」

　佳乃子はなにも告げず、冬馬の手を引く。

　九尾の意識が表層にある間は、冬馬自身の意志がままならないことを本人が苦痛に思っていることは知っている。

　それだけに、佳乃子は九尾の出現を意識させたくなかった。

　冬馬が先ほどの九尾の振ふる舞まいを知れば、気まずい思いをするだろう。

　だから冬馬は九尾のことを「アイツ」と呼び、距きよ離りを置いた冷たい態度をとるのだ。

　だがつい先ほど頰をかすめた唇くちびるは冬馬のものだ。そう感じた途と端たん、いまも握っている冬馬の手を妙みように意識してしまう。

「佳乃子さん？」

　手を引かれ、不思議そうな冬馬の声に、佳乃子は振り返らずに歩いて行く。

　──もう、ほんと九尾って突とつ然ぜんあらわれるんだもの。それに人を慌あわてさせることばかりいって動揺させるけど、それだって冬馬さんの意志じゃないんだし……。

　休憩室に入り、冬馬が髪や化け粧しようをふたたび直されているのを眺ながめていると、佳乃子は背後から声をかけられた。

「あれ、佳乃子さん!?」

　佳乃子がびくっと肩かたを揺らして振り返ると、そこには半はつ被ぴ姿のイナサが立っていた。

「……イ、イナサさん。びっくりした～」

「びっくりしたのはこっちだよ。小万記さんから聞いてたけど、代役って君たちのことだったのか。ずいぶんと思い切ったことをするなぁ」

「ほんと、小万記さんって決断が早いですよね。この日曜には舞台の上に自分がいるだなんて、まだ信じられないです……」

　青ざめる佳乃子に、イナサは苦く笑しようする。

「じゃあ、こっちにきてみなよ。俺もはりきってるんだから、これみたらがんばるしかないって思えるさ」

　イナサが案内してくれたのは、舞ぶ台たい道具が揃そろえられた一角だった。

　この週末にかけては、舞台の最終調整のために、大道具として舞台に詰めているのだという。

　先日みせてもらったときとは、かなり様相が変わっている大道具に佳乃子ははっとした。

「突然、私たちが代役になったからって、小万記さんが舞台構成を変えてくれたんですけど、それでイナサさんも大変なんですか!?」

「いや、こんなことはよくある。いまはほんとに浅草の劇場は賑にぎわってるから、開演初日前ともなったらどこの劇場でも戦場さながらだ」

　ずいぶん遅おそい時間なのだが、イナサはまったく苦ではないというのか笑っていた。

「無理しすぎないでくださいね。なんだかこないだお会いしたときより、少し顔色が悪いみたい」

　寝ねる暇ひまもないのだろうかと心配になったが、イナサはまいったなというように、くしゃっと苦笑いしてみせた。

「俺が辛しん気きくさい身の上を話しちまったから、佳乃子さんに気をつかわせたかな？」

　イナサの声に、佳乃子は胸がどきりとした。

「そういうつもりじゃなかったんですけど、不愉快にさせたならごめんなさい」

「いや……というより、珍めずらしいような気が……。見たところ、お嬢じようさん学校に通ってるんだろう？　俺みたいな男は大たい抵てい恐こわがられるかけむたがられるもんだが」

　問われて、佳乃子は思ってもみなかったと自分でも気づく。

「恐くなんてないです……どうして？」

「見み世せ物もの小屋なんて、聞いたら大抵の女性は眉をひそめる。あまり、気味の良いものばかりでもないから」

　佳乃子は強く首を横に振る。

「私が以前いた場所にも、お祭りがあったりすると、旅芸人の一座や、特別な催もよおしが回ってくることはありました。子供は近づいちゃ駄だ目めだっていわれて、薄うす暗ぐらい印象もありましたけど」

「だろうなぁ」

「でも！　最近出会った人たちのおかげで、いろんなものを見る目が変わった気がするんです」

　佳乃子の言葉に、イナサは興味を覚えたようだ。先をうながすように首を傾かたむける。

「それで、私はもっとその人たちのことを知りたいんですけど、なかなか踏み込めなくて、近づかれるのが嫌いやだったり、迷めい惑わくなのかなとも思っちゃうし。最近そのことが気になってたせいか……イナサさんのことも、その人たちと近い印象を持ってたのかも……」

「佳乃子ちゃんは、その人たちのことが大事なのかい？」

　佳乃子がうなずくと、イナサは誰だれかを思い浮うかべるように視線を遠くする。

「相手も、同じかもしれねぇな」

「同じ？」

「俺はさ、こんなだから親切にされりゃ嬉うれしいし、感謝もする。けど、だからってあまり俺に関かかわってたっていいことなんざない。相手が佳乃子ちゃんみたいに、ちゃんとしたお嬢さんならなおさらだろ。もっと日の当たる、人様に指差されないような場所にいてくれって思っちまうんじゃねぇかな」

　堂々として感じられたイナサが、意外なほど控ひかえめな言葉で語る気持ちに、佳乃子は驚おどろかされた。

「そんな……日が当たるとかどうとかって……」

　だが厳しい現実を知るイナサだからこそ、世間というものが身に染しみてわかっているのかもしれない。

　イナサの語る言葉にこめられた気持ちが切なくて、佳乃子はぐっと息をつまらせた。

「……違ちがうと、思います」

「ん？」

「私が大事な人やイナサさんとこうして話したり過ごしてるときに、そんなこと気にしません。自分が相手のために思ってしたことで、よけい気をつかわせて距離を置かれたら……それは悲しいだけです」

　数日前、夏祈に拒きよ絶ぜつされたときのことを思い出す。

　人とは違うから、憑つき物があるからという理由で赤枝家の人たちに距離を置かれるのなら、自分のほうこそ仲間はずれにされている気分になる。

「佳乃子ちゃんみたいな子にそういわれちまうと、俺が悪いような気がしてくるな」

　苦く笑しようまじりのイナサの声に、いままでにない響きを感じて佳乃子はふっと顔をあげる。

「イナサさん、誰かに悲しい思いをさせてるんですか？」

「うーん、どうだろうな。悲しいっていうか、怒おこらせてるだけかもしれねぇが」

　照れくさそうに笑ったイナサの顔に、佳乃子は少しほっとする。

　──イナサさんには遠ざけたくなるような、大事な人がいるんだ。

「でもほんと、佳乃子ちゃんにそこまで思われるなんて、うらやましい話じゃねぇか。……ん？　あっちで小万記さんが呼んでるみてぇだ」

　イナサはすごく耳がいいのだろう。人が多くて騒そう々ぞうしい休きゆう憩けい室にいる小万記の声を聞き取ったようだ。

「そうでした！　小道具を合わせるようにいわれてるんだった」

　佳乃子は慌てて小万記たちが待つ場所へと急いだ。

　結局、日付が変わりそうな時間まで練習はつづき、佳乃子たちは小夜の家の車で送り届けてもらうことになった。

「ほんと、みんなもうクタクタね……」

　小夜もまた、舞台の演出を小万記に相談され、役者たちに差し入れを配りと細かな業務に追われ疲つかれ切っているようだ。

　だが舞台練習は翌日も、さらに次の日も、土曜日のぎりぎりまでつづけられる。

「あと少ししか時間がないもの。できる限りがんばりましょう」

　佳乃子が口にすると、小夜は嬉しそうに笑って手を握にぎってくれた。




　夜よ更ふけに赤枝家に帰宅すると、千春が迎むかえ出てくれる。

　どこから調達してきたのか、割かつ烹ぽう着ぎを身に着け「おかえり～。お味み噌そ汁しる温めるよ！」などとはりきっていた。

「ご……ごめんなさい。千春さんに支し度たくしてもらっちゃうなんて」

「気にしないで。俺たちだって、佳乃子ちゃんの厚こう意いに世話になってるんだしさ。ちょうどこのところ『切り風』もなりをひそめてるから、早めに帰れるしね」

　楽しげに盛りつけをする千春の隣となりで、いつのまにかあらわれた三男の艶秋が慣れない手つきで盆ぼんを運ぶ。

「ありがとうございます」

「それに俺も深左緒叔父おじ貴きも、日曜日の舞台をすっごく楽しみにしてるんだから！」

　千春の興奮した言葉に、その隣では艶秋が不満そうに眉まゆをひそめる。

「つまらないねぇ……私だけ見られないなんてさ」

「艶秋さんはお休みじゃないんですか？」

　日曜なのにと佳乃子が不思議に思って問うと、どうやら画が廊ろうで作品の売買があるらしい。

「まったく、画家なんて暦こよみと無む縁えんの仕事だからね。金持ち親父おやじの商談につきあうほど退たい屈くつなこともない……」

　ふてくされる艶秋に、冬馬がややあきれ気味に声をかける。

「作品の受け渡わたしには必ず同席するって、艶秋兄さんが決めたって聞いてました」

「あぁ、まったくもってその通り。美人画のモデルである私がいったほうが、そりゃあ買い手もはずんでくれる。それに、自分を描かいたものだってのに、おかしな人間の手に引き渡したくない」

　どうやら艶秋は売買の問題だけでなく、絵の買い手を自ら品定めしているようだ。

「まったく、艶秋がどうしても写真が見たいというから、社の人間にカメラを借りることにしたんだよ」

　千春の言葉に、冬馬の肩かたがびくりと揺ゆれる。

　──そうよね。冬馬さんがクリスティーヌだってこと、まだ話せてないんだもの。

「あれ、冬馬さん？」

　ちらりと冬馬を見ると、深くうなだれている。

「お願いだから当日まで、演出のことと演目のことは兄さんたちに話さないで」

　わかったと佳乃子が無言でうなずくと、冬馬は額を押さえたままぼそりとつぶやく。

「セリフは吹ふき替かえだし……怪かい人じん役は仮面をつけてメイクもするし……じつは僕が怪人役でしたっていったら……」

　同情するしかないひとりごとに、佳乃子はかける言葉もなかった。

　冬馬とふたり、遅おそい食事を摂とって片付けをすると、佳乃子は湯を使ったあと、瞬またたく間に眠ねむりに落ちた。

　日記をつけたいと思っていたがそれも叶かなわず、慣れぬ特訓にくたびれきっていたのだ。
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　日曜を迎え、浅草はかつてないほどのにぎわいを見せていた。

　空は明るく青く澄すみ渡っているというのに、その下を歩く冬馬の心はどんよりと重たい。

　瓢簞池を望む凌雲閣の増築工事が終わり、浅草のシンボルともいえる高こう楼ろうは、十二階あったその高みをさらに一階分空へと伸のばしている。

　道をいく男たちも、凌雲閣をみあげて口々に盛りあがっていた。

「しかしよ、あそこの最上階は、とうとう異国人が買い取っちまったって話じゃねぇか」

「このあたりも、ずいぶん興行主が入れ替わってるっていうしな。まぁ、楽しめりゃいいけど、いい加減政府もいい顔してないだろうよ。このところ、やたら将校姿も目に入る」

　がははは、と下品に笑う男たちの背後から、長身の理津が大おお股またで追い抜ぬいていく。

「そいつは、お楽しみにきてる奴やつらってことだ」

　不ふ機き嫌げんにつぶやきを漏もらし、冬馬を見下ろして眉を寄せる。

「今日で、最初で最後なんだろうな」

「あたり前だよ。というより、そうでないと困る」

　練習に熱心に向き合っていた冬馬も、さすがにドレスを着て舞ぶ台たいにあがるなど一度で十分だと思っている。

「ただ今日は、いろんな意味で浅草には人が多い」

「そうだね。凌雲閣が十三階になっての落成記念パーティがあるから」

　冬馬は視線の先の凌雲閣を見み据すえて瞳ひとみをすがめる。

　今日は最上部にかけられていた保護用のシートが取り払はらわれ、避ひ雷らい針しんの下にやや色の明るい[image: ]れん瓦がが見えていた。

　落成記念パーティともなれば、政財界をはじめ、なかなかの大物と人出がありそうだと考えて、冬馬はすっきりしない思いに表情を曇らせる。

　理津も同じ人物が脳のう裏りをよぎったのか、厳しい視線を凌雲閣に向けた。

「前にも展望台の手前で会ったな。ライズワルド侯こう爵しやくか」

　その名を聞けば、春らしい青い空もかえって不ふ吉きつなものに映る。

　ライズワルド侯爵の経歴には、得体のしれないところがあると千春の調べでわかっていた。

　十七年前に撮とられた実業家たちの写真に写る男の姿。

　そしてつい先月の記事にある写真にいるライズワルド侯爵は、同一人物にしか見えないのだ。

　別人でないのならば、ライズワルドは十七年間歳をとっていない、時間を超ちよう越えつした存在になってしまう。

「特務省も警けい戒かいしてる。このところ浅草では『切り風』事件が立てつづいているうえ、凌雲閣には大物が集まるからな、警察にだけ警護をまかせておけないんだろう」

　理津が口にする『特務省』は、理津自身が将校として所属する組織であり、いまから十七年前に新設された。

　海外との貿易や出入りが盛んになったいま、悪魔や、悪あく魔ま崇すう拝はい者が、新たな信しん仰こうと共に日本に入りこんでいる。

　特務省は、そうした異国の悪魔が引き起こす、異常犯罪を中心に捜そう査さを担になっているのだ。

　いまもなお、公おおやけにできない事件が多いため、特務省の存在は公式のものではない。

「それにライズワルド侯爵自身についても、調べを進めているようだ。帝てい都とで起きる悪魔崇拝者が絡からむ事件の、首しゆ謀ぼう者しやじゃないかってな」

「……まさか、『切り風』の件にも関かかわってるとか？」

　冬馬がはっと顔をあげると、理津は思いめぐらすように厳しい横顔を見せていた。

「それについてはまだ確証はないが……ライズワルドが首謀者なら、悪魔崇拝者たちをまとめて、帝都を護まもる結界を狙ねらっているのかもしれない」

「油断できないってことか」

　冬馬の声をひそめたつぶやきに、理津も軽くうなずき返す。

　理津の話を聞いたいま、数日前に凌雲閣で会ったライズワルドが、佳乃子を落成式に招こうとしていたことがさらに気になる。

　──ライズワルドが、佳乃子さんに見せる執しゆう着ちやくは妙みようだった。

　嫌いやな予感はぬぐえなかったが、冬馬は不安を振ふり切るように足を進めた。

　ひそめた声で会話していた冬馬と理津の後ろを、佳乃子と小夜が並んで歩いている。

「今日も早くから迎むかえにきていただいて。車を出されるのに、お家うちの人になにもいわれなかった？」

　小夜は強い調子で首を横にふる。

「とんでもないですわ。送り迎えぐらいさせてくださいな。私本当に歌劇が大好きですもの。今回のことおふたりにはとても感謝していますわ」

　ひたむきに口にする小夜は、もう何年も小万記を応おう援えんしてきたのだろう。

「私こそ、引き受けるって決めたんだもの。今日は全力を尽つくすわ！」

　熱のこもった佳乃子の言葉に、冬馬も同じ気持ちでうなずく。

　小万記と過ごした、短くも濃のう密みつな地じ獄ごくの特訓を無む駄だにしたくない。

　劇場の控ひかえ室に入ると、そこはもはや戦場と化していた。

　今日は怪人役をこなす予定の小万記は、その顔の半面に特とく殊しゆな火傷やけどを思わせる化け粧しようをほどこし、シャツとパンツという洋装だ。

　本番では漆しつ黒こくのマントを身につけることになり、背丈の足しにと厚底の靴くつを履はいている。

　もとから長い足がさらに強調され、一見彼女が女性だと気づかない者も多そうだ。

　佳乃子と冬馬を見つけるなり、小万記の指示が声こわ高だかに飛ぶ。

「クリスティーヌが到とう着ちやくよ！　衣装、それとメイク頼たのんだよ！」

　小万記の気合いの入った声に、数人の女性が冬馬を取り囲む。

　佳乃子もあっという間に衣装を渡わたされ、更こう衣い室へと放ほうりこまれた。

　男性用の革かわ靴ぐつを履き、背広を着るのはなんとも奇き妙みような気持ちだったが、衣装を替えることで気持ちを現実から舞台へと切り替えることができる。

　練習時間がほとんどないからこそ、小万記はそこまで配はい慮りよして最初から衣装の着付けをさせてくれたのだろう。
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　浅草は雷門のある通りから、仲なか見み世せの道みち幅はばいっぱいに人が行き交かっている。

　日ひ頃ごろのにぎわいはさらに増して、今日はこの一帯が異様な浮うかれ騒さわぎを漂ただよわせているようだ。

　その雰ふん囲い気きに馴な染じまぬまま、夏祈は足を急がせる。

　店の仕入れのために外出してきたが、人ひと混ごみを歩く夏祈の頭にあるのは、ついさきほど交わしたばかりの真知花との会話だ。




「今日はお出かけのあと、店にお戻もどりになりますか？」

　給きゆう仕じ用のエプロンをつけた小こ柄がらな真知花は、感情の読めない声でたずねる。

「あぁ、夕方には戻る。仕入れをするついでに、ちょっと足を伸ばすから」

「……イナサさんのところへいくんですね」

「そうだな、ついでに寄るかもな」

　真知花には関わりのないことだと、夏祈が会話を打ち切ろうとすると、思わぬ強さで真知花が言葉を継ついだ。

「イナサさん、いい人です」

「なんだ、あの男に飴あめをもらったり、おかしな餌え付づけをされたりしてないだろうな。とにかく、何度誘さそっても店にはこないし、頑がん固こな男だ」

　眉まゆをひそめる夏祈に、真知花はふるっと首を振る。

「イナサさんは……困ってる。いえ、迷ってるのかもしれません」

「迷う？　なにをだ」

「自分が、夏祈さんになにを返せるだろうかということです」

　日頃から寡か黙もくで、あまり喜き怒ど哀あい楽らくを見せることがない真知花が口にする言葉は、思ってもみないもので夏祈は返事がみつからない。

「イナサさんいってました。『俺だって夏祈になにかしてやりたい、あいつに期待されてぇじゃねぇか』って。私も同じです」

　いつも律りち儀ぎに金の入った封ふう筒とうを押しつけてくるイナサの面おも影かげがよぎる。

　ならばなぜ、イナサは自分と距きよ離りを置こうとするのか。夏祈は唇くちびるをかむ。

「僕はなにか返してもらおうと思って、行動してるわけじゃない。迷めい惑わくだというのなら、全部投げ捨てて好きなところへいけばいい……」

　自分でも思わず出た鋭するどい声に、夏祈はかっとなった己を恥はじた。

　そのまま店の扉とびらを押し開いて外へと出る。

　逃にげるような早足で休日の町を歩いて、市電の乗り場へと向かった。

　──与あたえるだけなんていうのは、簡単なことなのかもしれない。期待するというのは、相手に心を預けることだ。

　そう考えて夏祈は気づく。

　真知花やイナサに感じさせている気持ちは、自分が彼らに期待していないということになるのだろうか？

「違ちがうな」、と夏祈はつぶやいた。

　期待して裏切られるのが恐こわい、だから与えるだけでつなぎ止めようとしているのだ。

　自分がしていることは、惨みじめで子供っぽい感情からなのかもしれない。

　気づかされてしまうと、夏祈の胸は重くなる。

　考え事にぼうっとしていた夏祈の耳に、ふいに飛びこむ声があった。

「見ておいでよ～！　今日の歌劇は花の巴パ里リ!!　異国の浪漫ロマンはいかがかなー！」

　呼びこみをする男の大きな声が、通りにいくつもあがっている。

　どうやら、無意識のうちに通いなれた道をたどっていたらしく、気づけば六区の半ばまできていた。

　目の前にある歌劇場の演目を見て、夏祈は足を止める。

　──そういえば、冬馬がいってたのはこれか？　朝に千春が巴里が舞ぶ台たいでどうとかいってたような……。

　目の前にある演目の看板を読むより早く、呼びこみの男が「はい、一名様ご入場～！」と声をかけてきたかと思うと、勢いよく劇場に押しこまれてしまった。

　気乗りはしなかったがチケットを買い、劇場の扉をあける。

　すでに舞台は暗くなり、劇は始まっているようだ。

　物語がどのぐらい進んでいるのか、話の筋はわからない。

　ただ、冬馬が自ら舞台に立つと口にしていただけに、夏祈はまずライトに照らされた舞台に目を凝こらした。

　光の中央、ライトを浴びたドレスの女性が、相手役の男性から逃のがれるように身をかえす。

『止めないで　もうだめ！』

　台詞せりふは役者自身ではなく、どうやら吹ふき替かえのようだ。

　夏祈はなによりもまず、主演女優に釘くぎづけになった。

「まさか……冬馬!?　舞台に立つって女の格好なのか」

　最初は啞あ然ぜんとしたが、舞台の雰囲気や演じている冬馬の雰囲気に、不思議と茶ちや化かす気持ちは浮かばなかった。

　──あの冬馬が……これだけの人前に立ってるなんて。

　幼い頃ころ、初めて会ったばかりの頃の面影はほとんどない。警護役の理津の後ろにすぐに隠かくれてしまう、不安げに周囲をうかがうような色はそこにはなかった。

　変化のきっかけは他ほかでもない、赤枝家にきたばかりの佳乃子の顔が思い浮かぶ。

　──あの子も、妙な香かおりをさせてなければ、僕だって邪じや険けんにしたいわけじゃない。

　夏祈にとって佳乃子がまとう香りは、心の底をざわつかせる。

　魅み惑わく的でいて、どこか本能で恐おそれてしまう、相反する感情をかきたてられるものなのだ。

　やがて舞台中央で、冬馬が演じるヒロインが、ほっそりとした喉のどをさらして悲痛な表情をうかべた。




『殺されるわ　恐ろしい　つかまってしまう　悪あく魔まに』




　聞こえてきた言葉に、夏祈ははっとさせられる。

　自らの中にある忌いまわしい存在を意識させられ、いまだ胸の底にあるしこりを意識して不快さに顔を歪ゆがめる。

　だが、周囲の気持ちなどよそに、冬馬は変わろうとしている。

　──わかってる。与えるのじゃなく、信じることの意味を考えないと……。これじゃ逃げてるのと変わらない。

　なぜ自分が歌劇場に足を運んでしまったのかを思い出し、夏祈は気に掛かかっているイナサのもとを訪ねる決心がついた。

　再び劇場を出て、通用口に回ろうとして足を止める。

　イナサは舞台準備が終わると、上演中は休きゆう憩けいに入っていると聞いたことがあった。

　舞台での台詞を聞いてから、妙みように不安が大きく感じられる。イナサがまだ戻ってきていないのだとしても、部屋で待つつもりだった。

　劇場の外に出た夏祈は、建物の裏側にあたる敷しき地ちにある、小さなプレハブの引き戸を叩たたく。

　返答がないことはわかったが、夏祈は迷わず扉を開けた。

　日頃から、取られるようなものもないといって、イナサはろくに鍵かぎも閉めないのだ。

「…………なんだ、これは……」

　だが扉を開けた夏祈の目の前には、まるで部屋のなかに竜たつ巻まきが飛びこんで荒あれ狂くるったかのような惨さん状じようが広がっていた。

　床ゆか板いたはずたずたに傷がつき、奥の壁かべにも獣けものの爪つめでかきむしったような傷が幾いく本も走っている。

　後こう援えん者がついたのだと話していたイナサの言葉を思いだす。わずかに増えた物や数少ない湯飲みや皿が、残らず床ゆかに叩きつけられていた。

　そしてさらに壁の一方には巨きよ大だいな拳こぶしで打ち壊こわしたような穴が開き、いまもぱらぱらと埃ほこりが舞まい落ちている。

　夏祈は頭の奥がすうっと冷え、故郷の風景が甦よみがえった。

　鎌かま鼬いたちに憑つかれた者が迎むかえる末路と、いずれ迎える終しゆう焉えんが脳のう裏りをよぎる。

「まさか──イナサ。まだのはずだ……お前はまだ……」

　足が震ふるえる恐きよう怖ふのなか、夏祈は壁の穴の縁ふちにひっかかっていた額がく縁ぶちに歩み寄る。

　すると額の裏に、札のような紙切れが貼はりつけられていることに気づいた。

　そこに記されたものを目にした途と端たん、夏祈は小屋から飛び出していた。

「イナサ！」




　劇も華はなやかな中ちゆう盤ばんをすぎる頃、劇場内にはぎっしりとつめかけた客人たちがかたずを吞のんで舞台を見つめ、物語の行く末を見守っていた。

　今日の舞台が男女逆転劇だと聞き、喜劇を期待して足を運んだ客人たちも、本格的に調ととのえられた異国の舞台セットや、可か憐れんなヒロインのドレス姿に目を奪うばわれている。

　客席ではしっかり前方に席を用意させていた深左緒が、千春と並んで機き嫌げん良よく舞台を眺ながめていた。

「すごいじゃないか、千春。冬馬が主演だぞ」

　そっと声をひそめる深左緒は、もはや叔お父じ馬ば鹿か以外の何ものでもなく、ひとり悦えつにいっている。

「……しかし、冬馬ほどの引っこみ思案が、これだけ大勢の人前に立てるとは思わなかったな。これも、彼女の影えい響きようかな？」

　感心しつつ甥おいっ子の成長を喜ぶ深左緒に、千春が興味深げにうなずいた。

「主演っていうか……紅一点……いや、黒一点か。それに台詞はまったく別の役者たちの吹き替えですからね。ずいぶん実験的な舞台だなぁ」

　まだあまり日本で知られていない、異国の物語は興味を引きつけられるもので、千春も瞬またたく間に物語の終しゆう盤ばんまで連れてこられてしまった。

　感心していると、舞台はいよいよクライマックスとなり、今日のために手配された楽団が、迫はく力りよく満点の楽の音を奏かなで、オルガンの音が天てん井じように響ひびき渡わたる。

『血に呪のろわれた運命　醜みにくく歪んだこの顔──』

　ラウル役である佳乃子の首に、縄なわが巻きつけられ、ヒロインのクリスティーヌは怪かい人じんから恋こい人びとを取り返そうと苦く悶もんする。

『醜さは顔にはないわ　穢れは心の中よ！』

　叫さけぶクリスティーヌに口づけられ、怪人は打ちのめされ苦しみ出す。

『二人して出て行け！　一人にして欲しい　あの船にのれ　……この地じ獄ごくの秘密のすべてを　行け　行け　行ってくれお願いだ　マスカレード！』

　怪人の嘆なげきと慟どう哭こくが、暗いホールに響き渡ったその瞬しゆん間かん、ドォオゥン…………と鈍にぶい音と、振しん動どうが建物全体を揺ゆらし、観客はざわっと天井を見上げた。

　舞台の効果にしては、それはあまりに大きな衝しよう撃げきであり、観客席の真上で起きたからだ。

　すると再び激しい爆ばく発はつ音を立てて、天井の一部が崩くずれ落ちてきた。

　ざわつきと悲鳴、席を立とうとする人々の気配で、客席は騒そう然ぜんとなる。

　そのとき、瓦が礫れきと化した天井部分と一いつ緒しよに、劇場の中空に落ちてくる巨大な影かげがあった。

「……ば、化け物だ!!」

　頭上を見上げた観客が叫ぶと、黒っぽい被ひ毛もうに全身を覆おおわれたそれは、キロリと明るい瞳ひとみをきらめかせた。

　イタチや貂てんのように細身の体つきながら、その全長はヒグマほどもある巨体だ。

　獣は宙に浮ういたまま、鋭するどい気配を漂ただよわせ周囲に視線をめぐらせる。

　その瞳は赤く燃えるように光り、ぐるぐると焦しよう点てんを結ばぬまま不安定だ。

　房ふさ毛げにふちどられた首まわりの先、華きや奢しやに見える前まえ脚あしには、幾本もの湾わん曲きよくした巨大な刃やいばが生えていた。

　ゴウウゥッッ……!!

　突とつ如じよ、劇場の中心に渦うずを巻くように生まれた突とつ風ぷうが、あらゆるものを吹き飛ばし叩きつける。

　カーテンがもつれて吹き飛び、窓ガラスが割れた。

　そこかしこであがる人々の悲鳴と、逃にげだそうとする人の勢いで劇場内は混乱し、あたりはひどい有様だ。

「観客席から舞ぶ台たいにお上がりになって、こちらから避ひ難なんしてください！」

　舞ぶ台たい袖そでにいた吹き替えの役者から、すみやかにマイクを奪った小万記が、観客席に向かって声を張り上げる。

　舞台裏で手伝いをしていた小夜も、すぐに小万記の隣となりに駆かけつけてきた。

　深左緒や千春も急いで舞台の上にあがってきた。

　舞台上の役者たちとともに、舞台裏へ避難しようとしたところで、佳乃子は背後に殺気を感じて振ふり返った。

　劇場に飛びこんできた獣は、宙でＳ字を描えがいて巨大な身をくねらせると、鋭い爪がついた後ろ脚で宙を蹴けり、急速に方向転てん換かんした。

　鋭い爪が風鳴りを立てて、まっすぐに佳乃子に向かって迫せまってくる。

　驚おどろきと恐怖で立ちすくむなか、近づく獣の動きが鮮せん明めいに見えた。もう駄だ目めだと意識すると同時にまぶたを閉とざしかけると大きな音が響いた。

　ギキィ……ィン……!!

　軋きしるような音を立てたのは、冬馬によって投げつけられた鉄の棒だ。

　それは獣の爪に引っかけられ、真っ二つに切断される。

　見事な切れ味をみせた大きな爪は、鉄であっても粘ねん土どのようにたやすく切り裂さけるようだ。

　冬馬は素す早ばやく佳乃子の腕うでを引いて獣をにらみつけると、同じく舞台にあがっていた千春に叫んだ。

「千春兄さん、佳乃子さんと深左緒さんをお願いします！　理津も小夜さんを連れてみんなについていてくれ」

　佳乃子は避難しながら、冬馬の姿を目で追った。

　舞台にいる人々の避難を優先させつつ、冬馬が再び舞台裏に置かれた鉄材をつかむ。

　すると一瞬にして瞳に光が宿り、その口角がぐいっと乱暴につり上げられた。

《　ったく、下級の物の怪け風ふ情ぜいが……小こ娘むすめに毛一筋でも傷つけてみろ。塵ちりも残らぬよう焼きつくしてくれるわ！　》

　九尾の意識が浮ふ上じようするままに、冬馬は通常では考えがたい膂りよ力りよくで、手にした鉄材を槍やりのように振り投げる。

　絶ぜつ妙みような速度と角度を持った鉄の棒は、獣の爪をはじき、白はく刃じんを叩たたき折った。

　折れてぶらさがった爪に、怒おこったように獣は首を振りギシャアと吠ほえ声をあげた。

　すかさず投げつけられた、新たな鉄材が真横に宙を飛び、獣の額から首にかけて激しく打ち据すえる。ギャンッ、と苦痛の悲鳴をあげて、獣は九尾をにらみ返した。

　しかし冬馬の全身を包む怪の気配に、自らの不利を悟さとったのか、獣は力強く宙を蹴ると頭上に大きくひらいた天井から、空の高みへ駆け出していく。




　避難する人々とともに、金糸雀カナリヤ館から外に出た佳乃子たちは、浅草一帯がひどい騒さわぎに包まれていることを知った。

「羽原さん、ご家族の方もこっちよ」

　自分たちを呼ぶ小万記の声に、佳乃子は小夜と手を繫つないで人ひと混ごみをかき分けて進んだ。

　すでに獣が荒あれ狂くるったあとなのか、他ほかにも被ひ害がいを被こうむったらしい建物と、逃げだそうとする人や野や次じ馬うまで通りはごった返している。

「切り風だ！」という声と、切りつけられて怪我けがを負った人の姿も見られ、やはり先ほどの獣が数日前から騒ぎを起こしていた張本人なのだとしれた。

　そのとき、千春が突とつ然ぜん足を止めて叫んだ。

「夏祈!?　どうしてここに……」

　夏祈は朝から自分の店へ向かうと伝えていただけに、浅草にいるとは思わなかったのだろう。

　だが、いま目の前にあらわれた夏祈の表情はひどく緊きん張ちようし、青ざめてみえる。

　空で荒れ狂う獣けものの姿に視線を向ける夏祈の肩かたを、千春がつかむ。

「あれは、鎌かま鼬いたちだろう？　……夏祈の知ってる奴やつなのか？」

　夏祈は痛みをこらえるように、顔をゆがめて振り返る。

「イナサという男で、この劇場の裏方として働いている」

　口にされたイナサの名前に、佳乃子は驚いて再び空を見上げた。

　夏祈はズボンのポケットから、シワになった紙し片へんを取り出した。

「あいつの部屋の額の裏にあった、これのせいだ」

　受け取った千春が広げたその紙には、赤黒く変色した色で描かれた印がある。

　乱暴に筆で書き殴なぐったそれは、星形を逆さまにした図だ。

「……逆五ご芒ぼう星せい。悪あく魔ま崇すう拝はいの印だな。これをどこから？」

「あいつが……イナサが、悪あく魔まを崇すう拝はいするはずがない。僕と同じ、鎌かま鼬いたち憑つきの生まれなんだ。僕たちはどんな怪も異形も信しん仰こうしたりはしない」

　憎にくしみすら伴ともなうその言葉に、佳乃子ははっと夏祈を見た。

　夏祈とイナサが知り合いだったことにも驚かされたが、イナサが語った見み世せ物もの小屋にいたという過去は、夏祈と同じ憑き物が原因なのかと思いあたる。

「あいつが騒ぎを起こすはずなんてない。ここにきて、仕事も気に入ってると口にしてたんだ」

　その言葉に佳乃子も大きくうなずいた。

「イナサさんとは、劇場でお会いしてました。今日の舞台のために、すごく一いつ生しよう懸けん命めい手を貸してくださってたんです。夏祈さんと同郷だなんて、知りませんでした……」

　口にしつつ、佳乃子の脳のう裏りに逃げ惑まどう人々の「切り風だ！」という叫びがよみがえる。

「あの、『切り風』ってまさか……イナサさんが？」

　佳乃子の問いかけに、夏祈の瞳が暗く陰かげる。

「帝てい都とじゃそんな名がついたみたいだな。僕たちがいた里では、『鎌鼬』と呼ばれてた。体に印がある子供は、生まれたときから呪のろわれた、厭いとわしい存在にされる」

　怒いかりを隠かくさないその声に、佳乃子は夏祈がずっと心に抱かかえてきた痛みを知る。

　そしてイナサの腕の不思議な模様や、夏祈の血まみれだった腕を思い出した。

「鎌鼬が憑く者は、歳を重ねるほどに理性を失うって里ではいわれてた。やがて力の制せい御ぎよができなくなれば、荒れ狂って、村人たちを傷つけて殺す」

　夏祈の語る言葉は、長くつづいてきたであろう里にある暗あん黙もくの了りよう解かいを告げる。

「だから大人たちは、印つきの子供を里の外に出すんだ……イナサが見世物小屋にやられたみたいに」

　夏祈の怒りは深く激しい。

　それは穏おだやかに笑っていたイナサの分まで、自らが怒りを忘れずにいなければと、心に刻んでいるようにも見えた。

　隣で聞いていた千春も、ぐっと唇くちびるを嚙みしめると佳乃子の肩を叩いた。

「佳乃子ちゃん、君たちは理津君とここを離はなれて。冬馬が後を追ってるから、九尾が出てきて怪我をするかもしれない」

　獣の正体がイナサだとわかったいま、なおさら現場を離れがたい気がしたが、背後からきびきびした理津の声がかけられた。

「急げ、人が押し寄せたら外へ出るのも難しくなる」

　優先すべきことをつきつけられ、佳乃子は緊張した面おも持もちの小夜の手を握にぎった。

「いきましょう。小夜さんの迎むかえの車が通りに待ってるはずよ」

　佳乃子は小夜を連れて、理津の後ろから人混みに入っていった。

　肩がぶつかり、ともすれば人波にはぐれてしまいそうになる。

　小夜の手をぎゅっと握って走るなか、ぐいっと反対の腕を理津につかまれた。

「文句はいうなよ。緊きん急きゆう時のことだ、ここではぐれたら元も子もないからな」

　ひときわ背が高い理津は力強く腕を引くと、人が少ない細い通りへと道をそれる。

　佳乃子はちらりと上空へと視線を向けた。

　──お願い、イナサさん正気に返って。悪魔崇拝の印だなんて一体誰だれが……。

　イナサのすっきりとした笑えみと、夏祈の怒りにゆがめられた眉まゆを思い出す。

　心のなかに、故郷に向ける複雑な思いがあったのだとしても、イナサが自らの意志で無関係な人々を傷つけるはずがない。

　その事実を知れば、誰よりイナサ自身が傷つくはずだからだ。
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　佳乃子たちを避ひ難なんさせた冬馬は、九尾の意志が薄うすれふたたび自分の体を取り戻もどせた。

　いつの間にか劇場の外へ出ていたらしい。

　劇場を襲おそった獣とは、かなり距きよ離りができていた。

　通りに立って頭上をみあげれば、強風が上空にうず巻き、塵だけでなく壊こわれた看板や、吹ふき飛ばされた木片まで舞まい上がっている。

　宙を駆かける姿を目で追うと、獣は凌雲閣の頂上へと向かっているようだ。

「冬馬！」

　背後から呼ばれた声に振ふり返ると、千春と夏祈も荒れ狂う獣の後を追ってきたのだろう。

　緊きん迫ぱくしたなかだというのに、千春がやや茶ちや化かしたように肩をぶつけた。
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「なんだよ。ちゃっかり着き替がえてきたのか？」

「あんなドレスじゃ動きがとれない。そういえば、深左緒さんは？」

「すぐに迎えの車に乗せた。何かあっちゃならない人だからね」

　ふたりは話しながら凌雲閣へと向かった獣を追う。

　足あし下もとが下げ駄たで走りにくかったが、歩みを緩ゆるめない冬馬に千春が小声で告げる。

「いま追ってるのは、夏祈と同郷の鎌鼬だ……イナサって名前だって、佳乃子ちゃんは知ってる人みたいだけど」

　驚おどろきのあまり、冬馬はつかの間足を止める。

　そのすぐあとを、思い詰つめた表情でついてくる夏祈に気づき、すぐにまた走り出した。

　凌雲閣の前に三人がたどりつくと、獣は落成式が行われたばかりの八角形の塔とうを駆け上がり、頂点にある避ひ雷らい針しんに前まえ脚あしをかけ吠えている。

　すでに塔の中の人々は避難したあとなのだろう。

　残された従業員が最後に走り出ていくのを目で追って、夏祈がぼそりと口にした。

「いくら鎌鼬憑きだといっても、こんなに早く異変が起きるはずがないんだ……」

「前に、文ぶん献けんで夏祈の里のことを読んだ。鎌鼬憑きに意識の薄はく弱じやくがみられるのは、その人間が晩年を迎えてからだって書かれてた。今回のことは、彼の部屋にあったっていう悪魔崇拝の印が原因だろう」

　千春はそう口にして、逆五芒星が描えがかれた紙を握りしめる。

「そうだ。あいつのせいじゃない。誰かが仕組んで起きたことだ」

　夏祈は声を低くして、シャツの袖そでをまくると両の前ぜん腕わんから肘ひじにかけてまたたくまに青い模様がひろがっていく。

　複雑な模様を描く蔓つる草くさに似た影かげがざわりとうごめくと、夏祈の瞳ひとみがぎゅっと見開かれ、目め尻じりが切れあがった。

　周囲の空気が変化し、細身の体を包む。冬馬は夏祈の肩に触ふれて止めた。

「夏祈兄さんがいっちゃ駄だ目めだ……。それに、いまイナサさんの姿が見えなくなった。展望台から建物のなかに入ったんだ」

　すでに眼鏡めがねをはずした千春が、大きな目をしばたたく。

　すると瞳どう孔こうの中心がきゅうっと収縮して、縦長に変化した。

　癖くせのある髪かみがふわっと押し上げられると、三角に尖とがり、黒い毛に覆おおわれた耳じ殻かくがあらわれ、ピンと緊張した耳が視線の先に傾かたむけられる。

「冬馬、あそこの展望台のところに見えるスーツの男って……」

　千春の言葉に、冬馬は数日前のことを思い出す。

「ライズワルド？　今日は凌雲閣の落成記念パーティがあるから」

「……あぁ、そうみたいだ。どうして逆五芒星があるところにあの男があらわれるのか……気になるね」

　千春は高みに目を凝こらしたあと、ふたたび眼鏡をかけなおす。

　だが夏祈は千春の言葉が終わるより先に、ひとりで凌雲閣のなかへと駆けこんでいってしまう。

「……僕らもいこう」

　冬馬が千春をうながして凌雲閣に足を向けた途と端たん、背後で声が響ひびいた。

「冬馬！」

「冬馬さん！」

　人の流れと逆行するように駆けてきたのは、理津と佳乃子だ。

「理津……、どうして佳乃子さんまで──」

　冬馬はやや咎とがめるような声で、理津に向き合う。

「置いてくるつもりだったんだ。ったく、まさかあんな手に」

「ごめんなさい！　理津さんにいっても、絶対に連れてきてもらえないってわかってたから、深左緒さんには小夜さんの車に乗るってお伝えしたの」

　佳乃子の思わぬ発言に冬馬は啞あ然ぜんとし、理津が苦々しい表情を浮うかべる。

「車も全部出てしまっているし、人ひと混ごみのなかにおいてくるわけにもいかなくてな」

　怒りを押し殺せないようすで、理津は佳乃子をにらみつけたが、佳乃子も引かない。

「私がそばにいれば、足手まといなのはわかります。とにかく、絶対に前には出ません」

　夏祈の生おい立ちを聞き、冬馬との関係が気がかりないま、どうしてもそばにいたかったのだ。

　かつて冬馬が自分に力を貸してくれたように、せめて冬馬の気持ちの行く末を見守りたいのかもしれない。

　冬馬は佳乃子に向き直ると、普ふ段だんより強い調子で口にした。

「絶対に、理津より後ろにいて欲しい。僕や……兄さんたちになにがあっても、近づかないでくれ。まだ鎌かま鼬いたちは暴れてる」

　佳乃子は黙だまってうなずくと、理津の背後におとなしく下がった。

「理津、僕の援えん護ごよりも千春兄さんと佳乃子さんを頼たのむ……」

　冬馬はそういうと、凌雲閣の内部に入るなり下駄を脱ぬぎ捨てた。慣れない大きな下駄であがるよりは、裸足はだしのほうがよほど速い。

　二基並んでいるエレベーターは、どちらも停止している。

　操作ボタンが反応しないところを見ると、上階への来客を拒こばんでいるらしい。

　先に駆け上がった夏祈のことを気にしつつ、冬馬たちは急いで上階へと駆け上がる。

　五階を越こえて息が切れてくる頃ころ、物の怪け憑つきである冬馬や千春と比べると、佳乃子についていなければならない理津は、やや足並みが遅おくれていた。

　新しく設けられた展望台へあがると、そこには分厚く絨じゆう毯たんが敷しかれ、運び込まれたテーブルの上には酒しゆ杯はいやオードブルが並べられている。

　つい先ほどまで、ここで華はなやかな落成記念パーティが催もよおされていたのだ。

　だが絨毯の上に、壊れた食器や料理が踏ふみ荒あらされているところを見ると、この騒そう動どうで招待客たちは慌あわてて下へと降りていったようだ。

　壁のほとんどを占めているガラス戸に激しく突とつ風ぷうが吹きつけ、破壊音に冬馬ははっと顔をあげた。

「夏祈兄さん！」

　夏祈の姿を捜して叫ぶが、吹きつける突風に一いつ瞬しゆん呼吸ができなくなる。

　どうやら鎌鼬が起こす風だけではなく、高所でガラスが割られたことで、強風が吹きこんでいるようだ。

　冬馬は慌てて階段の手すりを握にぎりしめると、階下に向かって叫さけんだ。

「理津、佳乃子さん！　ここは風がひどい。これ以上はあがってくるな」

　冬馬は身を低くすると、手すりや床ゆかに手を這はわせ、広間の奥へとつき進む。

　風に飛ばされる瓦が礫れきやガラス片へんから目をかばいつつ、冬馬は顔をあげた。

　ひときわ明るく光が差しこむ窓を背にして、予想通りの男の姿がある。

　展望台に据すえつけられた手すりにもたれかかるようにして、ステッキを手にした英国紳しん士しが立っていた。

　落成式という場にふさわしい品のあるフロックコートを身につけ、立ち襟えりのシャツにアスコットタイを合わせている。長身と釣つり合いのとれた肩かた幅はば、整って貴族然とした面おも立だちはほんのり笑みを浮かべて冬馬を見つめた。

「……ライズワルド……お前は、何者なんだ？」

　最上階である展望台は壁へき面めんの全すべてに、バルコニーが設けられ、巨きよ大だいなガラスで覆われていたが、その半分ほどが割れて破は壊かいされていた。

　遮さえぎるもののない空間に、いっぱいにとりこまれる午後の日差しにライズワルドの紫むらさきの瞳が不ふ吉きつに色を明るくした。

「私が……何者か？　それは君が一番よく知っているはずだが──」

「……？」

　相手が口にする言葉の意味がつかめず、冬馬は千春にちらりと視線を向ける。

　しかしライズワルドのことを調べ回っていた千春にも、目の前の男が口にする内容はわからないようだ。

　いまはライズワルド当人のことよりも、そのそばに低く倒たおれている人ひと影かげが気になった。

　長い髪がばらりと乱れたイナサは、先ほど宙を駆かけていた巨大な獣けものの姿ではなくなっている。

　しかし黒々と闇やみを埋うめこんだ瞳には感情が見えず、まだ正気に戻もどってはいないようだ。

　ずたずたに裂さけた布をあちこちにまとった体は、がっしりと力強さを見せていた。

「イナサ！　こっちを見ろ！」

　そう叫び、正面に対たい峙じしているのは夏祈だ。

　シャツの袖をめくりあげた夏祈の両りよう腕うでは、肘まで切り裂さかれ血に染まっている。

　だがイナサは相手が誰だれであるのかわからないのか、いまだ長く伸のびた犬歯をむきだしにして、不快そうに唸うなりをあげた。

　その前腕にくっきりと浮きあがっているのは、躍おどる炎ほのおを象かたどったような痣あざだ。

　いまやそれは真っ赤に色を変え、イナサが腕うでを振ふりあげると、空間を切り裂く刃やいばと化した風を生み出す。

　間かん髪はついれず、空気をすくいあげるように夏祈が腕を斜ななめ上へと振り上げた。

　ゴウゥッ……　激しく風がぶつかりあい、渦うずを巻いて周囲の瓦礫を吹ふきあげる。

　欠片かけらで頰ほおを傷つけられながらも、夏祈はひるまずイナサが叩たたきつける風を殺しつづけた。

「ライズワルド侯こう爵しやく……貴方あなたは悪あく魔ま崇すう拝はい者なのか？　悪あく魔まと契けい約やくを？　人ならぬ命を得てこの帝てい都とでなにを企たくらんでる」

　千春の問いかけに、ライズワルドは「間の抜ぬけた質問だな」とため息をつく。

「私がなにを望むか？　人々の欲よく望ぼうとそれが招く惨さん憺たんたる結果。死と混乱、それに怯おびえる恐きよう怖ふをなによりも味わいたい」

　饒じよう舌ぜつになる声は、心からそう願わずにはいられない男の残ざん虐ぎやくな本ほん性しようをあらわにしていく。

「騙だまされ、欺あざむかれ……人が互たがいを陥おとしいれる。憎にくしみを交かわし合い、無む為いな戦いくさを繰くり返し、莫ばく大だいな犠ぎ牲せいを我々に捧ささげてきた。私が何者か教えてやろう。自ら暗黒に魂たましいを差し出すがいい」

　その言葉は、悪魔崇拝者のものではなかった。

　自らが死と破壊を欲ほつし、闇と苦痛をもたらし、恐怖で支配することこそが存在理由。

　それを異国の人々は、悪魔と呼んだのではなかったか。

　軽く顎あごをあげたライズワルドは、冬馬と向きあいながら別の存在に語りかけていた。

「九尾……お前はこの男を知ってるんだな……」

　つぶやくと、脳のう裏りに聞き慣れた声が響く。

《　確かにそこのケチな悪魔とは、古い因いん縁ねんがあるな　》

「…………悪魔」

　これまで自分や千春が目にしてきた事件では、悪魔崇拝者の存在に触ふれられることはあっても、悪魔そのものについては言げん及きゆうされていなかった。

　悪魔の存在を公式に認めぬまま捜そう査さする特務省によって、隠かくされてきたのだ。

　政府や特務省が悪魔が実在することを認めれば、経済や国交のあらゆる面に混乱を招くことは必至だ。

　冬馬は右目がうずき、熱を帯びるのを感じた。

　一瞬、光が取り込まれすぎ、まぶしさに視界がぼやけたが、すぐにきゅうっと焦しよう点てんが引き絞しぼられる。

　ライズワルドは、喉のどを小さく鳴らして笑うと、ステッキでイナサの背を突つく。

　イナサは怒いかりもあらわに上体をねじって歯をむくと、ライズワルドの持つステッキを握り抗あらがった。

　しかし、せせら笑うライズワルドのステッキの先は、ためらいなくイナサの背に突き刺さされ、うなり声をあげさせる。

「イナサ！」

　叫び、飛び出そうとする夏祈を制するように、ライズワルドが手を突き出す。

　その瞳ひとみはすべて漆しつ黒こくに変化し、唇くちびるが大きく裂けてめくれあがると、長い舌がちらりとのぞく。

「この国の物の怪けはじつに憐あわれなことだ。この鎌鼬を探し出すにも、ずいぶんと苦労したものだ。なにしろ、見み世せ物もの小屋にいたものの大たい抵ていは、半端な作り物のまがい物だ」

　ライズワルドがもう片方の手で、ステッキの握りを叩くと、イナサは見えない手に押しつぶされるように床に押しつけられた。

　その傷口から流れ出る血にライズワルドが指をひたす。

　むきだしになっているイナサの背に、血で逆五ご芒ぼう星せいを描えがきだした。

「ぐっ……、ふうぅぅ……ルゥアァ……」

　人の姿を取り戻していたイナサが、再び鼻先や唇を変化させ、両腕に鋭するどい爪つめが伸びる。

「やめて!!」

　高い声が聞こえ、冬馬は背後の階段から佳乃子が姿を見せたのに気づいた。

「佳乃子さん」

　とっさに冬馬は階段の方へ駆け寄ると、佳乃子を背にかばう。

「ほほぅ。やはり『贄にえの乙女おとめ』の姿もあったか。帝都でこの香かおりをかいでから、忘れた日などなかった。だがすでに、九尾が『贄の乙女』を見つけ出していたとはな」

　それが冬馬と自分に向けられた言葉だと気づき、佳乃子は怯えたように身を引く。

　ライズワルドは宙に鼻をうごめかせると、満足げな笑えみを浮うかべた。

「そうだ……この香り、ほんのわずかなものだというのに、力が満ちるのがわかる」

　深く息をつくライズワルドを包む影かげが、ざわりと濃こく変化する。

　展望台に満ちている空気が、重たくまといついた。

　いまやライズワルドは人を象った入れ物に宿る、まったく異質な存在だと実感できる。

　この世にあらざる者、人の魂を持たぬ者だ。

　憑つき物を持つ身であろうと、人間である冬馬たちとは決してわかり合うことはない。

「ここは楽しい遊ゆう戯ぎ場だ。この歓かん楽らくの街にある、浮かれた華やぎと下世話な欲よくを求めて、人々が集まる。人間おまえたちの欲望が重なり、澱おりが生まれているのだ。だが、私の力を完全に満たすには、『贄の乙女』の存在が必要になる」

「……なんのこと、『贄の乙女』？」

　不安げにつぶやく佳乃子の手を、冬馬が振り返らないままつかむと「理津、彼女を頼たのむ」と告げた。

　理津は返事をするよりも早く、佳乃子の手を強くつかみ身をひるがえす。

　その身を抱かかえあげると、飛び降りる勢いで階下に消えた理津に、佳乃子が小さく悲鳴をあげるのが聞こえた。

《　これでよい　》

　佳乃子の無事を確かめたのを最後に、完全に九尾のものへと変化した声こわ音ねと金色の双そう眸ぼうに、千春が問いかける。

「お前は、ライズワルドを悪魔と呼んだけど、なにを知ってる？」

　冬馬に宿った九尾は、侮ぶ蔑べつのこもった視線をライズワルドに向けて語った。

《　この悪魔は十七年前に、赤枝景護が仕留めようと追っていた奴やつよ。だからこそ、景護は我の力を求めた　》

　思わぬところで父親の名前を聞かされ、千春は黙だまったまま九尾を見つめた。

「父が……お前の力を？」

《　そうだ。陰おん陽みよう寮りようが解体され、守護を欠いたこの国は、物の怪である我の存在を求めた。無論、異国の奴らに好きにされたのでは、我らも愉ゆ快かいではない。憐れな負け犬が……まだ生きていたとはな……　》
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「ふん、憐れはどちらだろうな。私は再びこの地を踏ふんだ、あらゆる魔まを従えてみせよう」

　ライズワルドはイナサからステッキを離はなすと、その先せん端たんを九尾に向かって突きつける。

　じつに嘆なげかわしいと残念がるライズワルドの言葉に、千春は問いたげに九尾の顔を見た。

《　十七年前と同じだ。悪魔こいつは力を求めてこの地へきた。この国の物の怪を支配し、自らの力にするために　》

　九尾の言葉に、ライズワルドは酷こく薄はくな笑みを浮かべ顎をあげると、イナサの背に描いた逆五芒星をステッキで突き、ガラスが大破した壁へき面めんを指した。

「『贄の乙女』を追え！　その花の香りを求めるがいい」

　ふたたび巨きよ大だいな獣けものの姿となったイナサは、吠ほえ声を絞り出すと、窓の外へと飛び出していく。

　すぐに激しい突とつ風ぷうが塔とうをとりまいたかと思うと、階下のガラスが割られる音が聞こえた。

　階下へと逃にがしたはずの佳乃子を追って、鎌かま鼬いたちが再び凌雲閣に入りこんだのだろう。

「さて、私も近くで楽しませてもらおう」

　ライズワルド自身がバルコニーに踏み出すと、空が急速に陰かげる。

　割れた窓に向かって飛来したのは、目にしたこともない巨大な蝙蝠こうもりだった。

　ライズワルドは蝙蝠の足をつかみ、ふわりと自らも宙に足を踏み出す。

　ぐんと大きく落下すると、その先でばっと黒い影に変じ、一気に霧む散さんした。

　あとを追おうと、夏祈が両りよう腕うでを床ゆかについたところで、冬馬の腕うでがその肩かたを引く。

　金色の双眸は、左目だけが不安定に黒く揺ゆれる。

　冬馬と九尾の意識がせめぎ合うなか、冬馬はめまいを堪こらえて夏祈の前に立ちはだかった。

「邪じや魔まをするな！」

　夏祈はきつい口調で言い放ったが、冬馬も引き下がらない。

「九尾、契けい約やくを──」

「やめろ。お前に借りをつくるつもりはない」

　その言葉に、冬馬ははっとして夏祈を見た。

「子供の頃ころからずっとそうだ。お前を前にすると、いらいらして嫌いやな気持ちになる。昨夜から考えたよ……どうしてなのか……」

　厳しい言葉とはうらはらに、夏祈の顔に浮かんだ怒りは冬馬に向けられたものではない。

「僕は知ってる。冬馬……赤枝家にあって、お前だけは憑き物筋の家系じゃない。赤枝景護あの男が求めて探してきた、九尾のための憑巫よりましで生け贄だ」

　冬馬はただ黙って夏祈の言葉を受けとめた。

　冬馬自身、兄弟たちがどこまで自分と九尾のことを知っているかはわからない。

「昔から、お前を見るたび思ってきた……お前が特別扱あつかいされるのは、可哀かわい想そうな子供だからだと」

　夏祈はひどく顔をしかめ、意地悪く笑おうと唇をつりあげかけて失敗した。

　そんな夏祈の表情に、幼い頃のいら立ちを必死に押し殺していた姿がよみがえり、冬馬は懐なつかしさを覚える。

「僕は、可哀想なんかじゃないよ」

　自分でも意外だったが、冬馬は小さく微笑ほほえんでいた。

　──変だな。いま、そんなときじゃないのに……夏祈兄さんの言葉にほっとしてる。

「いつだって、僕は自分がしたいと思ったことを選んでる。ここにいることも、今日舞ぶ台たいにあがったことも」

「彼女のため……か」

　夏祈の問いが佳乃子のことを指していると気づき、冬馬はわずかにうなずく。

「九尾は僕に宿ってる。だから九尾の力をどう使うかは、僕が決める……」

「イナサのことは、お前に関係ない！」

　声を荒あらげる夏祈に、冬馬はぎゅっと口元を引きしめた。

　いつのまにか、身のうちに湧わいてくる力がある。

「関係なくない。イナサさんは、僕の兄さんの友達だ……絶対に、夏祈兄さんに友人を傷つけさせたりしない」

　夏祈の傍かたわらにいる千春に冬馬は頼んだ。

「千春兄さん、このままふたりとも凌雲閣を出て、佳乃子さんの無事を確かく認にんしてほしい」

　この場で怪我けががなく、落ち着いている千春は「わかった」とうなずくと、夏祈の背を押して階段へと促うながす。

　冬馬はすっと息を整えると、胸の内で九尾の名を呼ぶ。

　いまここに理津がいれば、絶対に九尾との契約を許さないだろうとわかっていた。

　次に契約を交かわせば、四回目だ。残された契約は、片手の指の数だけになる。

　そのすべてが尽つきたときに、自分の命は九尾に食くらわれ糧かてとなるのだ。

　──だけど、心は決めてる。彼女に出会った日からずっと……。

「九尾、契約を成せ！」

　口にすると、冬馬の両目が金色に変化し、瞳どう孔こうが縦に長くなった。

　炎ほのおが身の内から生まれ出るように、ゆらめく光が冬馬の全身を包みたちのぼっていく。

　だがその感覚は微び妙みようにいつもと違っていた。

　──なんだ……赤い霧きりみたいな。

　常とは違い、冬馬の脳のう裏りに流れこんでくる景色がある。

　真っ白な雪原に、つづく足あし跡あと。

　記き憶おくにあるのは幼い頃、佳乃子と出会った日のことだが、目の前に見えるのは大人の足跡だ。

　赤い液体を吹ふきつけられて描えがかれた花のような模様。

　そこから伸のびている足跡は、雪深いなかをさまようようにつづいている。

　視界は高く、自分が幼い頃の眺ながめだとも思えない。だが、一心にその足跡を追っている自分に、苦しげな女の声は告げた。

「私を、殺しなさい。いますぐ……ここで」

　芯しんの強い、迷いのない声に告げられる。だがこの光景を見ている者は、迷うことなく行動したようだ。二度目の赤い霧に視界がふさがれる。

　鼻び[image: ]こうに広がるむせるような血の匂においに、冬馬は苦しくなり目を閉じた。




　懐ふところから手をするりと抜ぬくと、そこには緋ひ色いろの扇おうぎが握にぎられている。

《　邪魔だ、鎌鼬の小こ僧ぞうはさがっておれ　》

　冬馬の口を借りてそういうと、九尾は右手をすっと横ざまに振ふりあげ、緋色の扇をすらりとひらく。

　はだけた着物の胸むな元もとに、ひきつれて大きく走った傷きず跡あとが三本。

　まるで獣のかぎ爪づめで引き裂さかれたかのような傷口に、さらに新たな赤い傷がうまれる。

《　どれ、愚おろか者どもの祭のはじまりよ　》

　九尾は素す足あしがガラス片へんを踏むのも気にせず、バルコニーに出るとそのまま宙に身を躍おどらせた。
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　佳乃子は理津に連れられて、凌雲閣を駆かけ下りていく。

　その背中を、獣に姿を変えたイナサが荒あれ狂くるって追ってくる恐きよう怖ふに、足がもつれそうになる。

　刃やいばと化した風が窓を粉ふん砕さいして迫せまる恐怖に、幾いく度ども悲鳴をあげた。

　巨大な鎌鼬は瞬またたく間に迫り、正気を失ったイナサが鋭するどい爪を佳乃子に向ける。

　理津が素早く抜ばつ刀とうすると、冷たく光る切っ先をつきつけた。

　佳乃子は階段から転げ落ちないように、壁かべに背をつけて叫さけぶ。

「イナサさん！　やめて。……こんなこと、あなたが望んでるはずないって知ってます!!」

　自分に向けられた声に、イナサは飛びかかる衝しよう動どうを堪えるように喉のどを鳴らしていたが、背に血で描かれた逆五ご芒ぼう星せいが痛むのか、苦しげに身をよじらせる。

　長い尾おで激しく壁を打つと、大きく身をひるがえし、佳乃子がいる真向かいの窓を破り飛び出していった。

　自分の言葉を聞き入れてくれたのかと佳乃子が茫ぼう然ぜんとしていると、破られた窓の外に視線を向けた理津が顔をしかめる。

「冬馬……まさか、九尾と契約を……」

『契約』とつぶやいた理津の口調が気になりながら、佳乃子も割れた窓に近づくと、全身を淡あわい光に包まれた冬馬が、光の尾を引いて宙を降りていく姿があった。

　手にした緋色の扇と、着物の襟えりからのぞく肌はだに流れる赤い血に気づく。

「冬馬さん!?」

　──いま、理津さんが契約っていってたけど、それって九尾と冬馬さんの間でのこと？

「理津さん、前に冬馬さんが九尾に意識を奪うばわれたときにも、胸に怪我をしてました……それに、もっと古い大きな傷跡もあって……九尾と契約ってどういうことなんですか？」

　しかし佳乃子の問いに、理津は厳しい眼まな差ざしを返す。

「それは君が──」

　口をひらきかけて、いったん感情を押し殺すように理津は口を閉とざす。

「冬馬は、あいつだけは赤枝家のなかで特別だ。冬馬と九尾の関係は、家筋による憑つき物じゃない。あいつが九尾としている契約については──」

　苦しげに口にして、理津はぐっと口をつぐんだ。

「詳くわしくは本人に聞けばいい。これは冬馬自身が決めることだ……」

　自分から話すつもりはないという理津の態度に、佳乃子は唇くちびるを嚙かむ。

　だが日ひ頃ごろあまり感情を乱すことのない理津が、一いつ瞬しゆんだけみせた激情と言葉に不安にさせられる。

　ライズワルド侯こう爵しやくが人間ではなかったのだという事実にも、佳乃子は衝しよう撃げきを受けていた。

　──あんなに大きな商売をしている人が、悪あく魔まだなんて……。

　悪あく魔ま崇すう拝はい者が起こす事件も恐おそろしかったが、なにより恐こわいと感じたのは、人々が悪魔と呼ぶ者が社会に溶とけこみ、自分たちの隣りん人じんのような顔をしていることだ。

　重苦しい空気のなか、ふたりがようやく階段を下り終えると、凌雲閣の外は騒そう然ぜんとしていた。

　建物の三階近くの外がい壁へきに、鋭い鎌かまのような爪をくいこませ、鎌かま鼬いたちは頭を下に長い胴どう体たいと尾を天に向け、威い嚇かくするようにゆらめかせている。

　いまやその首もとの房ふさ毛げには大きく血がにじみ、鋭い爪のいくつかが無残に折れていた。

　向かいあっているのは、九尾に意識をのっとられた冬馬だ。

《　我に逆らおうとは、愚かしいが。なにより惨みじめなのは、腐くされ悪魔に無様な印を刻まれるなど……　》

　瞳ひとみをらんと鋭くし、九尾を宿す冬馬が舞まうように扇を操あやつると、その背後にゆらめく光がいくすじも生まれる。

　周囲の状じよう況きようはさらに混乱していた。

　凌雲閣にいた人々は避ひ難なんし、一時的に無人になったのかと思われたが、この騒そう動どうに駆けつけた警官と、将校姿の男達が十数人。以前話に聞かされた、理津と同じ特務省の者たちだろう。

　誰だれもが腰こしに軍刀を差し、銃じゆうを構える姿もある。

「撃うつな！　一いつ般ぱん人が多い場所だ。まだ凌雲閣内部の避難も確認されていない」

　理津が機転をきかせ叫び、さらに佳乃子がそばにいることに配はい慮りよしたのか、構えられていた銃が下ろされる。これでイナサに向かって発はつ砲ぽうすることは避さけられそうだ。

　だが、鎌かま鼬いたちの姿をしたイナサは空気を震ふるわせて吠ほえると、折れた鎌のある四し肢しで宙を駆ける。

　途と端たん、激しい暴風がうずまくように生まれ、誰もが息もままならない風に翻ほん弄ろうされる。

　それに対たい抗こうするように、人とは思えぬ跳ちよう躍やくを見せた冬馬が、かろやかに扇を返した。

　襲おそいくる風は、緋色の扇に操られ、糸が縒よりあげられるように細く強く変化する。

　それは炎をまとった槍やりへと形を変えると、イナサの喉のど元もとを貫つらぬこうとしていた。

　吹きつける砂さ礫れきから目をかばいつつ、佳乃子ははっとして叫ぶ。

「いけない！　やめて、イナサさんを殺さないで」

　佳乃子の声に、九尾が宿る冬馬の肩かたが揺ゆれた。

「そんなこと、冬馬さんが絶対に……許さないわ」

　力がこめられた言葉に、放たれた炎の槍は形を失い、半はん端ぱな威い力りよくでイナサの体を弾はじき飛ばす。

《　ち、小こ娘むすめがよけいなことを　》

　忌いま々いましげにつぶやいて、九尾は往来に倒たおれて転がったイナサを追い詰つめる。

　激しく体を打ち付けたのか、気を失いだらりと伸びた手足は、徐じよ々じよに萎い縮しゆくするように形を変え、全身を覆おおう毛がうっすらと消えていく。

「イナサ！　しっかりしろ」

　将校たちの手前にいた夏祈が、千春の制止を振り切って駆け出した。

　だが、九尾は夏祈の真正面に腕うでを突つき出し、行く手を阻はばむ。

「どけ、邪じや魔まをするな」

　その腕をはらい落とそうとしたが、夏祈の力ではびくともしない。

《　無む駄だだ。この物の怪けは、もう悪魔の穢けがれを受けている。支配を解くには、こやつの命そのものを絶つことで、憑き物と分ぶん離りするしかなかろう　》

　九尾の言葉に、佳乃子は千春を振り返る。

　他ほかに手立てはないのかと、助けを求める気持ちで千春を見つめた。

　しかし千春の眉まゆが痛みをこらえるように寄せられたのを目にして、佳乃子はイナサと九尾、そして夏祈のことを思った。

　──そんなことになれば、イナサさんが大事にしてる人が、悲しむに決まってる。イナサさんの背中にある、赤い逆五芒星が原因なんだとしたら……。

　なんとかして、この場からイナサを助け出さねばならない。九尾がいう悪魔の印を取り除く方法があるはずなのだ。

　踏ふみ出そうとした佳乃子の肩を、ぽんと叩たたく手がある。

　驚おどろいて振ふり返ると、いつのまにこれほど近くに人がいたのか、見たこともない人物が立っていた。まったく気配を感じさせずに背後に近づいていたのは、法ほう衣え姿の男だった。

　深い墨すみ色いろの法衣に身を包み、編あみ笠がさの下からのぞく顔立ちは、風雪にさらされた石のように険しい。

　イナサとにらみあう、冬馬の姿を見つめるその眼光がさらに鋭くなった。

「あの鎌鼬……異国の異形の仕し業わざか」

　つぶやくと、手にした錫しやく杖じようをじゃらりと鳴らし大地を突く。

　フッと一いつ拍ぱく、呼気の音をたてると、低い声が真言を唱えはじめた。

「オン・キリキリ　ハラハラ　フダラン……」

　すると冬馬の体が一瞬にして強こわばったのがわかり、倒れているイナサから弾かれるように後ろに飛ぶ。

　法師は草ぞう履りを履はいた足をすっ、すっと進め、イナサの手前で膝ひざをついた。

　さらに詠えい唱しようする呪じゆ文もんを早め、懐ふところから取り出した護ご符ふをイナサの額に押しつけると、力強く錫杖を二度、三度と鳴らした。

　特務省の人間たちは、法師がただ者ではないと気づいているのか、警けい戒かいしながらもその行動を制止するそぶりはない。

「…………ハヤフキコンダリ　イセノカミカゼ　オン・アビラウンケンソワカ！」

　低く流れるように延々つづいていた呪文が力強く途と切ぎれると、イナサの額に置かれた護符が、紫むらさき色いろの炎ほのおを揺らめかせて燃えあがった。

　驚いて息を吞のんだ佳乃子は、頭上でばさっと大きな羽ばたきがするのを感じる。

　空を見上げると、巨きよ大だいなふたつの影かげが高く飛ひ翔しようしていくところだった。

「奴らは逃のがしたか……相変わらず、特務省も無能なことだ」

　法師が忌々しげに口にした言葉と自分に注がれる視線に、佳乃子はどことなく恐いものを感じる。

「イナサ！」

　夏祈の声が聞こえ、自分の前を理津が駆かけていくのが見える。

　その先で、イナサのそばに膝をつく冬馬の姿が見えて、佳乃子もすぐに駆け寄った。

「誰か、救護の者を。怪我けが人だ」

　理津がきびきびと声を上げると、将校姿の人間が数人近づいてくる。

　夏祈に抱だき起こされたイナサが、うっすらと笑えみを浮うかべたのがわかった。

「僕が……わかるか？」

「……短気で照れ屋で、お人ひと好よしすぎる幼なじみ」

　答えたイナサを夏祈は軽くこづいた。

　そして包囲するように、イナサに近づいてくる将校たちに表情を硬かたくする。

　この騒さわぎで『切り風』の正体がイナサだということがわかった以上、特務省に連れて行かれることになるのだろう。

　上着を着せかけられたイナサの横で、夏祈や千春が今回の状況について説明をしているのか、将校に話しかけているのが見える。

　すると、佳乃子の隣となりに立つ理津が口をひらいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。彼は重要参考人になるが、特務省は悪魔の存在を否定しない。調べは慎しん重ちようにされるし、彼にだけ不利になることはないはずだ」

　理津の言葉に、佳乃子はほっとして体の力が抜ぬけた。

　隣にいる冬馬も安あん堵どの息をつく。

　連れていかれるイナサを見送る冬馬の瞳は、いまはもういつもと変わらぬ濡ぬれた黒い色を取り戻もどしているのがわかった。

　その横顔がくるりとこちらを向いて、「佳乃子さん、怪我けがはしてない？」と問いかけられる。冬馬に腕うでをとられて向き合うと、佳乃子はつい声を荒あらげた。

「冬馬さんこそ！　あんなに無茶なことして…………それに胸のところ、怪我を？」

　救護の人間がいるのならば、ここにもきてもらうべきかと佳乃子が振り返ろうとすると、理津に肩をつかまれた。

「冬馬の怪我は俺が見る。他の人間には知らせなくていい」

　ただならぬ厳しさをにじませる声こわ音ねに、先ほども理津が口にしていた九尾との契けい約やくが気にかかる。

「冬馬さん……九尾との契約ってどういうこと？　その怪我はイナサさんが原因じゃないんでしょう」

　九尾の持つ力やその言動から、特別に力が強い物の怪なのだと佳乃子は感じていた。

　自らの体に宿らせて力を使っているのだと思うと、冬馬自身に悪い影えい響きようがあるように思えて、不安がわきあがってくる。

　問いただそうとする佳乃子に、冬馬は「うっ」と息をつめ、胸を押さえてうつむく。

　傷が痛むのかと慌あわてて冬馬の肩を支えたが、どことなくその視線が自分からそらされている気がした。

　──まさか、冬馬さんったらごまかそうとしてる？

　先ほど自分で冬馬に聞いてみろといった理津も、いまは尋たずねるだけ無駄だと言いたいのだろう。佳乃子に諦あきらめろと目配せすると、冬馬の腕を取って立ち上がらせる。

「冬馬、通りまで歩けそうか？　これを着ろ、肩を貸してやるから」

　理津は自分の上着を脱ぬぐと冬馬の着物ににじんだ血を隠かくす。そして千春を呼び、すぐに赤枝家に戻るための車の手配を頼たのんだ。

「冬馬さん。なにを隠してるの？」

「隠してなんかない。……さっきの騒そう動どうで怪我をして痛むだけだよ」

　怪我は本物に違ちがいない。ガラスで切ったのか、履き物を無くした裸足はだしの足まで血に濡れている。

　佳乃子はそっと冬馬の腕に触ふれた。

「もちろん、傷の手当てが先よ。ただ……心配で」

「うん、わかってる。ありがとう」

　冬馬のかすかな笑顔に、佳乃子は思い出した。

　──そうだった。九尾との詳くわしい話は、冬馬さんが話す気になってくれるまで待つって、私自分でいったんだもの。冬馬さんを困らせたいわけじゃないのに。

「でも、夏祈さんに辛つらい思いさせなくて良かったね。冬馬さんもイナサさんも、怪我はしたけど無事だったもの……」

　安心したと口にしかけて、こちらに近づいてくる人ひと影かげに気づく。

「父さん……!?　どうして、ここに」

　佳乃子があげた声に、冬馬も理津も、通りから戻ってきた千春も驚いている。

　数日前に、浅草で見かけた父に似た人影は、見み間ま違ちがいではなかったのか。

　電報ですら居場所を知らせなかった父親が、なぜ浅草にいるのかはわからない。

　佳乃子は小走りに父親に駆け寄ると、消えてしまわぬようにと羽織の袖そでをぎゅっとつかむ。

「父さん、一体どういうことなの？」

　問いかけて、その顔色がひどく悪いことに気づく。

　数日ぶりに会えたというのに、なにかを思い詰つめるような、ずいぶんと硬い表情を浮かべている。

　だが、徐じよ々じよに辺りは野や次じ馬うまに取り囲まれ、カメラを構えた人間や記者が集まり始めていた。

　佳乃子は父親と詳しい話もできないまま、冬馬にうながされて迎むかえの車に向かう。

　千春と夏祈を先頭に、冬馬や理津と歩きながら、佳乃子は父親の姿を目で追う。

　そして周囲を見ると、いつのまにか法師が姿を消していることに気づいた。

　まるで影のようにあらわれて悪あく魔まを撃げき退たいした法師は、現実のものではなかったように思えてくる。

　──あの人、何者だったのかしら。逃したっていってたけど、ライズワルド侯爵の正体を知ってるってこと？

　車に乗りこんでなお捜してみたが、法師の姿を見つけることはできなかった。
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　佳乃子たちが赤枝家に戻ると、それぞれが疲つかれた面おも持もちで車を降りた。

　門をくぐり、庭を歩いていく途と中ちゆう、佳乃子の隣にすっと歩みを寄せたのは夏祈だ。

　いつもは近づくと嫌いやがられるだけに、佳乃子は焦あせって視線を泳がせてしまう。

「舞ぶ台たいを見た。ずいぶんとハンサムだったな」

「えっ、あ……あの、はい！　ありがとうございます」

　夏祈からの思わぬ言葉に、佳乃子は後ろで結ゆわえたままの髪かみに触れ、ズボンを身に着けていることを思い出す。

「前に、君にいったことを撤てつ回かいする。家族だからとか、そうじゃないとか関係ない」

「……夏祈さん」

　その言葉を聞きながら、佳乃子はイナサのもとへと駆けていった夏祈の姿を思い出していた。

　──ひょっとして、イナサさんが話してた人って夏祈さんのことなのかも？

「舞台を見て感じた。冬馬はずいぶん変わったって……それはきっと佳乃子さんの影響だ」

「私……ですか？」

　迷めい惑わくだと思われていないだろうかと佳乃子が不安に思うと、夏祈は初めて見せる微笑ほほえみを浮かべる。

「おかげで僕も、変わるべきなんだって……そう思えた」

　まっすぐに向けられる視線に、佳乃子は心が温かく満たされた気持ちになった。

「佳乃子さん、これからも冬馬や、僕たちといてほしい」

「はい！」

　夏祈からの言葉だと思うと嬉うれしくて、力をこめて返事をした佳乃子だったが、はっと我に返る。

「……あの、すごく嬉しいです。ただ夏祈さんは、私が近づくのが苦手だって……」

　それは改善されたのだろうかと佳乃子が問うと、夏祈の視線が逸そらされる。

「いっておくけど、君本人が苦手ってことじゃない。僕の体質と君の香かおりの相あい性しようなのかもしれないけど、ひどく落ち着かなくなるから……それで、つまり苦手なんだ」

　きまりが悪いぶっきらぼうな口調で、語ご尾びが小さくなる夏祈に、思わず佳乃子のほうが照れてしまう。

「それでも、嬉しいです」

　すると夏祈はいつものように、ふんと息をついてきびすを返すと、先を歩いていた冬馬に追いつき肩かたを叩たたく。振ふりむいた冬馬の驚おどろいた顔に、佳乃子まで緊きん張ちようする。

「その傷……イナサにつけられた傷なら、これが早く効くはずだ。使え」

「あ、ありがとう」

　冬馬が渡わたされたのは、小さなアルミ缶かんのようだ。

　蓋ふたをあけてなかを確かく認にんした冬馬が「軟なん膏こうだ」とつぶやくのに、後ろから近づいた千春が顔を輝かがやかせてのぞきこむ。

「鎌かま鼬いたちのお手製軟膏なら、伝説の稀き少しよう品だって聞くよー。あとで見せて！」

　ほんのわずかなやりとりだったが、ふたりの間にあった空気は確かに以前と違っていた。

　夏祈と冬馬はもう大だい丈じよう夫ぶだという気持ちになり、佳乃子はそっと笑えみを浮うかべる。

　母おも屋やの玄げん関かんには思わぬ人の姿があった。

　夏祈のカフェーにいるはずの真知花だ。朱しゆ色いろ地にツワブキ柄がらの着物に、浅黄色のショールを慌てて引っかけてきたのだろう、肩からややずり落ちている。

　小走りに駆かけ寄ると、心配そうに夏祈を見上げて話しかけるのが見えた。

　ところどころ聞こえてくる会話から、真知花もイナサと知り合いらしいとわかる。

　──真知花さんも、イナサさんの憑つき物のこと知ってたのかもしれない。

　夏祈の無事を確認して安あん堵どしたようすの真知花は、またすぐに店に戻もどるようだ。

　玄関を入ると、理津が冬馬の傷の手当てをすると告げ、薬箱を取りに冬馬を連れて奥へと入っていく。

　佳乃子はいったん離はなれに戻ると、花小こ紋もんが散った銘めい仙せんに着き替がえ、顔を洗あらい髪かみをとかす。

　着替えてみると改めて、男性の洋装は動きやすいものだったと、いまさらながら実感した。

「夏祈さんに、ハンサムだなんていわれちゃった」

　それは妙みようにこそばゆくも嬉しかった。舞台用の化け粧しようを落とすのには手間がかかり、身み支じ度たくに時間がかかってしまう。

　そして舞台衣装を畳たたむうちに、気がかりが浮かんできた。

　──小万記さんや他ほかの劇団の人も……無事に避ひ難なんできたかしら。舞台が……金糸雀カナリヤ館も壊こわされて、劇を最後までできなかったのがすごく残念。

　あれほど練習した舞台を最後までやり通したかったという気持ちと、今後『流星の乙女おとめ歌劇団』がどういった扱あつかいをされるのかと思えば心配になる。

　佳乃子が不安にかられながら座ざ敷しきへ戻ると、そこには深左緒の姿があった。

「すみません、お待たせいたしました。あの……父さんは？」

　座敷には深左緒がひとりであると気づき、佳乃子はわずかに首を傾かしげる。

「お父上は少々疲れ気味のようだから、部屋で休まれるそうだよ。私もまた後日改めて話を聞くことにする」

「本当に、ご心配をおかけしてすみませんでした」

　慌あわただしく身支度をしていた佳乃子は、隣りん室しつで父が休んでいることに気づかなかったようだ。

「なに、謝ることはない。無事に戻ってこられて良かったね。ところで、佳乃子さんは怪我けがをしたりしていないか？」

「はい、私は大丈夫です。冬馬さんや理津さんがいてくださいましたから」

「まさか、このところ事件を起こしてた『切り風』が鎌鼬だったとは……。理津君に聞いたよ、特務省に連行されたのが、夏祈と同郷の人間だと」

　深左緒の言葉に、佳乃子は慌てて声をあげた。

「あの騒さわぎは、イナサさんの意志じゃありません。悪魔が……」

　そう口にしかけて、いまもまだライズワルド侯こう爵しやくが人ではないということが信じられない。

　深左緒も現場の状じよう況きようについてある程度聞いているのか、その声こわ音ねは落ち着いている。

「詳しよう細さいな取り調べは特務省が行うと聞いた。赤枝家の人間があれだけ現場に居合わせたのだから、彼にだけ不利になることはないだろう」

　冬馬の父である赤枝景護は、特務省設立に一役かった人物だ。その親族である人間の言葉があれば、一方的な取り調べにはならないだろう。

　ほっとした佳乃子に、深左緒が明るい口調で告げた。

「そうだ、浅草を離れる途と中ちゆうで、劇団を主しゆ宰さいしている白萩小万記さんにお会いした」

「小万記さんに……良かった、無事に逃にげられてたんですね！」

　その言葉に、深左緒はうなずくと感心したようすで顔をあげる。

「今日は舞台が途中になってしまって、実に残念だと話したら喜んでいたな。それに佳乃子さんも、舞台がとても楽しかったみたいだね。冬馬も……あの子が人前であれほど堂々と演技できるとは思わなかった。今日の思い出は永久保存ものだな」

　満足そうな深左緒の声に、佳乃子はぱっとひらめいた。

「いまは若い人にも歌劇はすごく人気があって、活気づいてるんですよ」

「そのようだね。劇場には女性だけのお客も多くて驚かされた」

　久々に劇場に足を運んだようすの深左緒に、佳乃子は勢いづく。

「なのに、あの金糸雀館をはじめ、この頃ごろ浅草に海外企き業ぎようばかりが後こう援えん者として入ってきて、予定を押さえられたりするから、日本の劇団や役者は資金面での苦労も多いんです」

　深左緒は「あぁ」とうなずいた。

「あの辺りは、広告や看板もいたるところに海外資本の名前ばかりだった」

「小万記さんは、歌劇界でも常に新しいことに着目できる人です。脚きやく本ほんの選び方も、演出にも工く夫ふうがあって……」

　佳乃子の言葉に、深左緒はかすかに笑みを浮かべてうなずいてくれる。

「赤枝財ざい閥ばつが文化後援を行うのに、未来に夢を見る女性を応おう援えんされてはいかがでしょうか？」

「なるほど。時代を反映しているし、女学生である君が口にすると説得力があるな……」

　自分でもかなり思い切ったことを口にした自覚がある佳乃子は、祈いのるような気持ちで深左緒の表情を見守った。

「うん、これは世間に対して、赤枝財閥がインパクトを与あたえられる、良い宣伝になりそうだな」

　深左緒は佳乃子の言葉を聞き流すでなく、本気で検討をしてくれるようだ。

　──……これは、すごく心強いかも。ほんと、小万記さんたちに早く聞かせてあげたい。

「凌雲閣の最上部を英国の企業に持って行かれるようでは……と重役連中に口にしている者もいる。わかった、白萩さんに連れん絡らくをとってくれるかな」

「ありがとうございます！　小万記さんたちもすごく喜びます」

　顔をほころばせた佳乃子は、しかしすぐに不安に思い当たった。

「あ、でも金糸雀カナリヤ館は壊れてしまったんですよね。それにあんな事件が起きたんじゃ、お客さんも……」

　そのとき背後の襖ふすまがすっと開かれると、千春があらわれた。

「そんなことなら大丈夫だよ」

　明るい調子で答える千春の隣となりには、傷の手当ても終わったのだろう。着替えを済ませた冬馬の姿もある。

　怪我は大丈夫なのかと視線で問うと、小さくうなずき返された。

　冬馬と千春が座敷に腰こしを下ろし、佳乃子はお茶を淹いれようかと立ちあがりかけて止められる。

「いいよ、佳乃子ちゃん。今日は深左緒叔父おじ貴きが舞ぶ台たいの祝いにって、夕飯に仕出しを頼たのんでくれてるんだ」

　佳乃子は驚おどろいて深左緒を見ると、「もうしばらくすれば、寿す司しが届くだろう」と口にする。

　深左緒も一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲めそうだとわかり嬉うれしくなった。

「そうそう、さっきの話」

　どうやら部屋の外にいた、千春と冬馬にも深左緒と佳乃子の会話は聞こえていたらしい。

「できるだけ、小万記さんたちの劇団を応援したいんです。でも劇場が大丈夫って、どういうことなんですか？」

　すると千春は得意そうに眼鏡めがねを押し上げた。

「その件ならいくらだって名案があるよ。深左緒叔父貴が動くなら、そりゃもう明るい美談として『流星の乙女歌劇団』を花形として記事を扱える。実際白萩さんの行動は見事だったからね。劇の最中にあんな騒そう動どうが起きるなかで、座長がちゃんと観客の避ひ難なん誘ゆう導どうまで行えるなんて、かなり肝きもが据すわった女性だよ」

　千春の言葉を聞いて、佳乃子は騒ぎの最中のことを思い出した。

「それにこの事件で、かえって金糸雀カナリヤ館にも関心が集まってる。白萩さんのようにスターの素質がある人の行いが知られれば、歌劇に興味がなかった層にも注目される記事にできるさ」

　実に頼もしい千春の言葉に、深左緒も思案を始めたようだ。

「そうだな、いっそ修しゆう繕ぜんの時にあえて傷を残しておくことで、『切り風あらわる舞台』ということで、帝てい都との話題をかっさらえる。それに、他の劇場でも『切り風』事件が舞台に仕立て上げられるかもしれんな。なにしろ、あの街は商しよう魂こんたくましい」

　確かに当初から噂うわさがあった、遊女の悲ひ恋れんを絡からめて物語にすれば、舞台におあつらえの内容と環かん境きようで上演できるだろう。

　現金な大人の会話に感心しつつ、佳乃子は冬馬と視線をあわせてほっとする。

　──良かった、もういつもの冬馬さんだ。九尾とのことは気になるけど、冬馬さんがこうして笑ってくれればそれでいい。

　あまりに多くのことが起きて、疲ひ労ろう困こん憊ぱいではあったが、佳乃子は赤枝家の人たちと豪ごう華かな夕食を楽しむことができた。

　途中、離はなれで眠ねむる父の惚司のもとへ何度かようすを見に行ったが、ずいぶんと深く眠っているようだ。

　就しゆう寝しん前にもう一度佳乃子が襖をそっと引くと、眠っていると思っていた父が布団ふとんに上半身を起こしている。

「……父さん、起きてたの？」

「心配をかけてすまない。だが今日はもう遅おそい。話は明日するから、ゆっくり休みなさい」

　やはり父の声や言葉には、どこか沈しずんだ響ひびきがあるように感じた。

「どこか辛つらかったり、具合が悪くなったらすぐに起こしてね」

「あぁ、わかった」

　そう答えた父の視線がふと佳乃子を見み据すえた。

「お前も、もう十六か。近ちか頃ごろますます母さんに似てきたな」

「母さん……？」

　──どうして、これまでほとんど母さんの話なんてしたことはなかったのに。

　戸と惑まどう佳乃子に、父は再度うながす。

「さぁ、もう寝ねなさい」

　佳乃子はうなずいて「おやすみなさい」と告げると襖を閉めた。

　だが布団に入っても、なかなか意識は眠りに向かってくれない。

　母の名を最後に聞いたのは、いつのことだったろう。

　幼い頃ころから、自分が母親のことを尋たずねると、父は決まって困こん惑わくし、悲しげな顔になった。

　そして実家に寄りつくことなく転々として暮らす父との生活は、なにかから逃げるようでもあり、佳乃子は子供心に、母親のことに触ふれてはいけないのだと自然と考えるようになっていったのだ。

　──母さんて、どんな人だったのかしら？

　写真の一枚も残っていない母のことを、本当に何も知らないのだと改めて感じる。

　さらに日記をつけなければと思いだしたが、体が疲つかれ切っていて起き上がれそうにない。

　なによりここ数日、日記帳のどのページにも記された冬馬の名前を思い出すと顔が赤らむ気がした。

「私、冬馬さんのことどれぐらい知ってるんだろう……」

　理津が口にした九尾との契けい約やくについても気になる。

　もやもやと重苦しくなる胸のなかに、コトンと置かれた気持ちに気づいた。

　特別な人。自分にとって、冬馬は誰だれよりも特別で大切な人。

　童話の王子様に向ける憧あこがれとは違ちがう。相手に向かう気持ちはずっと深くて苦しかった。

「せめて、夢にでてきてくれれば聞きたいことが……いっぱい」

　つぶやいたときには、一気に睡すい魔まに襲おそわれて佳乃子はまぶたを閉じていた。
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　いつもの通り目を覚ました佳乃子が朝食の支し度たくをしていると、玄げん関かん先さきに訪ねてきた人の気配に気づいた。

　台所から玄関口はすぐのため、前まえ掛かけをはずして「どちらさまですか？」と尋ねる。

　磨すりガラスの玄関扉とびらの向こうに見えた人ひと影かげは、見覚えのあるものだった。

　佳乃子はつい勢いで扉を開ける。

　そこに立っていたのは、昨夜見失ってしまった法ほう衣え姿の男だった。

　いまは手に錫しやく杖じようを持ち、編あみ笠がさを脱ぬいでいる。

　さらりと整えられた髪かみ、額を出したその表情は、理知的ながらも小型の猛もう禽きん類るいが持つしなやかさと厳しさを漂ただよわせている。

　昨夜感じた重々しい印象とは違ちがい、父の惚司よりいくらか年下だろうかと佳乃子は想像した。

「どうして、こちらに──」

「早朝から申し訳ない。だがどうしてもお父上と貴女あなたに、知らせておかなければならない話があります」

　来客があったことに気づいたのだろう。すぐに廊ろう下かから冬馬も姿をあらわした。

　法師の姿に、昨日の事件を思い出したようだ。

「佳乃子さん、あがってもらおう。すぐに惚司さんと千春兄さんにも知らせてくる」

　早朝の慌あわただしい最中ではあったが、佳乃子と冬馬は学校のことも忘れて、突とつ然ぜんの来客を客間へと通した。

　やがて佳乃子の父と、叩たたき起こされてかろうじて体てい裁さいを整えた千春が客間にやってきた。

　法師は佳乃子の顔をじっと見つめると、威い厳げんが漂う声で告げる。

「私は、藍らん恵けいと申します。佳乃子様の母君であられる、知ち流る花か様にお仕えしてきた者です」

　まるで佳乃子に母の面おも影かげを探そうとするように、向けられる藍恵の視線に佳乃子は耐たえられずにうつむく。

　なにより、正体のしれない法師から母の名を聞くとは思ってもみなかったのだ。

「母は……私が乳児の頃に亡なくなったと聞いております。藍恵様は、母の昔のお知り合いなのですね」

　隣となりに座る冬馬が、気づかうような視線を向けていることに気づく。

　だが佳乃子にも、突とつ如じよあらわれた藍恵がなにを告げようとしているのかわからない。

　──ひょっとして、昨夜父さんが話があるっていってたけど……この人と関係があるのかしら。

「知流花様は……貴女のお父上と出会い、姿を消してしまわれました。ですが、貴女の母君は特別なお役目を担になっておられた方なのです」

　初めて耳にする話に、佳乃子はとっさに父を見た。

　惚司は表情を動かすこともせず、やや厳しい顔つきでじっと視線を手元に落としている。

「私どもは、知流花様と羽原様の行方ゆくえを追っておりました」

　藍恵の声はいたって静かだが、その言葉の底には計り知れないほどの悔くいと苦しみがこめられているようだった。

　──この方は、母さんを奪うばった父さんに腹を立てているのかしら。

　法師の言葉を聞いて、佳乃子はどこか腑ふに落ちるところがあった。

　父は幼い娘むすめを連れて、移動の多い仕事をつづけてきた。その間、一度も羽原の祖父母や親類に佳乃子を預けることもなければ、顔を合わせたこともなかった。

　周囲の大人の会話から、それが佳乃子の母親と一緒になってからのことだとわかり、幼心にも両親の仲が認められたものではないのだと、うっすら感じていた。

「しかし、知流花様と羽原様が赤枝家に身を寄せられたあと、おふたりを捜さがし出すことはできなかった。まさかその間に、知流花様が殺害されるようなことになろうとは──」

『殺害』という強い響きの言葉に、佳乃子の体が驚おどろきにこわばる。

　母は病死したのではなかったかと、父に問う視線を向けようとして、隣にいる冬馬の肩かたが震ふるえていることに気づいた。

　向かいに座る藍恵は、すっと呼気を吸うと、眦まなじりを厳しくして冬馬をにらみつける。

　鋭するどい刃やいばを振ふり下ろすように、冬馬に指を突つきつけた。

「おわかりか。いま貴女の隣に座っているその男。赤枝冬馬に宿る魔ま物ものこそが、知流花様を殺したのだ」

　言葉の意味をつかみかねて、顔をあげた佳乃子は冬馬を見た。

　そこには黒く濡ぬれた瞳ひとみが、感情を定められぬまま揺ゆれている。

　佳乃子自身も嵐あらしを予感しながら、そっと手を伸のばして冬馬の手を握にぎった。







　あとがき




　無事に続刊をお届けできまして、感無量でございます。月本です！

　大正パラレルな憑つき物ものだらけの当シリーズ、初めましての方、引きつづきありがとうございますの方も、暑さまっさかりのなか元気にお過ごしでしょうか？

　物語はまだ春の終わりぐらいですが、今回は舞ぶ台たいを浅草に移しております。

　まだ冬の頃ころに上京する予定があった折には、友人におつきあいいただき、台たい東とう区から上野や本郷近辺をぶらり取材させていただきました。

　洋食ランチをして上野公園を散策。本郷界かい隈わいは細い路地が入りくんだ街並みと、坂道からの眺ながめに雰ふん囲い気きあって良いですね。

　もちろん浅草もうろうろして、浅草寺で頭に煙けむりをもっくもくに浴びて参りましたよ。

　ホテルの窓から、オープン前の東京スカイツリーが正面に見えたのが印象的でした。

　私は関東で暮らしたことがないので、いろんなところが新しん鮮せんで味わい深かったです。

　江戸東京博物館にも足を延ばし、ここへ行くのは二度目だったのですが、やはり目的がはっきりしてると目がギン！　としてしまいますね。とても楽しかったです。




　本編につきましては、とても触ふれづらいところで終わっておりますので、あまり本文については語れないのですが（汗）

　佳乃子と冬馬、九きゆう尾びをとりまく物語を、見守っていただけますと幸いです。




　そして副タイトルにあります『歌劇場』にふさわしく、とってもゴージャスなカバーをいただきましたＣｉｅｌさん、ありがとうございます！　冬馬の瞳ひとみの色にみとれてしまいます。

　いつも細やかにお世話になる担当女史、編集部の皆みな様さまにも感謝しております。

　読者様には、特大級のありがとうございます！　の暑苦しい念を送りつつ、ぜひ涼すずしいところで楽しんでいただきたいです。

　暑いのは苦手な筆者ですが、やはり夏は怪かい談だんって響ひびきだけでわくわくしますね！（きっとあまり同意は得られない前提で……）
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貴方あなた、歌か劇げき場じように憑ついてます？
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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